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前橋市は、雄大な裾野をひいてそびえる赤城山を北方に望み、利根川が  

豊かな水を湛え貫流する「水と緑と詩のまち」の県都であります。   

自然環境、歴史・文化遺産の保護、社会教育施設・社会福祉施設の建設、  

商工農業基盤整備などに取り組んでいます。   

今、28万余りの市民を擁し、住み良い街づくりを目指し市街地の再開発  

事業、区画整理事業、工業団地、住宅団地等の造成事業が進められています。   

古代文化の栄えたこの地は、今から3万年ほど前の旧石器時代から人々  

が暮らし、その足跡が悠久の時の流れを刻んでいます。とりわけ本遺跡周  

辺には、朝倉、広瀬古墳群があり金冠塚古墳や国指定史跡の八幡山古墳な  

どが点在し、当時の繁栄をかいま見ることが出来ます。平成2年に実施し  

た、前橋工業団地造成組合の住宅団地造成事業に伴う埋蔵文化財発掘調査  

以来、5次の発掘調査により次々と貴重な資料が検出されています。今回  

の発掘調査は、平成11年度東善住宅団地拡張造成事業に先立って行われた  

ものであります。調査では、平安時代の住居跡66軒や浅間山降下（1108年）  

B軽石で埋まった水田跡2箇所、平安時代から中・近世・近代以降にかけ  

ての溝跡75条や土坑3基、柱穴12基など検出されました。特に調査区の中  

央付近より検出した浅間山B軽石で埋まった大洋やその両側に位置する平  

安時代の住居跡、水田跡などは当時、この地域に大集落跡があったことを  

窺わせる資料と思われます。最後に、この調査報告書を刊行するに当たり、  

関係各機関並びに本道跡周辺地域の方々の御理解と御協力に対し厚く御礼  

申し上げます。  

平成12年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団   

団 長 渡 辺 勝 利   





例  

マユダロタイセキ  

1本報告吾は、平成11年度東善住宅団地拡張造成事業にさきがけて実施した前田ⅤⅠ遺跡の発掘調査報告書であ  

る。  
グン マケンマエバシ シ ナカウチマチ  

2 遺跡の所在地 群馬県前橋市中内町155－1番地外  

3 調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長 渡辺勝利）の指導のもとに委託者、前橋工業団地造成組合（管   

理者 小寺弘之）の委託を受け、スナガ環境測設株式会社（代表取締役 須永眞弘）が実施した。   

調査担当者 山口宗男・栗木一敏・吉沢 貴（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）  

荻野博巳（スナガ環境測設株式会社）   

調 査 員 板垣 宏（スナガ環境測設株式会社）  

4 発掘調査期間 平成11年11月18日～平成12年3月15日   

整理期 間 平成11年11月18日～平成12年3月15日  

5 調 査 面 積 4，900m2  

6 出土遺物は前橋市教育委員会が保管する。  

7 測量・調査計画…須永眞弘、調査助言…金子正人、測量…板垣宏・権田友寿・山口和宏・小見修一・岡本敬   

一、土壌観察指導‥・須永薫子、安全管理…上村一視、重機オペレーター…都丸保男、作業事務…柴崎信江が  

担当した。  

8 本書は、調査団指導のもと、スナガ環境測設株式会社が作成に当たり、原稿執筆…荻野博巳、編集・校正…   

須永眞弘・金子正人、実測図の整理他…権田友寿・岡本敬一、遺物実測…権田友寿、遣物洗浄・注記・接合   

…須永豊・神津芳夫・柴崎信江、写真整理・内業事務…須永豊・柴崎信江が担当した。  

9 発掘調査に参加した方々（敬称略）   

阿久沢民江 飯島勝亥 飯島いし 石川サワ子 内山恵美子 内山 康 内山みさを 金子和子   

久保田とよ 桑島英彰 小暮幸子 斉藤まき子 櫻井 弘 下田明美 須田隆治 関根時太   

関根義雄 角田朱美 都丸藤子 中川住一 中村新太郎 奈良岩雄 榛沢伊勢次 伏嶋経夫   

伏嶋みさを 細野進太郎 諸田文雄 鷲野利恵 渡辺永造 渡辺国治  

凡   例   

1 遺跡の略称は、11G42である。  

2 遺構名の略称 住居跡・・・H、溝跡…W、土坑…D、柱穴…P。実測図中の記号 P…土器片、S…石。  

3 実測図の縮尺 遺跡全体平面図1／500、水田1／40、1／100、住居跡1／60、カマド1／30、溝跡1／60、   

1／80、1／100、1／500、土坑1／60、柱穴1／60、遺物実測図1／1、1／2、1／3、1／4を使用。  

4 挿入図は、国土地理院発行の5万分の1「前橋・高崎」を使用した。  

5 各遺跡の位置の基準は、国土地理院三角点及び水準点と照合済。基準点A区A－0グリッド地点 第ⅠⅩ系座標   

値 Ⅹ37840．000m、Y－63080．000m、水準点BM：・・77．00m、等高線5cm（一部水田2cm）、グリッド  

4m間隔  

6 土層断面の土色名及び土器類の色調名は『新版標準土色帖』（農林省農林水産技術会議事務局 監修 財団法   

人 日本色彩研究所色票監修）による。  

7 須恵器の断面…■■ 施粕部分…  を使用。   煤付着…  黒色処理…  

8 各遺構の面積は平面図をもとに座標面積計算より算出した。  
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第1図 周辺遺跡図（S＝1：50，000）…………… 2  

第2図 遺跡位置図（S＝1：2，500）…………… 3  
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第8図 H－6～8号住居跡、  
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W－47・50・51実測図……………………… 58  

第34図 H－64～66号住居跡、カマド、  

第44図 P－5～12実測図  

第45図 D－1～3、P－1～12断面図……………… 70  

第46図 縄文時代の石鋳、  平安時代の遣物………… 71  

第47図 平安時代の遺物  

第48図 平安時代の遺物、  鉄製品、砥石…………… 73  W－64・65実測図  

第49図 平安時代の遣物  第35図 W－1・2・4・6、  

W－3－1・3－2・5－1断面図…………… 60  

第36図 W－7・9、W－5－2・8－1・8－2・  

第50図 平安時代の遺物、  

第51図 平安時代の遺物、  

第52図 平安時代の遺物、  
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石製品…………………… 76  

鉄製品…………………… 77  10－2断面図  

第53図 平安時代の遺物  第37図 W－11～19・21～23断面図………………… 62  

第38図 W－24～34・36・37断面図………………… 63  第54図 古墳時代・平安時代の遺物、石製品、古銭…79  

付 図 前田ⅤⅠ遺跡・前田Ⅴ遺跡・調査区  

全体平面図・遺構検出状況関連図  
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19～21 出土遺物観察表  溝計測表  

写真図版   

図版1 調査区現況（北東から撮影）、調査前現況（北から撮影）、A・D調査区全景（北東から撮影）、B・C・  

E調査区全景（北西から撮影）、A・B調査区全景（東から撮影）、A・B調査区全景（東から撮影）、D・  

E調査区全景（東から撮影）、A・B調査区全景（東から撮影）  

図版2 A・D調査区全景（北から撮影）、B・D調査区全景（北から撮影）、B調査区全景（東から撮影）、B・  

E調査区全景（北から撮影）、B・E調査区全景（北から撮影）、B・C調査区全景（西から撮影）、H－1  

号住居跡全景（北から撮影）、H－1号住居跡遺物出土状況  

図版3 H－2号住居跡全景（西から撮影）、H－3号住居跡全景（西から撮影）、H－3号住居跡カマド全景（北か  

ら撮影）、H－4号住居跡全景（西から撮影）、H－5号住居跡完掘（北から撮影）、H－6・7号住居跡全  

景（西から撮影）、H－6・7号住居跡遺物出土状況（西から撮影）、H－8号住居跡全景（西から撮影）  

図版4 H－9号住居跡全景（西から撮影）、H－9号住居跡炭化物出土状況（西から撮影）、H－10号住居跡全景（西  

から撮影）、H－11号住居跡全景（西から撮影）、H－12号住居跡全景（西から撮影）、H－13号住居跡全景  

（西から撮影）、H－14号住居跡全景（西から撮影）、H－15号住居跡全景（西から撮影）  

図版5 H－16号住居跡全景（西から撮影）、H－16・17・18号住居跡全景（西から撮影）、H－19号住居跡全景（西  

から撮影）、H－20・21号住居跡全景（西から撮影）、H－21号住居跡遺物出土状況、H－22号住居跡全景（西  

から撮影）、H－22号住居跡左・右カマド全景（西から撮影）、H－23号住居跡全景（西から撮影）  

図版6 H－23号住居跡カマド遺物出土状況（西から撮影）、H－24・54号住居跡全景（西から撮影）、H－24・54号  

住居跡カマド全景（西から撮影）、H－25号住居跡全景（西から撮影）、H－26号住居跡全景（西から撮影）、  

H－27号住居跡全景（西から撮影）、H－27号住居跡カマド遺物出土状況（西から撮影）、H－27号住居跡P  

Ⅴ   



ー1遣物出土状況  

図版7 H－28号住居跡全景（西から撮影）、H－29号住居跡全景（西から撮影）、H－30号住居跡全景（西から撮影）、  

H－31号住居跡全景（西から撮影）、H－32号住居跡全景（西から撮影）、H－33号住居跡全景（西から撮影）、  

H－34・55号住居跡全景（西から撮影）、H－35・36・38号住居跡全景（西から撮影）  

図版8 H－37・51号住居跡全景（西から撮影）、H－39・40号住居跡全景（西から撮影）、H－41・42号住居跡全景  

（西から撮影）、H－41号住居跡遺物出土状況、H－43号住居跡全景（西から撮影）、H－44号住居跡全景（西  

から撮影）、H－45・46号住居跡全景（西から撮影）、H－46号住居跡D－1遺物出土状況  

図版9 H－47号住居跡全景（西から撮影）、H－48号住居跡全景（西から撮影）、H－48号住居跡遺物出土状況、H  

－49号住居跡全景（西から撮影）、H－50号住居跡全景（西から撮影）、H－52号住居跡遣物出土状況（西か  

ら撮影）、H－53・56号住居跡全景（北から撮影）、H－57号住居跡遣物出土状況（西から撮影）  

図版10 H－58号住居跡全景（西から撮影）、H－59号住居跡全景（西から撮影）、H－60号住居跡全景（西から撮影）、  

H－61号住居跡全景（西から撮影）、H－62号住居跡全景（西から撮影）、H－63号住居跡全景（西から撮影）、  

H－63号住居跡遺物出土状況、H－64号住居跡全景（西から撮影）  

図版11H－64号住居跡カマド全景（西から撮影）、H－65号住居跡全景（西から撮影）、H－66号住居跡全景（西か  

ら撮影）、D区As－B水田・畦畔全景（東から撮影）、B区As－B水田・畦畔全景（西から撮影）、W－1  

号滞全景（東から撮影）、W－2号溝全景（東から撮影）、W－3－1号溝東壁セクション（西から撮影）、  

図版12 W－3－2号溝全景（北から撮影）、W－4号溝全景（北西から撮影）、W－5－1号溝全景（南東から撮影）、  

W－5－2、W，10－2号溝全景（南東から撮影）、W－6号溝全景（東から撮影）、Wr7号溝全景（西から  

撮影）、W－8－1号滞全景（北西から撮影）、W－8－2、W－71号溝全景（北から撮影）  

図版13 W－9号溝全景（北から撮影）、W－10－1号滞全景（南から撮影）、W－11号滞全景（南から撮影）、W－12  

号滞全景（南から撮影）、W－13号溝全景（西から撮影）、W－14～18号溝全景（北西から撮影）、W－19号  

溝全景（北西から撮影）、W－20号溝全景（南東から撮影）  

図版14 W－21号溝全景（北から撮影）、W－22号溝全景（東から撮影）、W－23号溝全景（西から撮影）、WT24～27・  

36号溝全景（西から撮影）、W－28・33号溝全景（西から撮影）、W－29号溝全景（西から撮影）、W－30・  

31号滞全景（南西から撮影）、W－32号溝全景（南東から撮影）  

図版15 W－34号溝全景（北西から撮影）、W－35号溝全景（北西から撮影）、W－37号溝全景（南東から撮影）、W  

－38号溝全景（南東から撮影）、W－39号滞全景（南から撮影）、W－40号溝全景（南から撮影）、W－41・42  

号溝全景（北から撮影）、W－43号溝全景（北から撮影）  

図版16 W－44号溝全景（南から撮影）、W－45号溝全景（南から撮影）、W－46号溝全景（東から撮影）、W－47号滞  

全景（南から撮影）、W－48・49号溝全景（南から撮影）、W－50・51号溝全景（西から撮影）、W－52号溝  

全景（西から撮影）、W－53号溝全景（南東から撮影）  

図版17 W－54号溝全景（南から撮影）、W－55～59号溝全景（束から撮影）、W－60・61号溝全景（北から撮影）、  

W－62・63号溝全景（北から撮影）、W－64号滞全景（北から撮影）、W－65号溝全景（北から撮影）、W－66  

号溝全景（北から撮影）、W－67号滞全景（北から撮影）  

図版18 W－68号溝、D－2全景（南から撮影）、W－69号溝全景（北西から撮影）、W－70号滞全景（東から撮影）、  

E区D－1全景、A区D－3全景、B区P－1・2全景、B区P－3全景、B区P－4全景、  

図版19 B区P－5～8全景（南から撮影）、B区P－9～12全景（北から撮影）、D区深掘り状況、B区グリッド  

遣物出土状況、作業風景（南から撮影）、作業風景（表土掘削）、調査区埋戻し終了全景、第五中学校2  

年生職場体験学習風景  

図版20～28 遣物写真  

（縄文時代の石鍍、古墳時代・平安時代の遺物、鉄製品、石製晶、他）  
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Ⅰ 調査に至る経緯  

前橋市は「豊かですばらしい社会を築く街づくり」の施策の一つとして、工業団地及び住宅団地の造成事業を  

進めている。この一環として前橋工業団地造成組合施工の平成11年度東善住宅団地拡張造成事業の実施あたり、  

埋蔵文化財の有無について事前協議が前橋市教育委員会にあり、市教育委員会では平成2年度に実施した「前田  

遺跡」で、平安時代の住居跡等が検出されていることから遺跡の包蔵地であると判断し、試掘調査を実施した。  

その結果、遺構等を検出したのでエ事の実施に先立って道路建設部分についての埋蔵文化財発掘調査を実施し、  

記録保存する事となった。発掘調査は、前橋工業団地造成組合と前橋市埋蔵文化財発掘調査団（以下「調査団」  

という）との間で委託契約を締結し、調査と整理及び報告書刊行等の実務は、調査団から委託を受けたスナガ環  

境測設株式会社が実施した。なお、調査団では、南東部に隣接する約1，430mヲについて「前田Ⅴ遺跡」として調査  

を実施した。  

ⅠⅠ遺跡の位置と歴史的環境   

1．遺跡の立地   

本遺跡は、前橋市の中心市街地から東南へ約8kmの中内町内にあり、主要地方道高崎・駒形線の東善町の交差  

点を玉村町方面に200m程進んだ所を、更に東へ100m行った南側にある。遺跡の400m程南には、北関東自動車道  

が建設され、また、東方約500mには一級河川韮川が商流し、西側に位置する藤川と共に南部農耕地帯の重要な河  

川となっている。周辺地域は、主要地方道も整備された昨今、通運、運輸、倉庫などの大企業の社屋も立ち並び、  

市街化が進むにつれ遺跡の周辺は住宅街へとして進化している。   

韮川の右岸に沿ったこの地域は前橋台地の先端地域に位置している。この組織構造は火山泥流堆積物（前橋泥  

流堆積物）と火山灰シルト粘土質（水成上部ローム層）により形成された緩傾斜の洪積台地である。台地の北東  

縁は利根川の旧流路に当たり、幅3km前後で帯状の沖積低地が北西から南東へ広がる広瀬川低地帯である。赤城  

山南麓西端斜面と榛名山震東斜面先端の合端を流れる利根川は前橋台地の北側に沿った附近を流路としていたが  

室町時代の応永34年の大洪水などにより現在の県庁の西を流れる現利根川として遺跡の南方3．1km地点を南東流  

し、広瀬川、瑞気川、藤川、玉川などの河川が合流している。  

2．歴史的環境   

本道跡の所在する前橋台地上は、水成ローム層が厚く堆積し一面が湿地性の環境であったとされている。その  

ため旧石器時代から縄文時代・弥生時代にかけては人々の生活に適さなかった場所と思われ、人跡はないとされ  

ていた。しかしながら、平成6年の調査では、勝島川端遺跡において縄文時代草創期後半の撚糸文土器片の検出  

があり、同じく徳丸仲田遺跡でも微隆起縄文土器の破片や尖頭器が出土し、この点に関しての再考が迫られてき  

ている。勝島川端遺跡では、弥生時代後半の遺跡も確認されている。古墳時代前期では、東毛の利根川流域の赤  

城山南寮地域に見られる樽・赤井戸系土器の弥生時代とは異なる外来の文化が入ってくる石田川式土器を使用し、  

生活基盤を農業生産に移行した集団が、本遺跡周辺の前橋台地上にも見られるようになる。住居跡が検出れた後  

閑団地遺跡・東田遺跡など微高地縁辺部に位置し、後背湿地を開発している。また、西横手遺跡・公田池尻遺跡  

は、浅間C軽石で埋没した水田である。古墳時代後期では榛名山起因の大噴火が2回あり、Hr－FAやHr－FP降  

下堆積物などで覆われた小区画水田の検出が相次ぎ報告され、この時期の水田の様子など解明されつつある。ま  

た、鉄製品の普及や農業技術の進歩により耕地や集落の拡大も人口増加と共に著しくなる。小区画水田は、公田  

東遺跡・横手湯田遺跡などに検出されている。集落跡では、後閑団地遺跡・後閑ⅠⅠ遺跡・川曲遺跡・坊山遺跡な  

どで、微高地縁辺部に立地している。また、前橋台地の東端付近の広瀬川低地帯と呼ばれる広瀬川右岸の低い崖  

の上には市内でも有数の古墳が出現する。4世紀後半築造の八幡山古墳（前方後方墳）、三角縁神獣鏡を出土した  

前橋天神山古墳（前方後円墳）、6世紀前半の亀塚山古墳（帆立貝式古墳）、6世紀後半の金冠塚古墳（前方後円  

墳）、7世紀の経塚古墳（円墳）などと文珠山古墳（円墳）などに代表される古墳があり、朝倉・広瀬古墳群の文  
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化を支えた地域との関連が窺える。律令期に入ると元総社町に国府が造営され、その南東に位置する遺跡地周辺  

は穀倉地帯としての役割を持つようになる。浅間B軽石（1108年降下）に埋没した水田跡には、条里制地割が想  

定される公田東遺跡・公田池尻遺跡などがあげられ、宮地中田遺跡では、東西と南北に走行する坪境畦畔も検出  

されている。また、西田遺跡では大畦畔や道路状遺構も検出されている。奈良・平安時代の集落跡では、後閑団  

地遺跡・後閑ⅠⅠ遺跡・神人村ⅠⅠ遺跡・柄田添遺跡などあり、平安時代では、前田遺跡・前田ⅠⅠ遺跡・西善尺司ⅠⅠ  

遺跡がある。中世以降では、中世末期、築城様式を持つ宿阿内城内遺跡がある。本遺跡周辺の調査事例が増える  

にしたがって各時代にわたり人々の生活の痕跡が多く存在する地域といえる。  

．
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1前田ⅤⅠ遺跡  2前田遺跡  3前田ⅠⅠ遺跡  4文珠山古墳  5金冠塚古墳  6亀塚山古墳  7前橋天神山古墳  

8坊山遺跡  9八幡山古墳  10後閑団地遺跡11後閑ⅠⅠ遺跡 12櫛島川端遺跡13公田東遺跡 14公田池尻遺跡  

15宿阿内城内遺跡16川曲遺跡  17東田遺跡  18宮地中田遺跡19西横手遺跡  20横手湯田遺跡 21西田遺跡  

22徳丸仲田遺跡  23西善尺司ⅠⅠ遺跡 24経塚古墳  25柄田添遺跡  26神人相ⅠⅠ遺跡  

第1図 周辺遺跡図  
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ⅠⅠⅠ調査の経過   

1．調査方針   

調査対象範囲が、住宅団地拡張造成地の道路建設部分のため、全体が細長く広い形状から調査区の設定は公共  

座標に基づき100mXlOOmの大グリッドを組んでA区～E区まで大別し、その中を4m毎に小グリッドを設定し  

た。東西方向に延びる、緯線に直交する経線を算用数字（1、2、3、……）で、南北方向に延びる、経線に直  

交する緯線をアルファベット（A、B、C、……）で付称し、グリッドの呼称は北西隅の名称を利用した。また  

水準は公共水準点に基づき調査区内に測設した。   

図面作成は、1／10、1／20、1／40、1／100、1／500の縮尺を使用し、平板、遣り方による細部測量で作図を行っ  

た。遺物は、遺構グリッド単位で層位毎に収納し、遺物分布平面図・遣物台帳に記載し付番処理して収納した。  

また、遺構・遺物等の写真撮影（白黒・カラー・リバーサルフィルム）も行った。  

2．調査経過   

発掘調査は平成11年11月より現場事務所の設置や発掘調査用具の搬入などの準備を行い、11月18日より現地に  

て立会、調査範囲等の指示を受け作業に入る。また、道路に面している部分や調査範囲に安全対策用のトラロー  

プを張り安全に務めた。調査は指示に従って調査区内を南北に走る道路を挟んだ東側から実施した。11月19日よ  

りB区南側から重機（バックフォー）を使い表土掘削を実施した。その結果、住居跡、溝跡、As－B軽石堆積範囲  

を検出した。11月25日から遺構の発掘を開始する（住居跡、溝跡、As－B軽石堆積範囲）。また、調査区内にグリッ  

ド杭、ベンチ杭を設定し、測量作業に入る。その後、遺構発掘も順調に進み、As－B軽石堆積範囲から水田面、畦  

畔が検出され、住居跡からはカマド、土坑、柱穴等を検出した。また、各遺構についても測量、写真撮影、遺物  

取あげなどを行った。   

西側調査区は、12月4日より、D・E調査区の南側から重機による表土掘削に入り、北側のA・B区へ進めた。  

12月6日からは、D・E区のジョレン精査も始めて、並行して遺構確認調査も実施した。  

12月15日には、住居跡、溝跡、As－B軽石堆積範囲も検出され、発掘作業も進めた。また、グリッド杭やベンチ  

杭も設定した。12月24日からは、各遺構の測量や写真撮影などにも入る。年明けは、平成12年1月4日より作業  

に入り、1月6日には各調査区の表土掘削も終了した。検出した遺構は、住居跡、滞跡、As－B水田、畦畔、土坑、  

柱穴などがあり、特に住居跡は東側調査区に比べて軒数が多く、重複した住居跡も複数検出した。2月に入り、  

寒い日や北風の吹く日が多くなったが、天候に恵まれ各遺構の調査も順調に進んだ。住居跡の調査では、カマド、  

土坑、柱穴等が多く検出され、それに伴って遺物の数も多く、図面作成や写真撮影、遺物取りあげなどの記録に  

追われる毎日であった。2月16日には前橋市立第五中学校の2年生11名、引率教師1名、教育委員会より担当者  

1名が職場体験学習に来跡し、住居跡の発掘を体験した。   

3月8日より調査区全体平面図とコンター測量図の作成を始めると共に、各遺構の調査も順次終了した。   

3月13日、A、B、C、D、E区の全景と調査区全体の高所写真撮影を行った。また、調査の終了したA、B、  

D、E区に深掘りトレンチを入れ土層堆積状況を調査した。さらに市調査団の指示を受けて調査の終了したE区  

より重機による埋め戻し作業を始めた。3月15日に発掘調査が終了し、資材の撤収を始めた。  

測  量  

写真撮影等  

第3図 発掘調査経過図  
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ⅠⅤ 層  序  

層序は、A・B・D・E区内にそれぞれ入れた深掘り土層断面をもとに模式的に断面図を作成し、それについ  

ての土層説明を下記に掲載した。  

EE－25クーリットー  

二 

＝  

DP－7，8クーリットー  

第4図 各調査区深掘り土層断面図  

深掘り 土層注記（AL・M－4グリッド内）  

Ⅰ．灰黄褐色土層 粘性なく、締まりややあり、軽石、小  

礫3～4mmを所々に含む  

ⅠⅠ．灰黄褐色土層 粘性なく、締まりややあり、細砂、小  

礫を含む  

ⅠⅠⅠ．黒褐色土層 粘性なく、締まりあり、As－C軽石2～3  

mを1％以下含む（住居跡確認面）  

ⅠⅤ．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－C軽石2  

～3mmを所々に含み、わずかに小礫を含む  

深掘り 土層注記（BM－23グリッド内）  

Ⅰ．鈍い黄褐色土層 細砂、小礫、石を含む  

ⅠⅠ．灰黄褐色砂質土層 軽石を含み、小礫を所々に含む  

ⅠⅠⅠ．灰黄褐色砂質土層 軽石2～3mmを1％含み、小石を  

所々に含む  

ⅠⅤ．As－B軽石層 酸化を帯びている  

Ⅴ．鈍い黄褐色土層 As－B軽石をブロック状に含む  

ⅤⅠ．暗褐色土層 締まりあり、As－C軽石1～3mを1％含  

む（As－B水田層）   

Ⅴ．黒褐色土層 明黄褐色砂質土を所々に含み、わずかに  

白色軽石粒と小礫を含む  

ⅤⅠ．明黄褐色砂層 黒褐色土ブロックを所々に含む  

ⅥⅠ．明黄褐色砂層 わずかに小礫2～3mmを含む  

ⅤⅢⅠ．明黄褐色砂礫層 細砂を多く含み、粗砂、小礫を含む  

ⅠⅩ．明黄褐色砂礫層 Ⅶl層よりも小礫3～5mmを多く含  

み、酸化を帯びている  

Ⅹ．黄橙色細砂粗砂層 酸化を帯びている  

ⅥⅠ．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－C軽石1  

～3mmを1％以上含む  

ⅦⅠ．鈍い黄褐色粘質土層 As－C軽石1～2mmを所々に含  

む  

ⅠⅩ．黄褐色粘質土層 軽石粒を所々に含む  

Ⅹ．鈍い黄褐色粘質土層  

刀．浅黄褐色粘土層  

Ⅶ．浅黄褐色粘土層 刀層より粘性が弱い  
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深掘り 土層注記（DP－7・8グリッド内）  

Ⅰ．灰黄褐色土層 （現耕作土）  

ⅠⅠ．As－B軽石層  

ⅠⅠⅠ．暗褐色土層 粘性、締まりあり、軽石粒を含む（As－B  

水田層）  

ⅠⅤ．黒褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石1～2mmを   

1％以下含む  

Ⅴ．灰褐色粘質土層 軽石粒と明黄褐色砂質土粒を含む  

ⅤⅠ．灰褐色粘質土層 白色軽石と小礫3～5mmを所々に含む  

深掘り 土層注記（EE－23グリッド内）  

Ⅰ．灰費褐色土層 粘性なく、締まりややあり、細砂、軽  

石、小礫を含む  

ⅠⅠ．灰黄褐色土層 粘性なく、締まりややあり、細砂を含む  

ⅠⅠⅠ．灰黄褐色土層 粘性なく、締まりややあり、細砂、小  

礫を含む  

ⅠⅤ．鈍い黄樺色土層 締まりあり、細砂を含み、Hr－FP2  

′）5mmを所々に含む  

Ⅴ．鈍い黄橙色土層 締まりあり、As－B軽石を含む  

ⅤⅠ．暗褐色土層 As－C軽石1～2mmを1％以下含む（遺  

構確認面）  

ⅥⅠ．灰褐色粘質土層 As－C軽石2～3mmと小礫0．5～1  

cm、明黄褐色砂質土を含む  

Ⅶl．灰褐色粘質土層 ⅥⅠ層より軽石粒、小礫、明黄褐色砂  

質土を多く含む  

ⅠⅩ．灰褐色砂質土層 軽石、小礫をわずかに含み、細砂を  

多く含む  

Ⅹ．灰褐色砂質土層 小礫を含み、細砂を多く含む 酸化  

を帯びている  

Ⅶ．鈍い黄褐色砂層 軽石粒を含む  

VTTI．黒褐色土層 As－C軽石粒1～2mmを所々に含む  

ⅠⅩ．黒褐色土層 締まりあり、As－C軽石2～3mを1％  

含む  

Ⅹ．黒褐色土層 締まりあり、As－C軽石2～3mmと明黄  

褐色砂質土粒を含む  

刀．明黄褐色細砂粗砂層  

Ⅶ．鈍い黄樺色砂礫層  

】Ⅲ．鈍い黄橙色砂礫層 Ⅱ層より小礫を多く含む  

本文中に使用した略号は以下の通りである。  

・As－C軽石：4世紀降下浅間山起因の軽石層 ・Hr－FA：6世紀初頭降下榛名山起因の火山灰層  

・As－B軽石：1108年降下浅間山起因の軽石層・Hr－FP：6世紀中葉降下榛名山起因の軽石層  

Ⅴ 検出された遺構と遺物   

1．概  観   

本遺跡は、住宅団地の道路建設予定地に当たる部分の調査であり遺構構造やその分布状況の把握には限定され  

たものがあった。また、土地改良工事による整地痕が遺構確認面まで達している部分も多くあった。検出した遺  

構は、平安時代住居跡66軒、水田跡2箇所、平安時代・中世・近世・近代以降の溝跡75条やAs－B水田範囲内と  

住居跡、溝跡検出面で柱穴、土坑等が検出された。遺物は、調査区全体で須恵器、土師器、土錘、紡錘車、砥石、  

鉄製品など総数26，862点検出した。土器類のほとんどは小片のものが大半をしめていた。  

2．平安時代の住居跡   

H－1号住居跡〔第5図、図版2〕  註）（）は、推定及び検出値を表す。   

位置BM－6・7～BN－6グリッド形状方形を呈す。規模長軸3．50m、短軸2．85m、確認面から床面までの  

壁高10～29cm。面積9．01m2長軸方向N－350－W床面明黄褐色土層の地山を掘り込んで整地し床面としてい  

る。土坑カマドの左袖側に検出、D－1長径113cm、短径75cm、深さ21cmの楕円形で位置的に貯蔵穴と思われる。  

カマド南東壁の中央やや西寄りに位置する。主軸方向N－145O－Eで、全長98cm、最大幅69cm、焚口部幅40cm。左  

袖付近に構築材の自然石を検出した。黄色粘土の使用もわずかに見られた。遺物総数674点を検出した。図示し  

た遣物は、恥1～5、石鉄、ゴ不、土錘などがある。  

H－2号住居跡〔第5図、図版3〕   

位置BH・Ⅰ－6グリッド形状西側が調査区外のため不明。規模部分検出のため不明、確認面から床面まで  

の壁高13cm。面積（0．59Ⅰぱ）長軸方向不明。床面明黄褐色土層面を整地し床面としている。柱穴、土坑検  

出されなかった。カマド北東壁に位置する。主軸方向N－440－Eで、全長（63cm）、幅（55cm）、焚口部幅一部調  

査区外で不明。遺物総数14点を検出した。図示した遺物は、カ恥1、杯などがある。  
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H－3号住居跡〔第6図、図版3〕   

位置BK－7～BL－7・8グリッド形状ほぼ長方形を呈す。規模長軸3．34m、短軸2．70m、確認面から床面  

までの壁高24～25cm。面積8．28m2長軸方向N－33O－W床面As－C軽石を含む黒褐色土層面を整地して床面と  

している。柱穴、土坑検出されなかった。カマド北東壁の中央やや南東寄りに位置する。主軸方向N－630－E  

で、全長96cm、最大幅83cm、焚口部幅40cm、両袖石と崩れ落ちた天井石が検出された。遺物総数636点を検出し  

た。図示した遺物は、恥．1～6、j不、高台付碗、蓋、壷、小型台付賓（脚部）などがある。  

H－4号住居跡〔第6図、図版3〕   

位置BL－8・9～BM－8・9グリッド形状ほぼ方形を呈す。規模長軸3．00m、短軸2．64m、確認面から床  

面までの壁高10～12cm。面積7．30m2長軸方向N－10－E床面暗褐色土層を整地して床面としている。柱穴、  

土坑検出されなかった。カマド東壁の中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－880－Eで、全長105cm、最大幅  

80cm、焚口部幅42cm。遺物総数171点を検出したが小片の遺物がほとんどである。  

H－5号住居跡〔第7図、図版3〕   

位置BM－7・8グリッド形状南側が調査区外のため不明。規模長軸2．30m、短軸（1．56m）、確認面から  

床面までの壁高8～10cm。面積1．81m2長軸方向不明。床面暗褐色土層を整地して床面としている。柱穴、  

土坑、カマド検出されなかった。遺物総数35点を検出した。  

H－6号住居跡〔第7・8図、図版3〕   

位置BP－6グリッド重複H－7号住居跡と北壁側で重複し切られている。形状（方形）と思われる。規模  

長軸（2．60m）、短軸（1．93m）、確認面から床面までの壁高5～6cm。面積4．02m2長軸方向（N－91O－E）床面  

明黄褐色土層の地山を掘り込んで整地し床面としている。柱穴南東コーナーに検出、P－1長径34cm、短径28cm、  

深さ8cmの楕円形。土坑カマドの右袖側と南西側に検出した。D－1は、長径56cm、短径43cm、深さ11cmの楕円  

形、D－2長径96cm、短径76cm、深さ18cmの不定形。カマド東壁の中央付近に位置する。主軸方向N－860TEで、  

全長93cm。遺物総数81点を検出した。図示した遺物は、NGl～2、カIぬ1、j不、灯明皿、高台付塊などがある。  

H－7号住居跡〔第7・8図、図版3〕   

位置BO・P－6グリッド重複北壁側でW－4に掘り込まれ両壁側でH－6号住居跡の北壁側を掘り込んでい  

る。新旧関係は、W－4より古くH－6号住居跡より新しいと思われる。形状（長方形）と思われる。規模長  

軸（2．94m）、短軸（2．44m）、確認面から床面までの壁高8～12cm。面積（6．03rn2）長軸方向（NL700－E）  

床面明黄褐色土層の地山を掘り込んで整地し床面としている。柱穴北東側にP－1長径30cm、短径30cm、深さ  

12cmのほぼ円形、南壁側にP－2長径50cm、短径39cm、深さ10cmの楕円形、P，3長径40cm、短径35cm、深さ14cm  

の楕円形を検出した。カマド東壁の中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－910－Eで、全長60cm、最大幅80cm、  

焚口部幅42cm。遺物総数138点を検出した。図示した遣物は、Nα1～3、高台付塊、杯などがある。  

H－8号住居跡〔第8図、図版3〕   

位置ED・ET6グリッド形状（方形）と思われる。規模長軸3．70m、短軸1．52m以上、確認面から床面ま  

での壁高12～14cm。面積（3．93rn2）長軸方向（N－70－E）床面褐色土層の堅緻な床面である。土坑南東  

壁側に検出した。D－1長径112cm、短径（55cm）、深さ37cmの楕円形。カマド東壁の中央やや南寄りに位置する。  

主軸方向N－1220－Eで、全長60cm、最大幅75cm、焚口部幅55cm。遺物総数196点を検出した。図示した遺物は、  

恥1～2、高台付域、杯などがある。  

H－9号住居跡〔第9図、図版4〕   

位置BU・Ⅴ－15グリッド形状部分検出のため不明。規模長軸（3．00m）、短軸（2．24m）、確認面から床面  

までの壁高10cm。面積（3．89Ⅰぱ）長軸方向部分検出のため不明。床面全体に焼土、炭化物が検出され焼失  

住居跡と考えられる。柱穴、土坑検出されなかった。カマド東壁側が調査区外のため不明。遺物総数76点  

を検出した。図示した遺物は、Nql、高台付璃などがある。  
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H－10号住居跡〔第9図、図版4〕   

位置BX－22～BY－22・23グリッド形状（長方形）と思われる。規模長軸3．22m、短軸（2．56m）、確認面  

から床面までの壁高8～12cm。面積（7．78nf）長軸方向N－1O－W床面土地改良時の機械痕が残りカクラン  

されている。柱穴、土坑検出されなかった。カマド東壁の中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－930－Eで、  

全長140cm、最大幅108cm、焚口部幅45cm。遺物総数119点を検出したが小片の遺物がほとんどである。  

H－11号住居跡〔第10図、図版4〕   

位置AL－21・22～AM－21グリッド重複W－32と重複し住居跡床面が南北方向に掘り込まれている。また一部  

北壁側は、調査区外にある。新旧関係は、W－32が新しいと思われる。形状方形と思われる。規模長軸（3．36  

m）、短軸3．11m、確認面から床面までの壁高4～12cm。面積9．66m2長軸方向N－250－W床面明黄褐色砂質土  

層の地山を掘り込んで整地し床面としている。柱穴北壁側に検出した。P－1は、長径40cm、短径40cm、深さ12．  

5cmのほぼ円形、P－2長径31cm、短径29cm、深さ9cmのほぼ円形。カマド検出されなかった。遺物総数61点  
を検出した。  

H－12号住居跡〔第10図、図版4〕   

位置AL－20・21～AM－21グリッド重複W－37と重複し住居跡西側を切られている。新旧関係は、W－37が新し  

いと思われる。形状方形と思われる。規模長軸2．70m、短軸（1．88m）、確認面から床面までの壁高5～9cm。  

面積4．25Ⅰぱ長軸方向（N－230－W）床面明黄褐色砂質土層の地山を掘り込んで整地し床面としている。柱穴  

住居跡の中央付近にP－1、2北壁側にP－3を検出した。P－1は、長径42cm、短径30cm、深さ12cmの楕円形、P  

－2長径40cm、短径32cm、深さ11cmの楕円形、P－3長径34cm、短径30cm、深さ7cmの楕円形。カマド東壁の中  

央やや南寄りに位置する。主軸方向N－740－Eで全長72cm、最大幅58cm、焚口部幅41cm。遺物総数53点を検出し  

た。図示した遣物は、Nnl、高台付璃などがある。  

H－13号住居跡〔第11図、図版4〕   

位置Aし19・20グリッド重複W－37と重複し東壁側を切られている。新旧関係は、W－37が新しいと思われる。  

形状（方形）と思われる。規模長軸3．07m、短軸（2．23m）、確認面から床面までの壁高25～30cm。面積6．66  

rn2長軸方向（N－9lO－E）床面鈍い黄褐色土層を整地し床面としている。土坑D－1～D－4まで検出した。  

D－1は、南東壁隅に位置し長径62cm、短径44cm、深さ19cmの楕円形でカマドの右側にあり、遺物も検出されてい  
ることから貯蔵穴と思われる。D－2長径115cm、短径65cm、深さ10cmの楕円形、D－3長径90cm、短径70cm、深さ  

12cmの楕円形、D－4長径48cm、短径36cm、深さ10cmの楕円形で位置的に柱穴と考えられる。カマド東壁の中央  
やや南寄りに位置し一部滞に切られている。主軸方向N－600－Eで全長（68cm）、最大幅87cm、焚口部幅30cm右袖  

に自然石を使用している。遺物総数71点を検出した。図示した遺物は、D－1恥1、高台付塊などがある。  

H－14号住居跡〔第11・12図、図版4〕   

位置AL－17・18グリッド重複W－38と重複し住居跡を掘り込んでいる。新旧関係は、W－38が新しいと思われ  

る。形状長方形を呈す。規模長軸3．52m、短軸（2．29m）、確認面から床面までの壁高15～18cm。面積（8．  

13m2）長軸方向（N－890－E）床面黄褐色土層を整地し堅撤な床面となっている。柱穴東壁側と西壁側に合  

計4箇所検出した。P－1は、長径40cm、短径32cm、深さ10cmの楕円形、P－2長径38cm、短径37cm、深さ11cmの  

ほぼ円形、P－3長径39cm、短径38cm、深さ17cmのほぼ円形、P－4長径24cm、短径19cm、深さ8cmの楕円形。カ  

マド東壁の中央に位置する。主軸方向N－900－Eで全長70cm、最大幅65cm、焚口部幅55cm。遺物総数119点を検  

出したが小片の遺物がほとんどである。  

H－15号住居跡〔第12図、図版4〕   

位置AL－17・18～AM－17・18グリッド形状方形を呈す。規模長軸2．22m、短軸2．20m、確認面から床面ま  

での壁高7～12cm。面積（4．87m2）長軸方向N－115O－E床面鈍い黄褐色土層の堅緻な床面でほぼ平坦である。  

柱穴南東隅と北東側に合計2箇所検出した。P－1は、長径32cm、短径30cm、深さ16cmのほぼ円形、P－2長径24  

cm、短径20cm、深さ17cmのほぼ円形。カマド東壁の中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－115O－Eで全長62  
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cm、最大幅70cm、焚口部幅38cm。カマドの構築材に使用したと思われる自然石4個が検出された。遺物総数193  

点を検出した。図示した遣物は、Nal、カNα1、高台付域などがある。  

H－16号住居跡〔第12・13図、図版5〕   

位置AL－14・15グリッド形状（長方形）と思われる。規模長軸2．70m、短軸（1．10m）、確認面から床面  

までの壁高30cm。面積（3．11rn2）長軸方向（N－920－E）床面鈍い黄褐色土層を整地して床面としている。  

柱穴カマド右側に検出した。P－1長径30cm、短径26cm、深さ7cmの楕円形。カマド東壁側に位置し北側半分  

は調査区外のため全体は不明。遺物総数120点を検出した。図示した遺物は、恥1、杯などがある。  

H－17号住居跡〔第13図、図版5〕   

位置AL－14・15～AM－14・15グリッド重複H－18号住居跡と重複し西壁側が切られている。新旧関係は、H  

－18号住居跡が新しいと思われる。形状（長方形）と思われる。規模長軸3．60m、短軸2．50m、確認面から床  

面までの壁高17～20cm。面積8．38m2長軸方向N－930－E床面褐色土層を整地した堅緻な床面である。柱穴  

東壁側の両隅に位置しP－1は、長径34cm、短径33cm、深さ12cmのほぼ円形、P－2長径40cm、短径39cm、深さ20  

cmのほぼ円形。カマド東壁側の中央に位置する。主軸方向N－890－Eで全長54cm、焚口部幅50cm。遺物総数301  

点を検出した。図示した遺物は、恥1～2、カ恥1～2、高台付碗、高台付壷、羽釜などがある。  

H－18号住居跡〔第13・14図、図版5〕   

位置Aし13・14～AM－13・14グリッド形状（方形）と思われる。重複H－17号住居跡と重複し西壁側が切  

られている。新旧関係はH－17号住居跡が古いと思われる。規模長軸4．53m、短軸（3．70m）、確認面から床面  

までの壁高22～25cm。面積15．70m2長軸方向（N－870－E）床面灰黄褐色土層の堅緻な床面である。柱穴、  

土坑検出されなかった。カマド東壁側のほぼ中央に位置する。主軸方向N－920－Eで全長72cm、焚口部幅74cm。  

遺物総数888点を検出した。図示した遺物は、恥1～2、高台付域などがある。  

H－19号住居跡〔第14図、図版5〕   

位置Aし11・12グリッド形状（長方形）と思われる。北壁側は、調査区外にある。規模長軸3．42m、短軸  

（1．50m）、確認面から床面までの壁高29～32cm。面積（5．00m2）長軸方向（N－880－E）床面褐色土層の平坦な  

床面である。柱穴南壁側と南西隅に合計2箇所検出した。P－1は、長径34cm、短径33cm、深さ13cmのほぼ円形、  

P－2長径25cm、短径24cm、深さ10cmのほぼ円形。土坑南東隅に検出した。D－1長径103cm、短径55cm、深さ47  

cmの楕円形。カマド北側は調査区外のため不明であるが、東壁のほぼ中央に位置すると推定される。主軸方向  

N－86O－Eで全長50cm。遺物総数442検出した。図示した遺物は、No．1～2、D－1Nnl、高台付域、賓などがある。  

H－20号住居跡〔第15図、図版5〕   

位置AL－11・12～AM－11・12グリッド重複H－21号住居跡と重複し西壁側が切られている。新旧関係は、H  

－21号住居跡が新しいと思われる。形状（長方形）と思われる。規模長軸（3．08m）、短軸2．90m、確認面か  

ら床面までの壁高25cm。面積9．14ni2長軸方向（N－50－E）床面暗褐色土層の塁緻な床面である。柱穴カ  

マド付近に検出した。P－1長径30cm、短径30cm、深さ26cmの円形。カマド東壁に位置する。主軸方向N－830－E  

で全長90cm、最大幅102cm、焚口部幅46cm、右袖に安山岩質の石が使用されている。遺物総数867点を検出した。  

図示した遺物は、恥1～2、カ恥1、P－1Nα1、一括、耳皿、高台付璃（灰粕）などがある。  

H－21号住居跡〔第15図、図版5〕   

位置AM－11グリッド重複H－20号住居跡と東壁側で重複している。新旧関係は、本住居跡が新しいと思われ  

る。また両壁側は、調査区外にある。形状（方形）と思われる。規模長軸（3．00m）、短軸（1．85m）、確認  

面から床面までの壁高34～40cm。面積4．92rn2長軸方向（N－880－E）床面鈍い黄褐色土層を整地した塁微な床  

面である。土坑西壁よりに2箇所検出した。D－1は、長径50cm、短径47cm、深さ10cmのほぼ円形、D－2長径  

92cm、短径71cm、深さ20cmの楕円形。カマド東壁の中央付近にわずか焼土、炭化物が検出されたが不明である。  

遺物総数682点を検出した。図示した遣物は、恥．1～3、土錘、砥石、三脚器と思われるものの脚部などがある。  
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H－22号住居跡〔第16図、図版5〕   

位置Aし7・8～AM－8グリッド形状方形を呈す。規模長軸2．85m、短軸2．75m、確認面から床面までの  

壁高23～26cm。面積8．32mヲ長軸方向N－30－W床面暗褐色土層を整地した堅緻な床面である。柱穴南東隅  

のカマド前に検出した。P－1長径52cm、短径42cm、深さ10cmの楕円形。土坑北東側と中央付近に2箇所検出し  

た。D－1は、長径85cm、短径68cm、深さ14cmの楕円形、D－2長径97cm、短径96cm、深さ15cmのほぼ円形。カマ  

ド東壁の中央やや南より①（左側カマド）と南東隅②（右側カマド）の2基を検出した。カマド①主軸方向N  

－85O－Eで全長55cm、焚口部幅51cm、燃焼部中央に支脚石が残存する。カマド②主軸方向N－1240－Eで全長87cm、  

焚口部幅53cm、燃焼部には袖石や天井石などの構築石が残存している。またカマド①、②の残存状況から作り替  

えが考えられ、カマド②の方が焼土、灰などの使用痕がよく残り①よりも新しいカマドと思われる。遺物総数  

863点を検出した。図示した遺物は、恥1、右力恥1、杯、賓などがある。  

H－23号住居跡〔第17図、図版5・6〕   

位置BU－0～BV－0グリッド形状方形を呈す。規模長軸2．50m、短軸2．48m、確認面から床面までの壁高  

8～13cm。面積（5．93nf）長軸方向N－9lOLE床面明黄褐色を含む褐色土層を整地し床面としている。柱穴  

東壁側に検出した。P－1長径34cm、短径32cm、深さ28cmのほぼ円形。カマド東壁側の中央南寄りに位置する。  

主軸方向N－85O－Eで全長85cm、最大幅100cm、焚口部幅42cm、左袖石が残存する。遺物総数47点を検出した。  

図示した遺物は、恥1、カNnl、高台付璃、羽釜などがある。  

H－24号住居跡〔第17図、図版6〕   

位置BU－24・25グリッド重複H－54号住居跡と重複し掘り込まれている。新旧関係は、H－54号住居跡が新し  

いと思われる。形状（方形）と思われる。北側は、調査区外にある。規模長軸3．42m、短軸（2．65m）、確認  

面から床面までの壁高22～24cm。面積8．96m2長軸方向（N－890－E）床面褐色土層の堅緻な床面である。柱  

穴、土坑検出されなかった。カマド東壁の中央南寄りに位置する。主軸方向N－750－Eで全長98cm、最大幅80  

cm、焚口部幅48cm、煙道部に2石検出したが構築物か不明。遺物総数8点を検出した。  

H－25号住居跡〔第18図、図版6〕   

位置AV－24グリッド形状南側が調査区外のため不明。規模長軸3．02m、短軸（1．20m）、確認面から床面  

までの壁高10～20cm。面積（3．61m2）長軸方向（N．880－E）床面褐色土層の平坦な床面である。柱穴西  

壁側に検出した。P－1長径30cm、短径27cm、深さ15cmのほぼ円形。カマド調査区外にあると思われる。遺物  

総数27点を検出した。図示した遺物は、恥1、杯などがある。  

H－26号住居跡〔第18図、図版6〕   

位置AU，23・24グリッド形状（長方形）と思われる。規模長軸（2．70m）、短軸2．46m、確認面から床面  

までの壁高11～16cm。面積（6．29ITf）長軸方向N－40－E床面鈍い黄褐色土層の平坦な床面である。柱穴、  

土坑、カマド検出されなかった。遺物総数60点を検出した。  

H－27号住居跡〔第18・19図、図版6〕   

位置AU－22・23～AV－22・23グリッド形状（方形）と思われる。規模長軸3．68m、短軸3．37m、確認面か  

ら床面までの壁高10～12cm。面積（11．31Ⅰぱ）長軸方向N－680－E床面鈍い黄褐色土層の塁緻な床面でほぼ平  

坦である。柱穴東側に2箇所検出した。P－1は、長径42cm、短径42cm、深さ27cmの円形、P－2長径46cm、短  

径42cm、深さ14cmの円形。カマド東壁側の南寄りに位置する。主軸方向N－9lO－Eで全長100cm、最大幅53cm、  

焚口部幅32cm、焚口部にはカマド構築材の石が重なって検出された。遺物総数158点を検出した。図示した遣物  

は、カ恥．1、P－1Nql、羽釜、土釜などがある。  

H－28号住居跡〔第19図、図版7〕   

位置AT－21～AU－21グリッド重複W－41と重複し掘り込まれている。新旧関係はW－41が新しい。形状北側  

が調査区外にあるため不明。規模長軸2．53m、短軸（1．30m）、確認面から床面までの壁高15～17cm。面積（3．  
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03Ⅰぱ）長軸方向（N－9lO－E）床面褐色土層の平坦で堅緻な床面である。柱穴、土坑、カマド検出されなかっ  

た。遺物総数91点を検出した。  

H－29号住居跡〔第19図、図版7〕   

位置DIし15～DF－16グリッド重複W－50、51と重複し掘り込まれている。新旧関係はW－50、51が新しいと思  

われる。形状（方形）と思われる。北側が一部調査区外となっている。規模長軸2．32m、短軸（1．90m）、確  

認面から床面までの壁高13～15cm。面積（3．75m2）長軸方向（N－105O－E）床面鈍い黄褐色土層の堅微な床  

面である。柱穴、土坑検出されなかった。カマド東壁側中央南寄りに位置する。主軸方向N－1180－E、全長  

50cm、焚口部幅（40cm）、W－51によって掘り込まれ、残存状態はよくない。遣物総数175点を検出したが小片の  

遺物がほとんどである。  

H－30号住居跡〔第19図、図版7〕   

位置AU－20～AV－20グリッド形状（方形）と思われる。南壁側は調査区外となっている。規模長軸2．68m、  

短軸（2．10m）、確認面から床面までの壁高19～23cm。面積（5．32rn2）長軸方向（N－890－E）床面褐色土層  

の堅緻な床面である。柱穴北東隅と西壁側に検出した。P－1は、長径30cm、短径25cm、深さ24cmの楕円形、P  

－2長径30cm、短径22cm、深さ20cmの楕円形。土坑東壁側に検出した。D－1長径51cm短径50cm、深さ38cmの円  

形である。カマド検出されなかった。遺物総数199点を検出した。図示した遺物は、恥1、D－1No．1、土錘、  

杯などがある。  

H－31号住居跡〔第20図、図版7〕   

位置AU－19グリッド形状（方形）と思われる。北側は調査区外である。規模長軸2．80m、短軸（2．35m）、  

確認面から床面までの壁高20～27cm。面積（6．15m2）長軸方向（N－870－E）床面暗褐色土層の堅緻な床面  

である。柱穴南西隅に検出した。P－1長径31cm、短径27cm、深さ13cmの楕円形である。土坑南東隅に検出し  

た。D－1長径91cm、短径53cm、深さ16cmの楕円形である。カマド検出されなかった。遺物総数420点を検出  

したが小片の遣物がほとんどである。  

H－32号住居跡〔第20図、図版7〕   

位置AU－18・19～AV－18・19グリッド形状長方形を呈す。規模長軸3．32m、短軸2．51m、確認面から床面  

までの壁高9～13cm。面積（8．04m2）長軸方向N－40－W床面鈍い黄褐色土層の堅緻な床面である。柱穴北  

東側に検出した。P－1長径36cm、短径30cm、深さ30cmの楕円形である。土坑南東隅に検出した。D－1長径67  

cm、短径61cm、深さ20cmの楕円形である。カマド東壁側中央南寄りに位置する。主軸方向N－106O－E、全長70  

cm、最大幅40cm、焚口部幅29cm。遺物総数520点を検出した。図示した遺物は、Noll～2、一括、高台付塊、杯  

などがある。  

H－33号住居跡〔第20・21図、図版7〕   

位置AU－16・17グリッド形状（長方形）と思われる。北壁側は調査区外となっている。規模長軸3．70m、  

短軸（2．40m）、確認面から床面までの壁高12～18cm。面積（8．32m2）長軸方向（N－880－E）床面鈍い黄褐  

色土層の床面で焼土、炭化物の含入が見られる。柱穴南西隅に検出した。P－1長径31cm、短径30cm、深さ28cm  

の円形である。土坑住居跡中央と西壁側に検出した。D－1は、長径77cm、短径76cm、深さ20cmの円形、D－2  

長径111cm、短径93cm、深さ21cmの楕円形である。カマド東壁側中央に位置する。主軸方向Nr920－E、全長75  

cm、焚口部幅62cm。遺物総数613点を検出した。図示した遺物は、カNnl～3、羽釜、杯などがある。  

H－34号住居跡〔第21図、図版7〕   

位置AU－15・16～AV－15・16グリッド重複南壁側でHT55号住居跡と重複し、一部は調査区外にある。新旧  

関係はH－55号住居跡が新しいと思われる。形状（方形）と思われる。規模長軸（2．86m）、短軸（2．40m）、  

確認面から床面までの壁高16～20cm。面積（6．82m2）長軸方向（N－40，E）床面明黄褐色土層を掘り込ん  

で整地し床面としている。柱穴、土坑、カマド検出されなかった。遺物総数8点を検出した。  
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H－35号住居跡〔第21・22・23図、図版7〕   

位置AU－15グリッド重複H－36号住居跡と南壁側で重複している。新旧関係はH－36号住居跡が古いと思わ  

れる。形状（長方形）と思われる。北壁側は調査区外となっている。規模長軸3．32m、短軸（1．90m）、確認  

面から床面までの壁高25～28cm。面積（5．95m2）長軸方向N－920－E床面鈍い黄褐色土層の堅緻な床面であ  

る。柱穴南西隅に検出した。P－1長径41cm、短径40cm、深さ13cmの円形である。土坑南東寄りに並んで検出  

した。D－1は、長径（76cm）、短径59cm、深さ21cmの楕円形、D－2長径（100cm）、短径75cm、深さ22cmの楕円形  

である。位置的に貯蔵穴と思われる。カマド東壁側中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－980－E、全長66cm、  

最大幅55cm、焚口部幅42cm。遺物総数725点を検出した。図示した遺物は、Nnl、カNo．1、D－2No．1、羽釜、  

杯、高台付域などがある。  

H－36号住居跡〔第21・22・23図、図版7〕   

位置AU－14・15～AV－15グリッド重複北壁側でH－35号住居跡、西壁側でH－38号住居跡と重複し掘り込まれ  

ている。新旧関係はH－35、H－38号住居跡よりも古いと思われる。形状（方形）と思われる。規模長軸（2．  

95m）、短軸（2．92m）、確認面から床面までの壁高16～18cm。面積（9．03m2）長軸方向（N－20－W）床面明  

黄褐色砂質土層を整地し床面としている。堅微な床面で焼土、灰などの分布が見られる。土坑南東隅に検出し  

た。D－1長径88cm、短径78cm、深さ31cmの楕円形、位置的に貯蔵穴と思われる。カマド東壁側中央付近に位置  

すると思われる。主軸方向N－890－E、全長80cm、焚口部幅50cm。遺物総数46点を検出した。図示した遺物は、  

Nα1～2、D－1Nα1、一括、高台付域、賓などがある。  

H－37号住居跡〔第22図、図版8〕   

位置AU－4・5～AV－5グリッド重複H－51号住居跡と東壁側で重複している。検出状況はH－51号住居跡の  

カマド範囲を確認し掘り下げて範囲を広げ、床面にH－37号住居跡のカマド範囲が検出されたことで重複を確認し  

た。新旧関係は検出状況やカマドの残存状況からH＋37号住居跡を整地してH－51号住居跡が作られたと考えられ  

ることからH－51号住居跡が新しいと思われる。形状長方形を呈す。規模長軸2．73m、短軸2．12m、確認面か  

ら床面までの壁高5～6cm。面積（5．45rn2）長軸方向N－20O－W床面明黄褐色土層の地山を整地し床面とし  

ている。柱穴南壁側に検出した。P－1は、長径34cm、短径33cm、深さ4cmの円形、P－2長径33cm、短径27cm、  

深さ14cmの楕円形である。カマド東壁側中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－76O－E、全長64cm、焚口部幅  

65cm、焚口部には構築石と思われる2個の石が残っていた。遺物総数39点を検出した。  

H－38号住居跡〔第21・23図、図版7〕   

位置AUq14・15～AV－14・15グリッド重複H－36号住居跡と東壁側で重複し掘り込んでいる。新旧関係つい  

ては、H－36号住居跡が古いと思われる。形状長方形を呈す。規模長軸3．35m、短軸2．70m、確認面から床面  

までの壁高20～25cm。面積（8．40m2）長軸方向N－920rE床面鈍い黄褐色土層の堅緻な床面である。柱穴、  

土坑検出されなかった。カマド東壁側中央南寄りに位置する。主軸方向N－880－E、全長80cm、焚口部幅40cm  

を測る。遺物総数463点を検出したが小片の遺物がほとんどである。  

H－39号住居跡〔第23図、図版8〕   

位置AU－12・13～AV－12・13グリッド重複西壁側でH－40号住居跡と重複する。新旧関係は掘り込まれてい  

ることから本住居跡が古いと思われる。形状（長方形）と思われる。規模長軸（4．22m）、短軸3．24m、確認  

面から床面までの壁高15～18cm。面積（13．68ITf）長軸方向（N－890－E）床面鈍い黄褐色土層の堅撤な床面  

である。土坑南東隅に検出した。D－1長径142cm、短径75cm、深さ46cmの楕円形、位置的に貯蔵穴と思われる。  

カマド東壁側中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－9lO－E、全長69cm、焚口部幅82cm、右側の神石が残って  

いた。遺物総数267点を検出した。図示した遣物は、恥1、カ恥1、D－1No．1～2、高台付碗、賓、小型賓な  

どがある。  

H－40号住居跡〔第23・24図、図版8〕   

位置AU－12・13グリッド重複東壁側でH－39号住居跡と重複する。新旧関係はH－39号住居跡が古いと思われ  
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る。形状方形を呈す。規模長軸2．94m、短軸2．92m、確認面から床面までの壁高20～30cm。面積（8・25m2）  

長軸方向N－74O－E床面鈍い黄褐色土層の堅撤な床面である。柱穴北壁側に検出した。P－1長径52cm、短径  

46cm、深さ6cmの楕円形。カマド東壁側中央南寄りに位置する。主軸方向NT790－E、全長90cm、焚口部幅42cm、  
焚口部に石が1個検出されている。構築石かは不明である。遺物総数604点を検出した。図示した遺物は、カ恥1、  

高台付塊などがある。  

H－41号住居跡〔第24・25図、図版8〕   

位置AU－10・11～AV－10・11グリッド重複西側でH－42号住居跡と重複する。残存状況からH－42号住居跡が  

新しいと思われる。形状南側が調査区外にあり、西側は重複のため不明。規模長軸（2・60m）、短軸（1・90m）、  

確認面から床面までの壁高10cm。面積（4．44ITf）長軸方向（Nr70－W）床面暗褐色土層の堅緻な床面であ  

る。柱穴、土坑検出されなかった。カマド東壁側中央付近に位置する。主軸方向N，8lO－E、全長83cm、焚口  

部幅45cm、残存状態が良くなかった。遺物総数52点を検出した。図示した遺物は、ml、杯などがあるo  

H－42号住居跡〔第24・25図、図版8〕   

位置AU－10～AV－10・11グリッド重複H，41号住居跡と東壁側が重複し掘り込んでいる。新旧関係はH－42号  

住居跡が新しいと思われる。形状（方形）と思われる。南壁側は調査区外にある。規模長軸2・80m、短軸（2・  

40m）、確認面から床面までの壁高20～22cm。面積（6．58rri）長軸方向N－860－E床面明黄褐色土層を整地し  

て床面としている。柱穴北東隅と西壁側に検出した。P－1は、長径23cm、短径22cm、深さ7cmの円形、P－2  

長径53cm、短径42cm、深さ10cmの楕円形。土坑西壁側に検出した。D－1長径70cm、短径66cm、深さ24cmのほぼ  

円形である。カマド東壁側中央に位置する。主軸方向N，780－E、全長75cm、焚口部幅30cmを測る。遺物総数  

72点を検出した。  

H－43号住居跡〔第25図、図版8〕   

位置AU－10グリッド形状（方形）と思われる。北壁側は調査区外にある。規模長軸3・20m、短軸（1・57m）、  

確認面から床面までの壁高15～20cm。面積（5．25m2）長軸方向N－860－E床面褐色土層の堅緻な床面である。  

柱穴南東隅に検出した。P－1長径40cm、短径35cm、深さ24cmの楕円形。土坑中央に検出した。D－1長径132  

cm、短径（80cm）、深さ15cmの楕円形である。カマド東壁側中央に位置し北壁側は一部調査区外にある。主軸方  
向N－88。－E、全長102cm、焚口部幅（60cm）、カマドの構築石は3個残っていた。これは袖石、支脚石と思われる0  

遺物総数796点を検出した。図示した遺物は、恥．1、カ恥1、D－1恥1～2、P－1Nα1、坪、小型台付聾、高  

台付碗などがある。  

H－44号住居跡〔第25・26図、図版8〕   

位置AU－9・10～AV－9・10グリッド形状長方形を呈す。規模長軸3．62m、短軸3・11m、確認面から床面  

までの壁高16～22cm。面積（10．94m2）長軸方向N－5O－E床面褐色土層の堅緻な床面である。柱穴北壁側  

に検出した。P－1は、長径35cm、短径34cm、深さ7cmの円形、P－2長径37cm、短径34cm、深さ7cmのほぼ円形0  

カマド東壁側中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－9lO－E、全長57cm、焚口部幅71cm、右袖側に構築石が1  

個残っていた。遺物総数525点を検出した。図示した遺物は、恥1、一括、坪などがある。  

H－45号住居跡〔第26図、図版8〕   

位置DO－24、EO－0～PP－24、EO－0グリッド重複南壁側でH－46号住居跡と重複する。新旧関係はHT46号  

住居跡が掘り込まれていることから古いと思われる。形状（長方形）と思われる。北壁側は一部調査区外にあ  

る。規模長軸（3．42m）、短軸2．61m、確認面から床面までの壁高26cm。面積（8．58m2）長軸方向N－60－W  

床面鈍い黄褐色土層で焼土、炭化物を含む堅撤な床面である。柱穴南西隅に検出した。P－1長径43cm、短径  

33cm、深さ13cmの楕円形。カマド東壁側中央付近に位置する。主軸方向N－800，E、全長109cm、焚口部幅69cm  
を測る。遺物総数1，592点を検出した。図示した遺物は、恥1、カ恥1～3、砥石、賓、杯などがある。  
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H－46号住居跡〔第26図、図版8〕   

位置EO－0～DP－24、EP－0グリッド重複北西壁側でH－45号住居跡と重複する。新旧関係はH－46号住居跡  

が古いと思われる。また、南壁側は一部調査区外である。形状（方形）と思われる。規模長軸（2．79m）、短  

軸2・65m、確認面から床面までの壁高27～30cm。面積（6．69m2）長軸方向N，20－W床面鈍い黄褐色土層の  

堅微な床面である。柱穴西壁側に検出した。P－1長径36cm、短径33cm、深さ8cmのほぼ円形。土坑南壁側に  

検出した。一部調査区外となっている。D－1長径73cm、短径（65cm）、深さ12cmの楕円形である。カマド東壁  

側中央に位置する。主軸方向N－700－E、全長75cm、焚口部幅64cmを測る。遺物総数716点を検出した。図示し  

た遺物は、恥1～4、D－1No．1、杯、高台付碗、砥石、紡錘車などがある。  

H－47号住居跡〔第27図、図版9〕   

位置AU－7・8～AV－7・8グリッド形状方形を呈す。規模長軸3．42m、短軸3．26m、確認面から床面ま  

での壁高20～24cm。面積（10．64m2）長軸方向N－50－W床面褐色土層の堅緻な床面である。柱穴北西壁側  

に検出した。P－1長径36cm、短径34cm、深さ7cmのほぼ円形。土坑カマド付近と北壁側に検出した。Drlは、  

長径74cm、短径73cm、深さ18cmの楕円形。D－2長径83cm、短径67cm、深さ47cmの楕円形である。カマド東壁側  

中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－1000－E、全長72cm、焚口部幅43cmを測る。両袖石が残っていた。遺物  

総数796点を検出した。図示した遺物は、カ恥1、杯などがある。  

H－48号住居跡〔第27図、図版9〕   

位置AV－7・8～AW－7・8グリッド形状長方形を呈す。規模長軸3．10m、短軸2．35m、確認面から床面  

までの壁高16～17cm。面積（7．22Ⅰぱ）長軸方向N－4O－W床面鈍い黄褐色土層を整地して床面としている。  

柱穴カマドの右袖側と南西隅に3箇所検出した。P－1は、長径46cm、短径42cm、深さ20cmのほぼ円形、P－2長  

径31cm、短径28cm、深さ15cmのほぼ円形、P－3長径45cm、短径43cm、深さ14cmのほぼ円形。カマド東壁側中央  

やや南寄りに位置する。主軸方向N－85O－E、全長71cm、焚口部幅40cmを測り、壁面には構築材と思われる石が残っ  

ていた。遺物総数239点を検出した。図示した遺物は、恥1～4、D－1Nα1、高台付皿、域、杯などがある。  

H－49号住居跡〔第28図、図版9〕   

位置AV－6・7グリッド形状長方形を呈し、南西側は一部調査区外である。規模長軸2．94m、短軸2．62m、  

確認面から床面までの壁高8～10cm。面積（7．38m2）長軸方向N－1O－W床面鈍い黄褐色土層の堅緻な床面  

である。柱穴北西隅と南壁側に検出した。P－1は、長径50cm、短径49cm、深さ12cmの円形、P－2長径42cm、  

短径34cm、深さ18cmの楕円形。カマド東壁側南寄りに位置する。主軸方向N－950－E、全長64cm、焚口部幅50cm  

を測り、右袖側に構築材と思われる石が残っていた。遺物総数158点を検出した。図示した遺物は、恥1、土錘  

などがある。  

H－50号住居跡〔第28図、図版9〕   

位置AU－5・6～AV－5・6グリッド形状方形を呈す。規模長軸3．20m、短軸2．20m、確認面から床面ま  

での壁高10～14cm。面積（6．55m2）長軸方向N－3O－E床面鈍い黄褐色土層の堅緻な床面である。柱穴北  

西、南西隅とカマド右袖付近に検出した。P－1は、長径44cm、短径42cm、深さ10cmのほぼ円形、P－2長径42cm、  

短径40cm、深さ16cmのほぼ円形、P－3長径42cm、短径38cm、深さ28cmの楕円形。カマド東壁側中央やや南寄り  

に位置する。主軸方向N－83O－E、全長70cm、焚口部幅41cmを測る。遺物総数136点を検出した。図示した遺物  

は、Nα1、高台付璃などがある。  

H－51号住居跡〔第22・29図、図版8〕   

位置AU－5グリッド重複H－37号住居跡と西壁側で重複する。新旧関係は検出状況からH－37号住居跡が古  

いと思われる。形状（長方形）と思われる。北壁側は一部調査区外である。規模長軸（3．22m）、短軸3．10m、  

確認面から床面までの壁高10～14cm。面積（8．38m2）長軸方向NL50－W床面鈍い黄褐色土層を整地した床  

面である。柱穴、土坑検出されなかった。カマド東壁側中央付近に位置する。主軸方向N－1060－E、全長67  

Cm、焚口部幅42cmである。両袖石、支脚石の他にも構築石が残る。遺物総数138点を検出した。図示した遣物は、  
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恥1、一括、高台付塊などがある。  

H－52号住居跡〔第29図、図版9〕   

位置AW－8・9グリッド形状方形を呈し、東壁側は一部調査区外である。規模長軸2・55m、短軸2・30m、  

確認面から床面までの壁高19～23cm。面積（5．08m？）長軸方向N－6O－W床面鈍い黄褐色土層の平坦な床面  

である。柱穴、土坑検出されなかった。カマド東壁側の調査区外にあると思われる。遺物総数91点を検出  

した。図示した遺物は、恥．1、杯などがある。  

H－53号住居跡〔第29・30図、図版9〕   

位置AW，8～AX－7・8グリッド重複東壁側でH－56号住居跡と重複し掘り込まれている。新旧関係はH－56  

号住居跡が新しいと思われる。形状（方形）と思われる。規模長軸3．49m、短軸3．00m、確認面から床面ま  

での壁高26～27cm。面積（11．37mヲ）長軸方向N－30－E床面鈍い黄褐色土層のやや凹凸した床面である。柱  

穴、土坑検出されなかった。カマド両壁例の西寄りに位置する（南向きカマド）。主軸方向E－1000－S、全長  

91cm、焚口部幅50cm、右袖石と支脚石が残り他に数点検出された。遺物総数152点を検出した。図示した遣物は、  

Nα1～3、高台付塊、賓などがある。  

H－54号住居跡〔第17・18図、図版6〕   

位置AU－24・25グリッド重複H－24号住居跡と東壁側で重複する。新旧関係は残存状態などから、H－24号住  

居跡が古いと思われる。形状（長方形）と思われる。北壁側は一部調査区外にあり不明である。規模長軸（3・  

26m）、短軸2．57m、確認面から床面までの壁高20～26cm。面積（6．93Ⅰぜ）長軸方向N－220，W床面鈍い黄褐  

色土層の平坦で聖教な床面である。柱穴東壁、西壁側と中央付近に検出した。P－1は、長径45cm、短径40cm、  

深さ26cmの楕円形、P－2長径41cm、短径40cm、深さ25cmの円形、P－3長径48cm、短径41cm、深さ24cmの楕円形。  

カマド東壁例の南東隅に位置し一部H－24号住居跡カマドと重複する。主軸方向N－820－E、全長98cm、焚口部幅  

45cmを測る。両袖石と支脚石が残っていた。遺物総数87点を検出した。  

H－55号住居跡〔第21図、図版7〕   

位置AV－15・16グリッド重複北壁、西壁側でH－34号住居跡と重複する。新旧関係は残存状態などから、H  

－34号住居跡が古いと思われる。形状両壁側が調査区外のため不明。規模長軸3．02m、短軸（1・50m）、確認  

面から床面までの壁高20～25cm。面積（3．21rn2）長軸方向（N－750－E）床面暗褐色土層の堅緻な床面であ  

る。柱穴北東隅に検出した。P－1長径35cm、短径34cm、深さ9cmの円形である。カマド調査区外にあると思  

われるが不明。遺物総数25点を検出した。  

H－56号住居跡〔第29・30図、図版9〕   

位置AW－8～AX－8・9グリッド重複北壁、西壁側でH－53号住居跡と重複する。新旧関係はH－53号住居跡  

を掘り込んでいるので、本住居跡が新しいと思われる。形状隅丸方形を呈す。規模長軸3．10m、短軸2・70m、  

確認面から床面までの壁高32～35cm。面積（7．86m2）長軸方向N－7O－W床面鈍い黄褐色土層の平坦で堅撤  

な床面である。柱穴、土坑検出されなかった。カマド南東隅に検出された（コーナーカマド）。主軸方向E  

－28。rS、全長79cm、焚口部幅56cmを測る。遺物総数674点を検出した。図示した遣物は、No．1～3、D－1Nal、  

高台付璃、聾、鉄製品などがある。  

H－57号住居跡〔第30図、図版9〕   

位置DF－21グリッド形状（方形）と思われる。北壁側が一部調査区外にある。規模長軸2．50m、短軸（1・  

57m）、確認面から床面までの壁高23～27cm。面積（3．98rn2）長軸方向（N－930－E）床面暗褐色土層の堅緻  

な床面である。柱穴南西、南東隅に検出された。P－1は、長径31cm、短径27cm、深さ6cmの楕円形、P－2長  

径42cm、短径36cm、深さ22cmの楕円形である。カマド東壁側に位置する。主軸方向N－930－E、全長76cm、最大  

幅77cm、焚口部幅39cm、燃焼部には、支脚石と思われる2個の石が残っていた。遺物総数204点を検出した。図  

示した遺物は、恥1～2、カ恥1、高台付塊、小型台付賓、羽釜などがある。  
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H－58号住居跡〔第31図、図版10〕   

位置DF－18・19グリッド重複W－49と重複し掘り込まれている。新旧関係はW－49が新しいと思われる。形状  

（方形）と思われる。北壁側が一部調査区外にある。規模長軸3．60m、短軸3．34m、確認面から床面までの壁  

高30～36cm。面積（11．99m2）長軸方向（N－9lO－E）床面鈍い黄褐色土層の平坦で堅微な床面である。柱穴  

南西、南東隅に検出された。P－1は、長径44cm、短径31cm、深さ16cmの楕円形、P－2長径31cm、短径26cm、深  

さ10cmの楕円形である。カマド東壁側中央に位置する。主軸方向N－96O－E、全長72cm、焚口部幅59cmを測る。  

遺物総数1319点を検出した。図示した遣物は、恥1、杯などがある。  

H－59号住居跡〔第31図、図版10〕   

位置DF－14・15～DG－14・15グリッド重複W－50・51と重複し東壁、西壁が掘り込まれている。新旧関係はW  

－50・51が新しいと思われる。形状（方形）と思われる。規模長軸3．00m、短軸2．90m、確認面から床面まで  

の壁高13～20cm。面積（7．88nf）長軸方向N－150rW床面鈍い黄褐色土層の平坦で堅緻な床面である。柱穴  

北西、南西隅と両壁中央付近に検出した。P－1は、長径32cm、短径29cm、深さ10cmのほぼ円形、P－2長径35cm、  

短径32cm、深さ8cmの楕円形、P－3長径44cm、短径32cm、深さ10cmの楕円形である。カマド東壁側中央南寄り  

に位置する。主軸方向N－86O－E、全長76cm、焚口部幅49cmを測る。遺物総数11点を検出した。  

H－60号住居跡〔第32図、図版10〕   

位置EELl・2～EF－1・2グリッド形状（方形）と思われる。北壁側は一部調査区外にある。規模長軸  

2・56m、短軸（2．30m）、確認面から床面までの壁高20～27cm。面積（5．96m2）長軸方向（N－870－E）床面  

暗褐色土層の堅緻な床面である。柱穴西壁側に検出した。P－1は、長径53cm、短径32cm、深さ14cmの楕円形、  

P－2長径41cm、短径40cm、深さ10cmの円形である。カマド東壁側中央に位置する。主軸方向N－930－E、全長  

112cm、焚口部幅47cmを測る。遺物総数256点を検出した。図示した遺物は、No．1、杯などがある。  

H－61号住居跡〔第32図、図版10〕   

位置EF・G－0グリッド形状方形を呈す。規模長軸2．96m、短軸2．86m、確認面から床面までの壁高20～23  

Cm。面積（7．99m2）長軸方向N－870－E床面鈍い黄褐色土層の平坦な床面である。柱穴北壁側に検出され  

た。P－1は、長径36cm、短径29cm、深さ17cmの楕円形、P－2長径35cm、短径32cm、深さ35cmの円形である。カ  

マド東壁側中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－880rE、全長71cm、焚口部幅46cmを測る。遺物総数212点  

を検出したが小片の遺物がほとんどである。  

H－62号住居跡〔第33図、図版10〕   

位置DF－22グリッド重複カマド部分とW－47が重複する。新旧関係はW－47が新しいと思われる。形状（方  

形）と思われる。北壁側は調査区外となっている。規模長軸2．00m、短軸（1．85m）、確認面から床面までの壁  

高18～20cm。面積（3．83Ⅰぱ）長軸方向N－9lO－E床面鈍い黄褐色土層の平坦で堅緻な床面である。柱穴、土  

坑検出されなかった。カマド東壁側中央やや南寄りに位置する。燃焼部の壁面に構築材と思われる石が残る。  

主軸方向N－880－E、全長72cm、焚口部幅64cmを測る。遺物総数69点を検出した。  

H－63号住居跡〔第33図、図版10〕   

位置DF－16・17～DG－16・17グリッド形状（方形）と思われる。南壁側は一部調査区外にある。規模長軸  

3・65m、短軸（2．10m）、確認面から床面までの壁高11～13cm。面積（7．75m2）長軸方向（N－91O－E）床面  

暗黄褐色土層の塁緻な床面である。柱穴検出されなかった。カマド東壁側中央付近に位置する。主軸方向N  

－9lO－E、全長（90cm）、焚口部幅（65cm）を測る。遺物総数717点を検出した。図示した遺物は、No．1～2、賓、  

杯などがある。  

H－64号住居跡〔第33・34図、図版10・11〕   

位置DF－16グリッド重複W－50・51と重複し、壁面、床面が掘り込まれている。新旧関係は、W－50・51が新  

しいと思われる。形状（長方形）と思われる。北壁側は調査区外にある。規模長軸（3．29m）、短軸2．32m、  
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確認面から床面までの壁高9～10cm。面積（7．34m2）長軸方向N－50－W床面鈍い黄褐色土層の堅緻な床面  

である。柱穴、土坑検出されなかった。カマド東壁側中央やや南寄りに位置する。主軸方向N－930－E、全長  

77cm、焚口部幅52cmを測り、右袖石と支脚石と思われる石が残っていた。遺物総数447点を検出した。図示した  

遣物は、Nα1、カー括、杯などがある。  

H－65号住居跡〔第34図、図版11〕   

位置BV－3・4グリッド形状カマドのみ検出した。南壁側が調査区外にあるため全体は不明。規模長軸（2．  

85m）、短軸（2．00m）、確認面から床面までの壁高7～10cm。面積（3．83m2）長軸方向（N－690－E）床面暗  

褐色土層の範囲が床面と思われる。土坑住居跡範囲の中央付近に検出した。D－1長径72cm、短径61cm、深さ17  

cmの楕円形である。カマド東壁側中央に位置し、南側半分は調査区外にある。主軸方向（N－70O－E）、全長（84cm）  
左袖側に石を検出、カマドの構築材かは不明である。残存状況は良くなかった。遺物総数21点を検出した。  

H－66号住居跡〔第34図、図版11〕   

位置DO－22・23～DP－22・23グリッド重複W，64・65と重複し、カマドと住居跡範囲を掘り込んでいる。新旧  

関係はW－64・65が新しいと思われる。形状（方形）と思われる。南壁側は一部調査区外である。規模長軸3．  

53m、短軸（3．22m）、確認面から床面までの壁高31～34cm。面積（9．74m2）長軸方向N－740－E床面鈍い黄  

褐色土層の塁緻な床面である。柱穴住居跡の各コーナーに検出した。P－1は、長径34cm、短径33cm、深さ20cm  

のほぼ円形、P－2長径22cm、短径18cm、深さ6cmの楕円形、P－3長径38cm、短径33cm、深さ10cmの楕円形、P  

－4長径50cm、短径44cm、深さ40cmの楕円形で、中段より下は方形状の掘り込みとなっている。カマド東壁側中  

央に位置し、一部溝に切られている。主軸方向N－760－E、全長86cm、焚口部幅60cmを測る。遺物総数951点を  

検出した。図示した遺物は、Nα1～3、賓、杯などがある。  

3．As－B軽石層下水田跡〔第41・42図、図版11〕   

調査区、東側のB区内と西側D区内に2箇所検出した。B区では、現地表面から150～155cm程下に水田が検出  

され、5～10cm程のAs－B軽石で覆われていた。全体に土地改良による機械痕やカクラン等で水田面や畦畔等に  

窪みが見られ平坦な面は少なかった。   

また、D区は現地表面から20～29cm程下で3～6cmのAs－B軽石で覆われていた。全体に現耕作土から浅い位  

置にあるため、田面、畦畔等は圧縮されていて堅く締まっていた。遺物は、破片がわずかに検出されている。  

（1）水田の地形   

水田跡は、As－B軽石で埋まった大小の満と平安時代の住居跡を挟んだ両側に位置する。B区では、後世のカク  

ランや土地改良などにより完全な地形は不明だが、畦畔を検出したところでは、標高76．40～76．45mを測り5cm  

程の比高差となっている。   

また、D区では道路建設範囲の南西隅から北側へ17m、東側へ47mの範囲にAs－B軽石の堆積があり、その範  

囲に東西方向の畦畔が、2本検出された。標高は3号畦畔を挟んだ北側の4号水田面で76．40m、南側5号水田面  

で76．36m、6号水田面で76．30mを測り、さらに東方向の水田範囲では、76．25m、76．20mの勾配が見られる。  

全体に北西から南東方向へ住居跡範囲に添った勾配となっている。  

（2）畦畔と水田区画   

検出した畦畔は、B区で南北方向に2本、D区で東西方向に2本の計4本を検出した。方位は、東西畦畔でN  

－830～86O－E、南北畦畔ではN－7O－EとN－180－Wを測る。全体に畦畔は圧縮されているが、断面形状は扁平な台  

形状を呈する。また、水田区画は、畦畔が部分検出のため区画全体は不明である。水口等の配水施設は、検出さ  

れなかった。  

（3）水田面の状況  

B区、D区で検出した水田範囲は、小さい凸凹や小穴などは検出されたが、人の足跡と思われる窪みなど、はっ  
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きりとしたものは検出されなかった。水田耕作土は、暗褐色土層で軽石を含んでいる。厚さは12cm程の堆積で下  

層は、粘性、締まりのある黒褐色土層、灰褐色土層が堆積し、水田の水持ちを良好なものにしていると思われる。  

水田跡計測表  

畦畔の長さ（m）  
水田   面積（m2）  
番号  

備  
東 畦  西 畦  南 畦  北 畦  形 状   

考  

（5．95）  不 明  南側カクランされている   

2  （39．00）  （3．35）  （5．95）  〃   〃   

3  （3．35）  〃   〃   

4  （5．93）  〃  北側カクランされている   

5  （35．51）  （7．80）  （5．93）   〃  小穴あり   

6  （7．80）   〃  小穴あり   

1畦畔の長さは、S＝1／40図上に捌ナるセンター間の距離。  

2 （）は、推定値、検出値を表す。  

畦 畔 計 測 表  

Nα   所在グリッド   上端幅（cm）  下端幅（cm）  高さ（cm）  方 位  方向   備  考   

1  BK－17～BL・M－16・17  （30～43）  （52′）80）  1～4  N－70－E  南北  中央部分はカクランされている   

2  BK・L－18   （32′）67）  （91～104）  3′）7  N－190－W  南北  南側がカクランにより不明   

3  DM・N－7・8・9   23′）35   50′）58   1′）2  N－860－E  東西  現耕作土から浅い所にあるた  

め、圧縮されていて堅い   

4  DO－7・8・9   20～38   50′～74  2′－5  N－890－E  

N－780－E   め、圧縮されていて堅い  

1（）は、検出値を表す。   

4．溝  跡（平安時代・中世・近世・近代以降）   

調査区全体に計75条の溝跡を検出した。道路部分（幅6m）のため、溝の一部分に当たるものがほとんどであ  

るが、溝の規模や埋土状況、方向性などから満と溝のつながりが推測できるものも数条検出されている。また、  

住居跡とほぼ同時期と考えられる溝やAs－B軽石の堆積状況が同じ溝、さらに平安時代の住居跡を掘り込んでい  

るものや旧耕作土に埋土された近世の満と土地改良前まで使用されていた近代頃の新しい溝などがある。   

ここで特徴的な溝やつながりが考えられる溝を概観すると、まずAs－B軽石で埋まった溝が8条検出されてい  

る。調査区の中央付近から東側の調査区にかけて位置し、規模に違いが見られる。また、それぞれのつながりを  

見ると大洋に当たる北側の中央に位置するW－10－2（以下規模については溝計測表参照）と調査区中央に位置す  

るW－10－1、調査区の南側で中央やや東寄りに位置するW－20（ほとんど調査区外にあり前田Ⅴ遺跡内にあるAs  

－B軽石で埋まった溝の左岸側になる）とが埋土状況、方向性、規模などから同じと考えられる。溝底勾配も北側  

（W－10－2）の溝底の平均標高75．20mから中央（W－10－1）の溝底の平均標高75．05mへと15cmの勾配があり、  

さらに南側のW－20へ調査区をななめに横切ってつながると推測される。さらに上記の滞に並行するように縁辺部  

を北側からW－5－2と調査区中央に位置するW－5－1、東側調査区の南寄りに位置するW－19（W－18と重複する）  

と、そこから「く」の字に曲がって調査区東側で南寄りに位置するW－29は、埋土状況、方向性などから同じ満と  

考えられる。溝底勾配も平均標高で見るとW，5－2とWr29では、わずかに1cm程の差が見られ、北から南東方向  

へ緩やかな勾配が見られる。また、調査区東側で北壁中央付近に位置するW－9もAs－B軽石で埋まった溝で、南  

北方向に延び、上記のAs－B軽石で埋まった溝との合流が考えられるが、他は調査区外のため不明である。いず  

れも状況から平安時代に存在した満と思われ、他の住居跡、水田跡とのつながりが考えられる。他に平安時代の  

住居跡と重複している溝も11条程検出されている。その中でW－4はH－7号住居跡を掘り込んでAs－B軽石を含  

む土層で埋まっている。また、W－4の北側にあるW－44もほぼ同じ規模で、方向もほぼ一致することから同じ清  
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と思われ、溝底の標高も北側のW－44から南側のW－4へ13cm程の高低差が見られる。時期も住居跡より新しいこ  

とで、中世頃の満と思われる。他の住居跡を切っている溝は、埋土状況などから中世～近代以降に当たると思わ  

れる。また、W－22、W－31の土層断面には、2段状の掘り込みが見られ、薬研状の掘り込みとなっている。埋土  

もW－22、W－31にはAs－B軽石の含入が見られ、W－31の底には流水していたことがわかる砂層がラミナ状に堆積  

している状況も見られた。時期も土層の堆積状況や形状から中世頃の溝と思われる。   

その他の溝は、埋土状況から旧耕作土下の掘り込みや客土で埋まっており、現代の遺物などが含まれる状況か  

ら土地改良前まで使用していた、近世～近代以降の溝と思われる。その中で、W－37、W－8－2、W－8－1などは、  

近代頃の溝で、規模や埋土状況、方向からも同じ溝と言える。他にも、W－3－2、W－3－1、W－18、W－14、W  

－23なども土地改良前の同じ満と考えられる。   

また、検出した上記の溝全体で推測すると、時代を越えて付近の河川からの水利用が窺われるとともに生産、  

生活の場であったと考えられる。遺物は、W－17Ndl古銭、W－41Nnl～2土錘、大要片、W－53Nql～2緑粕陶器  

高台付皿、高台付塊、W－53一括（1）、（2）高台付塊などを検出し図示した。  

（ここでは、特徴的な溝や同じ満と思われるものについて述べた。その他の溝は、一表に記載し報告する。）  

溝 計 測 表  

（）は推定値、N－S－W－Eは方位を示す。  

Na   溝の位置   上幅   長 さ  深 さ  底の標高  流水方向   
（グリット）  下幅（cm）  （m）   （cm）   

備  考  

W－1   BH－5   26～34  1．84  4～8  SW76．40  
13～20  NE76．39   

W－2   BM－9・10   26～33  3．65  6へノ10  SW76．52  
13～20  NE76．49   

W－3－1  BM・N・0－6  
～BN・0・P－7   E75．83   

W－3－2   BL－3・4  245～260  
～BM－3・4  50～72   SE75．33   

W－4   BO・P－6   62～75   5．76  20′－、・ノ24  SE75．90  ほぼ同じ  H－7を切っている。As－Bブロックが  
′－BO・P－7   40～50  NW75．89  入る中世頃の溝。   

W－5－1   BQ－6   110～210  9．00  30′）32  SE75．65  SE－NW  As－B軽石で埋まっている平安時代の  
～BS－6・7   40～80  NW75．75  溝。   

W－5－2   BL－0・1   125～182  8．40  32～37  S75．83  S－N  As－B軽石で埋まっている平安時代の  
′・）BM－1・2   55～85  N75．73  溝。   

W－6   BU－6・7  120～125  
′）BV－6・7  30～32   SW75．53   

W－7   EC－6・7   63～75  4．00  40′）50  E75．60  
25～40  W75．52   

W－8－1   EC・D－6  240～280  
′）ED・E－7  20～40   SE75．56   

W－8－2  BT・U・Ⅴ－1  165～250  
50～60   S75．80   

W－9   BL－13・14   420′）440  （14．60）  65′－67  N75．69  N－S  As－B軽石で埋まった平安時代の大  
′・）BO－13・14   55′）85  S75．65  清。   

W－10－1   BR・Ⅴ－6   （7．75）  （27．00）  80～82  NW75．05  NW－SE  As－B軽石で埋まった平安時代の大  
～BT・EA－7   （4．93）  SE75．05  溝。   

W－10－2  AL－23・24   720～830  （12．00）  76～77  N75．22  N－S  As－B軽石で埋まった平安時代の大  
BL－0～AN－24  S75．18  溝。   
AM－23・24  
BM－0・1   

W－11   EE・F－6   22～38  3．90  3～7  E76．00  中世以降。   
12～24  S76．00  

W－12   EE・F－7   27～35  2．65  8へノ15  S75．95  
18～20  NE75．87   

W－13   BT－14  86～100  
～BS・T－15  22～38   W76．09   

W－14   BT・U－13  130～200  
′～BW・Ⅹ－15  30′）80   NW75．66   
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Nn   溝の位置   上幅   
長 さ  深 さ  底の標高  流水方向   （cm）   （m）   

備  考  

W－15   BW－14  50へノ97  

～BY－15  13～56   SE75．77   

W－16   BW－14  75～138  
～BY－15  15′）40   SE75．52   

W－17   BY－14  （60～130）  

～EA－15  （13～36）   SE75．55   

W－18   BY・EA－14  
～EA・B・C－15   SE75．30   

W－19   EA－14   86～120  5．70  17～25  NW75．74  NW－SE  W－18と重複し As－B軽石で埋まって  
～EB・C－15   20～27  SE75．68  いる平安時代の滞。   

W－20   EE－13・14  大部分が調査区外に位置し As－B軽  
～EF－13・14  石で埋まっている平安時代の溝。   

W－21   BK・M－21   120～135  土地改良前の新しい清。   
29～68   N76．17  

W－22   BV－22  100～150  
～BU・Ⅴ－24  10～15   E75．91   

W－23   EA－22・23  120～260  
～EB－23  20～78   E75．62   

W－24   CV・W－2  68～85  
へノCW－5  20へノ28   W75．80   

W－25   CV－1・2  65～90  
～CW－1・2  29～80   S75．79   

W－26   CV－1  15～20  
～CU－5  8～12   W76．08   

W－27   CV－1  55～70  
～CW－1  25～42   S75．88   

W－28   EB－22・23   87～100  
27～43   E75．56   

W－29  EB・C－22・23  110～127  As－B軽石で埋まった平安時代の溝。   
21～30   E75．77  

W－30   ED－22・23  11～23  
～EE－22  6～13   NE75．94   

W－31   ED－23  94～143  
～EE－21  18～32   SW75．47   

W－32  AL・M－21・22   32～71  7．65  7～25  N76．10  
18～40  S75．94   

W－33   EB－22・23   102～117  
50～62   E75．56   

W－34   CU－0   38～52   6．55  10～12  N75．97  N－S  上層にAs－B軽石層が部分的にある。  
～CW－1   13～28  S75．96  その下の溝で平安時代頃の溝。   

W－35   CW－0・1   24（ノ33  2．60  5～8  S76．03  
10～22  W76．01   

W－36   CV－1  15～27  5   N76．00  
～CW－1  7へ′11   S75．91   

W－37  AL・M－20・21  180～210  6．75  39～43  N76．02  N－S  H－12を切っている。土地改良前の新し  
68′）100  S75．89  い溝。   

W－38   AL・M－18   105～120  
18～60   S76．19   

W－39   AL－5   18～24  
8～15   S76．56   

W－40   AL－4   25～40  2．48  9～15  W76．55  
12～18  N76．53   

W－41   AU－21   50～78  （5．88）  25へ／35  N76．17  N－S  H－28を切っている。W－42と重複する  
～AV－21   13～33  S76．05  中世以降。   

W－42   AU－20・21  46′－－113  

へノAV－21  （20～75）   S76．07   

W－43   AU－17・18  45～55  
～AV－18  10へノ20   N76．29   
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Nq   滞の位置   上幅   長 さ  深 さ  底の標高   
（グリット）  下幅（cm）  （cm）   流水方向   備  考  

W－44   BL－1  62～74  
～BM－2  28～40   S75．99   

W－45   AU・Ⅴ－11   40～54  6．30  8～17  N76．43  
15～24  S76．39   

W－46  AX－9  45～53  
～AY－7・8・9   15～20   W76．41   

W－47  DF・G－22・23   23～35  
7～14   S76．24   

W－48   DF・G－19   30～45  5．95  16～19  N76．18  
12′）20  S76．12   

W－49   DF－18・19   39へノ52  6．20  10～14  N76．26  
18′－36  S76．20   

W－50   DG－11   25～54  22．90  4′）23  W76．25  W－E  H－29・59・64を切っている近世以降の  
～DF－16・17   10～28  E76．14  溝。   

W－51   DG－11  28～60  
～DF－17  13～30   E76．24   

W－52  DF－10・11・12   26～44  6．30  7′）12  NE76．26  
10～28  SW76．23   

W－53   DO－7  136～244  
～DG－11  20～70   SE75．81   

W－54   EE－1  40～46  5．44  8～12  N76．26  
～EG－1・2  24～31  S76．21   

W－55   EO－3・4  63～88  9．80  24～41  E75．97  
～EP－2・3  12～33  W75．88   

W－56   EO－3  44～61  4．37  14～19  N76．06  
～EP－3  15へノ30  S76．05   

W－57   EO－2・3  24～33  5．35  14～20  N76．06  W－55を切っている。近代以降。   
～EP－3  8～12  S76．06  

W－58   EO－2  33′）40  5．23  7～22  S76．14  
～EP－2・3  15～26  N76．07   

W－59   EO・P－2   38～45  5．14  6′－－12  S76．22  
17～33  N76．16   

W－60   EO・P－0   47～60  5．20  19へノ21  N76．11  近代以降。   
17～25  S76．11  

W－61   EO・P－0   19′－－23  5．18  6～7  N76．26  
8～12  S76．22   

W－62   DO－23  32～43  5．12  11～18  S76．17  
′）DP－23・24  12～24  N76．09   

W－63   DO・P－23   36～57  5．10  19～23  S76．12  
11～26  N76．03   

W－64   DO－22・23  38～46  5．25  7へノ14  N76．25  
～DP－23  17～20  S76．17   

W－65   DO・P－22   47～60  5．16  25～32  S76．03  
9～17  N76．02   

W－66   DO－19  60′）72  6．25  21～28  N76．02  
～DP－19・20  10～25  S76．00   

W－67   DO－11・12  88～133  
～DP－12  32～68   S75．97   

Ⅵト68   BG－5   95～135  7．50  39～41  NW76．03  NW－SE  As－C層まで掘り込んでいる。平安時  
へノBH・Ⅰ－6   38～55  SE76．01  代以降。   

W－69  BF・G－5・6   65～80  
18～35   SE76．25   

W－70   AV－4・5   43～55  2．75  6～21  S76．31  
9～20  N76．28   

W－71   BU・Ⅴ－2   46～65  4．25  6～13  S76．07  
12～20  N75．98   

註）溝の断面図実測位置は、遺構ナンバーと実測壁面（東西、南北）で断面図（1：60）のみ記載した。  
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5．土  坑   

調査区全体で3基の土坑が検出された。規模は長径82～92cm、短径56～70cm、深さ31～55cm程でいずれも楕円  

形である。D－1の覆土は、鈍い黄褐色、明黄褐色土層に細砂、軽石粒を含む。D－2は鈍い黄褐色、灰黄褐色土  

層に細砂を含み、わずかにAs－B軽石の混入が見られた。また、D－3では両壁側の一部が調査区外にあり、断面  

では東側にやや傾斜している。掘り込みも明黄褐色砂質土層の地山を掘り込んで暗褐色、鈍い黄褐色土層で埋まっ  

ている。遺物は土坑の上層面などから須恵器、大要片が数点検出されているが時期は、はっきり特定できなかっ  

た。  

（各土坑の計測値は一表に記載し報告する）  

土 坑 計 測 表  

No．  所在グリッド  長径（cm）  短径（cm）  深さ（cm）  形 状   備  考   

D－1  EC－6・7   82   70   31   楕  円  W－7・8の間に検出   

D－2  BH－5・6   90   65   43   楕  円  W－1と重複し切っている   

D－3   AM－23   92   （56）   （55）  療   円  南壁側は調査区外にある   

（）は推定値を表す。  

6．柱  穴   

調査区のBJ・K－6グリッド内（P－1～4）とBO・P・Q・R－22・23グリッド（P－5～12）の2箇所に検  

出され、その中でP－1～P－4は、付近に平安時代住居跡が点在する北側に位置し検出時には、古墳時代前期の  

石田川式土器片（S字状口縁台付賓）が数点検出され、住居跡の検出が期待されたが遺構としての範囲が検出さ  

れず、柱穴のみにとどまった。埋土は鈍い黄褐色、褐色、黒褐色土層などとAs－C軽石を含む土層で埋まってい  

る。規模も長径32～41cm、短径26～40cm、深さ26～31cm程で楕円形を呈する。大きさからも住居に伴う柱穴と思  

われるが、全体は不明である。P－5～12はAs－B軽石の検出範囲にあり、水田面を掘り込んでいる。規模も長径  

17～38cm、短径16～25cm、深さ3～14cmと小さく、掘り込みも浅い。埋土もAs－B軽石を含む細砂層で埋まって  

いる。また、P－10～12については掘立柱建物の可能性も考えられたが、他には検出されなかったため不明である。  

（柱穴の計測値は、一表に記載し報告する）  

柱 穴 計 測 表  

恥  所在グリッド  長径（cm）  短径（cm）  深さ（cm）  形 状   備  考   

P－1   BJ－6   40   26   31   楕  円  P－2と重複   

P－2   BJ－6   （41）   40   27   楕  円  P－1と重複   

P－3   BK－6   32   30   35   楕  円  他よりも掘り込みが深い   

P－4   BK－6   38   34   26   楕  円  B水田範囲より検出   

P－5   BO－22   32   25   8   楕  円   〃   

P－6   BO－22   38   23   7   楕  円   〃   

P－7   BO－23   17   17   3   円   〃   

P－8   BP－23   24   23   6   円   〃   

P－9   BQ－22   20   18   8   円   〃   

P－10  BQ－22・23   21   20   11   円   〃   

P－11   BR－22   17   16   14   円   〃   

P－12  BR－22・23   20   18   7   楕  円   〃   

（）推定値を表す。  
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ⅤⅠ ま と め  

調査では平安時代の集落を主なものとしてそれ以前の住居跡は検出されていないが、石鍍が1点と「S」字状  

口緑の台付棄片なども数点検出した。   

平安時代では住居跡、水田跡、溝跡などを検出した。住居跡は調査区の中央付近に位置するAs－B軽石の堆積  

する大洋（W－10－1・2、W－20）を挟んで右岸側と左岸側に分かれた状態で検出されている。住居跡の確認面標  

高は右岸側の北西側にあるH－22号住居跡付近で76．60m、南東側にあるH－8号住居跡付近で76．10mを測る。そ  

の範囲に北西から南東方向にかけて長さ約130m、幅約80m程の微高地上に住居跡が集中している。   

左岸側では、北側のH－3号住居跡付近で確認面標高76．60mで南東側のH－10号住居跡付近で76．10mを測る。  

その範囲は調査区北側の中央付近から南東にかけて長さ約80m、幅約40m程の間に住居跡がまばらに点在してい  

る状況がわかる。いずれも50cm程の比較差があり右岸側ではi＝3．85‰、左岸側ではi＝6．25‰の地表勾配があ  

り北西から南東方向にかけて緩やかな傾斜を示している。   

住居跡の形状は東西方向や南東方向にやや長細く、カマドを東壁中央やや南寄りに設置したものが多く検出さ  

れている。さらにH－22号住居跡のようにカマドが2基検出され、1基が南東コーナーに作られているものなどが  

あった。遣物は「コ」の字状口緑の賓片や平底ぎみの杯、足高高台塊、内黒を施した璃などと羽釜、土釜、灯明皿  

などを検出した。また、検出した住居跡66軒中45軒について実測可能な遺物から時期区分し下記の表に記載した。   

さらに45軒の住居跡を右岸側と左岸側について大別すると右岸側39軒、左岸側6軒に別れ時期区分も右岸側で  

は、9世紀前半から11世紀前半までの住居跡があり、左岸側では9世紀後半から10世紀後半までの住居跡が点在  

している。集落全体では9世紀前半から住居跡が見られ、その中心は9世紀後半から10世紀後半頃にもっとも多  

く11世紀前半には、減少する傾向が見られる。また、南東側に隣接する前田Ⅴ遺跡は本調査区の延長上にあり同  

時期の住居跡が検出されている。  

編年比  
時 期 区 分   住居跡編年表（住居跡ナンバー）   

軒 数   （％）   

9世紀前半   （58・63）   

9世紀前半～中葉  （46）   

9世紀中葉   （22・41）   19   42  18    40  2  

9世紀中葉～後半  （47・64）   

9世紀後半   ③・（30・32・36・43・44・45・50・52・53・56・66）   

10世紀前半   （8・13・15・17・19・21・35・39・51・57）   

10世紀前半～中葉  ⑥・（33）   22   49  17  5  38  11  

10世紀後半   （D・②・⑦・⑨・（16・18・20・23・27・48）   

11世紀前半   （12・25・40・60）   4   9   4  0  9  0   

計  45   100  39  6  87  13  

実測可能な出土遣物より時期区分すると以上のように当てはまる。   

註：（）は右岸住居跡、○は左岸住居跡を示す。比率は、小数点第1位を四捨五入した。   

遺物については、上記検出の他に墨書土器（七、兆）や底部・休部内面などにへラ描き文字（大、井）、記号（×）  

と思われる印を施した須恵器、土師器片などがあり、灰粕・緑粕陶器片も数点検出した。他に、三本の足が取り  

付けられたと推測されるいわゆる「三脚器」の足の部分と思われる酸化煩焼成の土器片も検出されている。部分  

検出のため時期は、はっきりしないが同じ住居跡からの出土遺物や体部内面に黒色処理を施した部分が見られる  

ことで10世紀後半頃のものと考えられる。また、外面に煤が付着していることで煮炊などに使用したとも考えら  

れる。（推定される形状のものに中国食器の「鼎」、「扁」などの脚部と類似している。）   

As－B軽石下水田跡は調査区の中央部分を南東方向（NW→SE）に位置する大洋跡に添って左・右岸に近接し  

て住居跡があり、その北東側と南西側に水田跡を検出した。As－B軽石層が3～10cm程の厚さで被覆され、水田面  

には後世のカタランや機械痕が残っていた。また、調査範囲も道路幅のため完全に区画された1枚の水田跡は検  

出されなかったが、As－B軽石が堆積している範囲からの検出であることから、平安時代末期まで耕作されていた  
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ことが考えられ、検出した集落との関連性を推測すると生産域であったことが窺える。   

溝は集落の中央に位置しAs－B軽石が堆積する。W－10－1・2、W－20の規模を見るとW－10－2は上幅平均で7．  

75m、下幅平均で4．93m、深さ約77cmを測る。W－10－1は上幅約7．75m、下幅約4．93m、深さ約82cmを測り、検  

出の溝中抜群の大溝である。また、W－20は前田Ⅴ遺跡で検出したAs－B軽石が堆積する溝の一部分でW－10－1・  

2の溝の下流部にあたる。この大溝によって、集落を右岸側と左岸側に二分している状況がわかる。さらに右岸  

側、左岸側付近に点在する住居跡の年代を見ると10世紀前半～11世紀前半頃の住居跡が検出されていることから  

それ以前より存在した大満と考えられ、集落にとっては重要な役割を持った満と思われる。W－10－1・2、W－20  

溝は調査区の北辺の中央部（A）から東南（NW→SE）方向に検出され、その規模は1．5km程西の徳丸町を流下  

する藤川（幅員10．00m）や東0．5km程を南東流する玉川（幅員10．00m）に対等する河川といえる。この河川の  

流下能力から流域の港漑面積を概算すれば、1000haの津漑面積を想定することができる。  

流量   Q＝流横Ax流速Ⅴ 流速ⅤをManningの式で計算すれば、Ⅴ＝－R2′3Il′2＝1．18m／sec n   

流量  Q＝3．59ITP／sec  

nは粗度係数 自然水路で蛇行及び淵瀬の変化は甚だしく、水草が多いことが考えられn＝0．03にする。  

Rは径深  径深R＝流水断面A／潤辺S＝3．04rn2／6．00m＝0．51m 流水断面Aは、溝断面の80％とする。  

Ⅰは河床勾配 3．09％。の実測地から得られている。  

この流量Qの80％が水田の渚漑用水とすれば、その渾漑面積を想定すると  

∴濯漑用水＝流量QxO．8＝2．87rrP／sec  

日減水深（水田1日の損失浸透量）旧田で10～20mm／day、新田で30～45mm／day、中間値の25．Omm／dayを用いる。  

1haあたりの1日用水量は、250rrf／day／ha  競加ご鰊▲  2．87m3／sec  
藩漑面積A＝  989．66ha≒1000ha  

1haあたりの毎秒用水量は、0．0029m3／sec／ha  
lFL－WuPJJ‘只‘L  

o．0029nf／sec／ha   

この約1000haの流域は、本遺跡の南東方面の前橋市、伊勢崎市、玉村町の市町境界線付近に広がる水田地帯を比  

定することができる。伊勢崎市来・西上之宮町域は、古代の上毛野国那波郡倭文郷で織物に携わった人々がいた。  

倭文神社は、この民が祭祀したもので「上野国神社名帳」に従一位倭文大明神とある。古くから1月14日の夜に  

“田遊びの神事’’が行われることで知られている。また、下之宮の火雷神社（玉村町）は900m南にあり、延歴15  

年（796）に官社に列せられたと日本後紀にあり、「上野国神社名帳」に従一位火雷神とある。那波郡佐味郷の人々  

に依って祭祀された火雷神社には、“麦播き神事’’が伝わっている。この時代現利根川は現広瀬川低地帯に本流が  

あり、玉村町南辺境界の烏川左岸まで前橋台地が連坦した河川流域であり良好な農耕地帯であったことが窺える。   

他にW－5－1・2、W－19、W－29やW－9などもAs－B軽石の堆積する溝である。特にW－5－1・2、W－19、  

W－29はその覆土や規模、方向などから関連性が考えられる。また、W－9も一部分の検出であるが、北から南へ  

勾配が見られる大洋である。これらの溝を調査区北側に位置する前田遺跡（平成2年度調査）との関連性を見る  

とW－10－1・2やW－9などは、前田遺跡の調査範囲には見られず不明であるがW－5－1・2などは、前田遺跡の  

As－B軽石が堆積するW－1と規模や方向などがほぼ同じで溝底の標高もW－1の南側で76．50m、本調査区北側の  

W－5－2で75．72mを測り78cm程の比較差がある。さらに前田遺跡のW－1北側（A－A′）から本調査区のW－5－2、  

W－5－1、W－19、WL29を結んだ状況を見ると総延長約312mを測り比較差も1．43mで河床勾配i＝4．58‰が計算  

される。また、溝の位置を見ると前田遺跡のW－1は9世紀後半～10世紀後半代の住居跡付近を流れ、本調査区の  

W－5－1・2、W－19、W－29などは、10世紀前半～後半の住居跡付近を流れていることがわかりほぼ9世紀後半  

から10世紀後半まで商流し集落への生活用水や農業用水の供給目的の溝と推測できる。   

その他の溝は、中・近世～近代頃のものがほとんどである。その中で調査区の南東隅に北東から南西方向に斜  

めに走行する滞W－22、W－31は、断面形が段状を呈し下段に行くと細く窪んで、中世の環濠を想定させる溝であ  

る。中世において前橋市の南部地域では屋敷の周囲に堀を巡らした環濠屋敷が数多く造られたことで知られてお  

り、本遺跡の南側に位置する北関東自動車道建設工事に伴う調査でも、前田遺跡、中内村前遺跡（県調査事業団）  

などから検出されている。近代以降では、昭和40年代に実施された土地改良とともにそれ以前の溝は姿を消し、  

整備された用水路として水田耕地に見られるようになる。   

柱穴（P－1～P－4）は石田川式土器片が散乱する所に検出したが、住居跡などは検出されなかった。他にAs  

－B軽石堆積面より柱穴（P－5～P－12）が検出され、円形のものは直角方向に3基が結びつく状況にあるが他に  

検出はなく、掘立柱建物跡等に付随するものかは明確にできなかった。  
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出土遺物観察表  

法量は①口径②底径③高台径④器高⑤長さ⑥幅⑦厚さ⑧穿孔径⑨重さを表す。  

恥  出土位置  器 形  法   量  （∋胎土（卦焼成（診色④残存   成 ・ 整 形 方 法   実測図  図版   

ロ  H－1－1  （石錬）  ⑤2．3⑥1．5  （ヨチャート④完形   凹基無茎鍍。   第46図  20   

⑦0．5⑨0．73  

2  H－1－2  杯   （》11．6（∋5．2  ①細粒（多良好（酸化）  平底の底部、体部やや膨らみをもち口緑部僅かに外傾  〃  〃  

④4．2   ③鈍い黄橙④完形   する。内外面韓撞、底部右回転糸切り未調整。   

3  H－1－3  j不   （D（11．4）（診4．8  ①中粒（∋良好（酸化）  平底の底部より休部外傾し口緑部で短く外反する。底  〃  〃  

④4．2   （診灰④口緑部一部欠損  部回転糸切り未調整。内外面撫で整形。   

4  H－1－4  杯   （∋（12．4）②（5．4）  （∋細粒②良好（酸化）  平底の底部から休部へ直線的に立ち上がり外傾する。  〃  〃  

④3．5   ③灰白④1／2   内外面韓堆底部右回転糸切り未調整。煤付着。   

5  H－1－5  土錘   ⑤3．6⑥1．2  （診（酸化）③浅黄橙  〃  〃   

⑧0．3⑨4．84   ④ほぼ完形  

6  H－2カー1  杯   （∋（13．2）（診（5．8）  （∋中粒②良好（酸化）  平底、体部内湾気味に立ち上がり口綾部で外反する。  〃  〃  

④3．5   ③鈍い黄橙④1／2   内外面軽櫨整形、底部右回転糸切り未調整。   

7  H－3－1  須恵器  ③8．1④（3．2）  ①細粒②良好（還元）  軽蛙、休部内湾気味、高台「ハ」の字状に外反、底部回  〃  〃  

高台付塊  ③褐灰④底部   転糸切り後貼付高台ヘラ撫で。   

8  H－3－2  蓋   （∋16．6④3．2  ①中粒（多良好（酸化）  平坦な天井部、緩やかな休部、水平な端部、外面天井  〃  〃  

（診鈍い黄橙④完形   部、右回転糸切り未調整。   

9  H－3－3  土師器  〃  〝   

小型台付賓   ③鈍い樟④台部3／4   

10  H－3－4  土師器 士不  （∋（11．4）（参（7．4）  （∋細粒②良好（酸化）  平底の底部より直線的に開く体部、外面口緑部撫で。  〃  〃  

④3．0   （参鈍い橙④1／2   休部底部へラ削り調整。底部に「七」の墨書文字あり。  

内面撫で調整。指頭圧痕あり。   

H－3－5  須恵器 壷  ④（12．3）   （∋中粒②良好（還元）  〃  〃   

③青灰④体部1／2   

12  H－3－6  須恵器 蓋  ①（13．8）④3．5  （∋細粒②良好（還元）③灰  高台を思わせる大きい摘み（径7．2cm）回転糸切り後貼  〃  〃  

④摘み、体部1／3欠損  付。休部緩やかに外反し、口緑端部垂直に屈曲、内外  

面韓軽調整。   

13  H－6－1  土師器 杯  （》（12．0）（診（7．5）  （D細粒②良好（酸化）  丸底気味の底部より休部直線的に外傾し立ち上がる体  〃  〃  

④3．2   ③鈍い橙④1／2強   部底部ヘラ削り。内面指撫で痕。外面体部に「兆」と思  

われる墨書文字あり。   

14  H－6－2  灯明皿  （∋（8．4）②4．0  （∋中粒②良好（酸化）③鈍  平底、体部湾曲し口縁部に至る。擁堆痕あり。外面僅  〃  〝  
④2．7   い橙④底部～口縁部2／3  かに煤付着。   

15  H－6カー1  高台付塊  ①14．6④6．0  （∋細粒（多良好（酸化）  高い高台より休部内湾し口緑部で緩やかに外反する。  〃  〃  

（診灰褐色④1／2弱   底部回転切り離し後貼付高台撫で。内外面輯輯整形。   

16  H－7－1  高台付碗  （∋（15．4）③8．9  （∋細粒（多良好（酸化）③鈍  高めの高台から内湾し口綾部で短く外反する。底部回  〃  〃  

④6．2   い黄橙④体部口緑部一部  

欠損   

17  H－7－2  灰粕陶器  （診（7．9）④（3．5）  （∋細粒（∋良好（還元）  高台を付した底部から湾曲気味に立ち上がる。輯軽整  〃  21  

高台付塊  ③灰④底部1／2   形。底部回転糸切り後貼付高台撫で調整。   

18  H－7－3  杯   （参5．5④（0．9）  ①細粒（∋良好（酸化）  〃  〃   

③鈍い橙④底部   

19  H－8－1  高台付塊  ③6．4④（2．3）  （∋中粒②良好（酸化）  高台を付した底部から湾曲気味に立ち上がる。底部回  〃  〃  

③灰黄④底部   転糸切り後貼付高台。   

20  H－8－2  杯   （∋（12．7）（参5．3  （∋細粒（∋良好（酸化）  平底の底部より緩やかに湾曲し口緑部で外反する。底  〃  〃  

④4．2   （卦灰白④口縁部一部欠損  部回転ヘラ切り未調整。内外面韓軽整形。   

21  H－9－1  高台付塊  （∋15．4③8．8  ①細粒②良好（酸化）  燻焼成、休部湾曲し口緑部で外反する。内外面擁軽整  第47図  〃  
④6．4   （参黒④ほぼ完形   形。底部回転糸切り後足高貼付高台撫で。   

22  H－12－1  高台付塊  ④（3．7）   （D中粒②良好（酸化）  下位で湾曲する直線的体部。内外面軽軽整形。底部貼  〃  〃  
③鈍い橙④休部1／3  付高台へラ調整。   

23  H－13D－1－1  須恵器  輯輯整形。底部回転糸切り後貼付高台。   〃  〃   

高台付塊   ③灰④底部2／3  

24  H－15－1  灰寒由陶器  （参（8．4）④（2．3）  （D細粒②良好（還元）  韓輯整形。高台を付した底部から緩やかに立ち上がる。  〝  〃  

高台付璃  （診灰④底部1／2   底部回転へラ調整。   

25  H－15カー1  須恵器  （診6．3④5．0   （D細粒②良好（還元）  低い高台より体部内湾気味に立ち上がり口緑部で外反  〃  〃  

高台付塊  （卦灰白④口綾部一部欠損  する。底部回転糸切り後貼付高台。内外面韓軽整形。   

26  H－16－1  杯   （∋（9．8）（参5．2  ①細粒②良好（酸化）  按櫨整形、平底、休部上位に僅かな膨らみをもって外  〃  〃  

④3．0   （診浅黄橙④底部～体部  反する。底部回転糸切りへラ調整。   

27  H－17カー1  高台付璃  ①（13．6）③（6．6）  （∋細粒（多良好（酸化）  雑な高台を付した底部より体部緩やかに内湾気味に開  〃  〃  

④5．3   （勤鈍い橙④1／2強   き口綾部で外反する。底部回転糸切り後貼付高台。内  

外面撫で調整。   

28  H－17カー2  高台付璃  ③7．7④（4．1）  （∋細粒（多良好（酸化）  雑な高台から体部緩やかに湾曲し立ち上がる。底部右  〃  〃  

③鈍い橙（彰底部   回転糸切り後貼付高台。撫で調整。   

29  H－17－1  須恵器  ③10．7④（16．0）  ①細粒②良好（還元）  胴部上位が膨らむ球形。底部回転切り離し後貼付高台。  〃  〃  

高台付壷  （∋灰④口縁部欠損   底部に「×」の線刻あり。内外面輯輯整形。   
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30  H－17－2  羽釜   （D（29．6）④（18．3）  ①中粒②良好（酸化）  胴部から口緑部にかけて直立気味、口緑は少し外反し  第47図  21  

③灰④胴～口緑1／4弱  口唇部は三角形状、鍔は短く貼付け、胴部内外面横撫  

で。   

31  H－18－1  高台付域  ③7．8（彰（3．2）  ①中粒②良好（酸化）  〃  〃   

③灰白④底部   

32  H－18－2  高台付域  ③7．2④（3．2）  ①中粒②良好（酸化）  高台を付した底部から湾曲し立ち上がる。底部糸切り  〃  〃  

③灰白④底部   後肉厚の貼付高台享無で調整。   

33  H－19－1  高台付塊  ①（14．8）③（6．3）  （∋細粒（多良好（酸化）  高台を付した底部から緩やかに内湾し口緑部で外反す  〃  22  

④4．7   ③灰色④1／3   る。外面輯櫨整形。底部回転糸切り後貼付高台。   

34  H－19－2  須恵器 碧  ④（10．4）   ①細粒②良好（還元）  口緑部「く」の字に外反し口唇部垂直に立つ。外面韓撞  第48図  〃  

③灰白④口綾部一部  整形後へラによる波状文。内面輯櫨整形。   

35  H－19D－1－1  高台付璃  ③6．3④（1．5）  （∋細粒（多良好（酸化）  第47図  〃   

③鈍い橙④底部   

36  H－20－1  須恵器  ①（9．0）④3．2  （∋細粒（多良好（還元）  耳部は底部周縁部から内側に折り曲げている。底部中  第48図  〃  

耳皿   ⑧0．5   ③明褐灰④片耳部欠損  央に4mm程の焼成前の小孔がある。底部右回転糸切り  

未調整。   

37  H－20－2  灰粕陶器  ①（18．6）③（9．0）  ①細粒②良好（還元）③灰  高台を付した底部から緩やかに内湾し口縁部に至る。  〃  〃  

高台付域  ④（7．3）   自④体部～口緑部1／2弱  底部回転切り離し後貼付高台。内外面輯軽整形、施窄由。   

38  H－20カー1  高台付璃  ①（11．2）③5．9  ②良好（酸化）③橙   高台を付した底部より緩やかに湾曲し口緑部で短く外  〃  〃  

④4．3   ④1／2   反する。内外面輯蛙整形、底部回転糸切り後貼付高台  

撫で調整。   

39  H－20P－1－1  灯明皿  （∋9．7②5．0   （D中粒②良好（酸化）  平底の底部より直線的に外傾し口緑部で短く外反す  〃  〃  

④2．6   ③橙④完形   る。内外面回転ヘラ調整。底部右回転糸切り未調整。   

40  H－20一括  緑柚陶器  〃  〃   

高台付皿？   ③緑④底部1／2   

41  H－20一括  鉄製品 釘  （参11．4⑥1．7  ④ほぼ完形   錆化が進む、頭の部分は長方形に近く、頸部から先は  〃  〃  

⑨46．7  だんだん細くなる。   

42  H－21－1  土錘   （診3．8（参】＿．6  ②良好（酸化）③鈍い橙  〃  〃   

⑧0．3⑨9．43   ④ほぼ完形  

43  H－21－2  土師器  ⑤13⑥3．3   （D細粒（多良好（酸化）  平らな底部より棒状に細長く垂直に立つ脚部、球形状  〃  〃  

三脚器？  （診0．3   ③橙④3本足の1本？  の休部に貼付けてある。内面異色処理。外面煤付着。  

脚部の底部に3mm程の穿孔あり。   

44  H－21－3  砥石   ⑤11．0⑥4．0  凝灰岩、4面使用。   〃  〃   

⑦2．8  

45  H－22－1  須恵器 杯  （D（12．4）（塾5．7  ①細粒②良好（還元）  平底の底部から緩やかに内湾し口綾部で短く外反す  〃  〃  

④4．0   ③灰自④1／2強   る。内外面撫で調整。底部右回転糸切り未調整。   

46  H－22  土師器 賓  ①（20．8）②4．8  （∋細粒②良好（酸化）  小さい平底の底部から胴部上部に膨らみをもって内湾  〃  〝  

右カー1  ④26．8   ③橙④ほぼ完形   する。口緑部弱い「コ」の字状を呈する。外面口緑部横  

撫で。胴部縦位の下方向へラ削り。内面口綾部横撫で。  

指頭圧痕あり。胴部撫で調整。   

47  H－23－1  灰窄由陶器  ③6．7④（2．7）  （D細粒（多良好（還元）  高台を付した底部から緩やかに内湾する。体部軽埴整  〃  23  

高台付璃  ③灰白④底部   形、底部回転系切り貼付高台撫で調整。   

48  H－23カー1  羽釜   （む（20．6）②（6．0）  （》中粒②良好（酸化）  平底の底部より胴部緩やかに内湾して立ち口緑部は内  第49図  〃  

④24．1   （卦明褐灰④1／3強   傾して短く立つ。貼付鍔はやや上向きで張り出す。内  

外面横撫で整形。   

49  H－25－1  J不   ①（10．0）（塾（6．0）  （∋中粒（∋良好（酸化）  平底の底部から湾曲気味に立ち上がる短い休部。休部  〃  〃  

④3．0   ③灰白④1／2   撫で整形。底部回転糸切り未調整。   

50  H－27カー1  羽釜   （∋（23．6）④（23．0）  ①中粒（多良好（酸化）  胴部は上位で内湾し口緑部で内傾する。雑な断面三角  〃  〃  

③鈍い橙④1／2弱   形の貼付鍔。外面口緑部横撫で。胴部縦へのへラ削り。  

内面口緑部撫で。胴部へラ削り。   

51  H－27P－1－1  土釜   （む（28．6）④（26．7）  （∋中粒②良好（酸化）  胴部上位に膨らみをもち口綾部で緩く外反する。外面  〃  〃  

（診鈍い樟（参1／2弱   口緑部指頭圧痕あり。胴上位～下位へラ削り指頭圧痕。  

内面口緑部指頭圧痕。   

52  H－30－1  土錘   ⑤（4．8）⑥（2．2）  〃  〃   

⑧0．8⑨25．21   

53  H－30D－1－1  土師器 杯  ①11．5②5．7  ①細粒②良好（酸化）  不安定な平底、休部は内湾し口縁部で僅かに外傾。底  〝  〃  

④4．2   ③鈍い褐④ほぼ完形  部はへラ削り後撫で。中央に砂粒付着、内外面指頭圧  

痕、口緑部撫で調整。   

54  H－32－1  高台付塊  ①（13．5）③（6．4）  ①細粒②良好（酸化）③明  高台を付した底部より膨らみをもって立ち上がり口緑  〃  〃  

④6．0   褐灰④底部～休部1／3強  部で緩やかに外傾する。底部回転糸切り後貼付高台撫  

で調整。   

55  H－32－2  土師器 プ不  （∋（12．0）②（7．8）  （∋細粒②良好（酸化）③橙  平底の底部より体部直線的に外傾し口緑部で短く内湾  〃  〃  

④3．6   ④休部～口綾部1／2欠損  する。底部へラ削り。外面撫で。指頭圧痕あり。内面  

撫で調整。   
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56  H－32一括．  土師器ゴ不  ④（3．2）   （多良好（酸化）   休部緩やかに湾曲し立ち上がる。外面口緑部横撫で。  第49図  23  

③橙④休部～口緑一部  休部へラ削り。内面撫で調整。「井」の線刻あり。   

57  H－33カー1  羽釜   ①（18．4）④（17．8）  ①細粒②良好（酸化）  胴部内湾し立ち上がる。口綾部内傾する。鍔は断面四  〃  〃  
③鈍い黄橙④休部～口縁  

部1／3弱   

58  H－33カー2  杯   ①（10．0）②（6．7）  ①細粒②良好（酸化）  平底の底部から直線的に外反し立ち上がる。口緑部内  〃  〃  

④3．7   ③鈍い橙④1／3弱   外面横撫で。外面休部ヘラ削り。内面指撫で指頭圧痕。  

底部へラ調整。   

59  H－33カー3  土師器 杯  ①（12．0）②（7．8）  ①細粒（多良好（酸化）  平底の底部から直線的に開く休部、休部外面へラ削り。  〃  〃  
④3．5   （参橙④1／2   外面内面指撫で指頭圧痕、底部へラ削り。   

60  H－35－1  羽釜   （∋（20．4）④（13．8）  ①中粒②良好（酸化）③橙  胴部は内湾気味、口緑部内傾し口唇部は平担。鍔は、  〃  24  
④休部、口綾部1／3弱  貼付やや上向きの三角形。外面横撫でヘラ削り調整。  

内面横】無で。   

61  H－35カー1  灯明皿？  ①（10．0）②5．7  ①中粒②良好（酸化）  平底の底部より直線的に外反する体部。内外面輯軽整  〃  〃  
（彰2．6   ③橙④口緑郡一部欠損  形。煤付着、底部ヘラ才無で。   

62  H－35D－2－1  須恵器  ①（13．7）③6．6  （訪細粒（多良好（還元）  低い高台を付した底部より直線的に外傾し口緑部で外  〃  〃  

高台付璃  ④5．4   ③褐灰④1／2   反する。底部回転糸切り後貼付高台。内外面輯境整形。   

63  H－36－1  須恵器  ①（14．9）③（7．0）  （D細粒（塾長好（還元）  低い高台より休部直線的に外傾し口緑部で緩やかに外  第50図  〃  

高台付碗  ④（4．9）   ③灰白④底部と休部一部  反する。内外面韓軽整形。底部回転糸切り後貼付高台。  
撫で調整。   

64  H－36－2  鉄製品鎌？  ⑥（3．1）⑨25．79  錆化している。やや湾曲し先が細く丸味をもつ。   〃  〃   

65  H－36D－1－1  灰葎由陶器  （∋（12．0）   ①細粒②良好（還元）  口緑部折り返し整形。頸部貼付後接合部ヘラ調整。内  〃  〃  

長頸壷  ③灰白④頸部1／2   外面、粕の発色（オリーブ灰）。   

66  H－36D－1  （95．2（参】＿．5  ①細粒（∋良好（酸化）  〃  〃   

一括   ⑧0．3⑨12．78   ③褐灰④完形  

67  H－39－1  小型婆  ①（13．6）④（12．9）  （∋中粒②良好（酸化）  胴部緩やかに内湾し□綾部が短く立つ。内外面口緑部  〃  〃  

③灰自④1／3   撫で。胴部へラ削り。   

68  H－39カー1  土師器  ①（11．6）④（13．2）  ①細粒②良好（酸化）③鈍  胴部湾曲し、口緑部短く外反する。外面口緑部横撫で。  〃  〃  
小型襲  い橙④底部、胴部1／4欠損  内面撫で。胴部ヘラ削り。僅かに赤色朱付着痕、煤付  

着。   

69  H－39D－1－1  土師器 賓  （D（21．6）④（11．5）  ①細粒②良好（酸化）③鈍  胴部上位に膨らみをもち頸部垂直に立つ。口緑部外傾  〃  〃  
い橙④胴～口緑部1／2弱  し「コ」の字状を呈す。外面へラ削り。内面へラ撫で調  

整。   

70  H－39D－1－2  須恵器  ①13．3④4．8  （D中粒②良好（還元）  低く小さい高台より休部直線的に外傾し口緑部に至  〃  〃  

高台付碗  ③鱒白④ほぼ完形   る。内外面轢軽整形。底部回転糸切り後貼付高台。   

71  H－40カー1  高台付碗  ①15．6③9．2  （∋細粒（多良好（酸化）  高台裾部に短い綾をもち「ハ」の字に開く貼付高台丁寧  〃  〃  

④6．1   （卦橙④完形   に付く。休部は下部に綾をもち外傾し口縁部で外反す  

る。内外画帳轄整形。   

72  H－41－1  須恵器 ゴ不  （∋（13．7）②（9．0）  ①細粒②良好（還元）  平底の底部より下位で湾曲し直線的に開く。内外面韓  〃  〃  

④（3．6）   ③青灰④2／3   軽整形。底部ヘラ削り。「大」の線刻文字あり。   

73  H－43－1  高台付碗  ①（15．6）③6．6  （D細粒（多良好（酸化）  低い高台、体部緩やかに湾曲し口綾部で外反する。内  〃  〃  
④5．1   ③灰白④口縁部一部欠損  外面披輯整形。底部回転糸切り後貼付高台。   

74  H－43カー1  須恵器  （D（15．2）③7．0  ①細粒②良好（還元）③灰  高台を付した底部より体部下位膨らみをもち直線的に  〃  25  

高台付塊  ④6．0   白④口緑、体部一部欠損  口緑部に至る。底部回転糸切り後貼付高台撫で調整。  
内外面韓輯整形。   

75  H－43D－1－1  土師器  〃  〃   

小型台付聾   ③鈍い橙④台部   

76  H－43D－1－2  土師器ゴ不  （∋（12．4）（∋6．0  （訪細粒②良好（酸化）  平底だが上げ底気味の底部より休部内湾気味に立ち上  〃  〃  
④3．7   ③明赤褐④3／4   がり口緑部でやや内傾する。内外面撫で指頭圧痕あり。   

77  H－43P－1－1  高台付璃  （D14．0（卦6．8  （∋細粒（∋良好（酸化）  低い高台から休部緩やかに湾曲しロ緑部で短く外反す  〃  〃  

④4．8   ③鈍い橙④完形   る。底部右回転糸切り後貼付高台未調整。胴部内外面  

棍軽整形。   

78  H－44－1  須恵器 ゴ不  ①（13．0）（診（5．6）  ①細粒②良好（還元）③灰  平底だがやや上げ底気味の底部より休部外傾し口緑部  第51図  〃  

④3．0   自④底部～口緑部一部欠  で小さく外反する。底部回転糸切り未調整。内外面韓  

損   輯撫で整形。   

79  H－44一括  土師器 杯  （∋（12．4）②（6．0）  ①細粒（塾長好（酸化）  平底で上げ底気味の底部、体部は緩やかに内湾し立ち  〃  〃  
④3．7   ③鈍い褐④1／3強   上がる。底部へラ削り。内外面撫で調整。   

80  H－45－1  砥石   ⑤（6．6）⑥（4．5）  凝灰岩、4両便用、表面平滑化。   〃  〝   

⑦（1．8）   

81  H－45カー1  土師器 賓  （診4．6④（17．0）  ①細粒②良好（酸化）③灰赤  平底の小さい底部より胴部緩やか匿内湾し立ち上が  〝  〃  
④口綾部～胴部3／4欠損  る。外面へラ削り。内面へラ撫で調整。   

82  H－45カー2  土師器 坪  （D（13．0）②8．4  ①細粒（多良好（酸化）  平底の底部より体部やや内湾し口縁部で外反する。外  〃  〃  
④3．4   ③鈍い橙④3／4   面白緑部撫で。体部ヘラ削り。内面指撫で痕。   

83  H－45カー3  土師器 杯  ①（12．8）②（9．0）  （∋細粒（∋良好（酸化）  平底の底部から直線的に開く休部。外面口綾部横撫で。  〃  〃  
④3．2   ③鈍い橙④1／2弱   休部へラ調整。底部ヘラ削り。内面撫で。   
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84  H－46－1  土師器 杯  ①（13．0）②（9．0）  ①細粒②良好（酸化）  平底の底部、浅い休部直線的に立ち上がる。外面体部  第51図  25  

④2，3   （診橙④1／3弱   底部ヘラ削り。内面へラ撫で整形。   

85  H－46－2  須恵器 杯  ①（11．0）②（6．1）  ①細粒②良好（還元）  平底の底部から体部直線的に外傾する。底部回転糸切  〃  〃  

（参4．0   ③灰④1／3強   り後周縁部へラ削り。内外面棍軽整形。   

86  H－46－3  須恵器  ①（15．6）③8．3  ①中粒②良好（還元）  「ハ」の字に開く高台から内湾し口緑部で外反する。底  〃  〃  

高台付璃  ④7．5   ③灰④3／4   部右回転糸切り後貼付高台へラ調整。   

87  H－46－4  砥石   ⑤（10．8）⑥4．1  ④一部欠損   3mmの穿孔あり。紐穴か。   〃  〝  

（診2．8⑧0．3  凝灰岩。   

88  H－46D－1－1  紡錘車  角閃石安山岩。   〃  26   

（石製品）   

89  H－47カー1  土師器 坪  ①（10．5）②（5．0）  ①細粒②良好（酸化）  やや丸味をもつ平底、体部直線的に外傾し口緑部緩や  〃  〃  

④3．9   ③橙④底部～口縁1／4  かに外反する。内外面撫で。外面指頭圧痕あり。   

90  H－48－1  灰粕陶器  ①（12．2）③6．2  ①細粒②良好（還元）  低い高台を付した底部から緩やかに内湾し口綾部に至  〝  〃  

高台付皿  ④2．5   ③灰白④体部一部欠損  る。底部切り離し後貼付高台。へラ調整。内外面韓櫨  

整形。施粕。   

〃             91  H－48－2  高台付域  （∋12．9④4．4  ①中粒②良好（酸化）  雑な高台から休部内湾気味に立ち上がり、口綾部で短  〝  

③樟④高台部一部欠損  く外反する。内外面韓櫨整形。底部回転糸切り後貼付  

高台未調整。   

92  H－48－3  杯   （D（11．4）（診6．0  ①中粒②良好（酸化）③浅  平底の底部より体部外傾し口緑部に至る。底部右回転  〃  〃  

④3．3   黄橙④口縁部一部欠損  糸切り未調整。内外面接櫨調整。   

93  H－48－4  杯   ①（11．4）②5．5  ①細粒②良好（酸化）③明  平底でやや上げ底気味の底部より休部直線的に開き口  〃  〃  

④3．6   褐灰④口綾部一部欠損  緑部で緩やかに外反する。底部右回転糸切り未調整。  

内外面韓櫨整形。   

94  H－49－1  土錘   （9（5．3）⑥2．4  第52図  〝  

（秒0．5⑨18．79   

〝  95  H－50－1  須恵器  ③（6．5）④（2．0）  ①細粒②良好（酸化）  休部内湾気味に立ち上がる。底部回転糸切り後貼付高  〃  

高台付椀  ③灰白④底部   台はがれ痕。内外面韓櫨整形。   

96  H－5ト1  須恵器  （∋（13．8）③6．8  ①中粒②良好（還元）③褐  雑な高台、休部外傾して開き口緑部で外反する。内外  〃  〃  

高台付域  ④5．3   灰④休部～口緑2／3欠損  面軽櫨整形。底部回転糸切り後貼付高台撫で。   

97  H－51一括  高台付塊  ①（13．0）③6．0  （D細粒②良好（酸化）  雑な高台から体郡緩やかに内湾し口縁部で外反する。  〃  〃  

④4．6   ③褐灰④体部1／2欠損  底部回転糸切り後、雑な貼付高台。内外面擁軽整形。   

98  H－52－1  土師器 杯  ①（11．1）②7．5  （D細粒②良好（酸化）  平底の底部より体部直線的に開く。外面横撫で。指頭  〝  〃  

④3．2   ③鈍い橙④口緑一部欠損  圧痕あり。底部へラ削り。内面撫で調整。   

99  H－53－1  須恵器  （診7．8④（3．8）  （∋細粒（多良好（還元）  雑な高台を付した底部より内湾気味に開く。底部回転  〃  〃  

高台付塊  ③灰自④底部と休部一部  糸切り後貼付高台。内外面擁軽整形。   

100  H－53－2  高台付域  ①13．8③6．8  （D細粒（多良好（酸化）  低い高台を付した底部より内湾気味に立ち上がり口緑  〃  〃  

④5．3   （診明褐灰④完形   部で短く外反する。内外面韓櫨整形。底部回転糸切り  

後貼付高台撫で調整。   

101  H－53－3  土師器 賓  （D（19．8）④（14．7）  ①細粒②良好（酸化）  口綾部「コ」の字状に近い形態。肩部の張りが弱く胴部  〃  〃  

③橙④胴部～口緑1／3  は丸味をもつ。外面口緑部撫で。指頭圧痕あり。胴部  

へラ削り。内面へラ撫で痕あり。   

102  H－56－1  須恵器  ①（13．8）③7．0  ①中粒②良好（還元）  雑な高台、休部内湾気味に開き口緑部で外反する。底  〃  〃  

高台付域  ④5．3   （診灰④休部2／3欠損  部切り離し後撫で。内外面撫で整形。   

103  H－56－2  土師器 聾  ①19．6④（8．0）  ①細粒②良好（酸化）  口綾部外反し、肩部の張りが弱くなる。胴部は緩やか  〃  27  

③明赤褐④口緑部   に丸味をもつ。外面口緑部指撫で痕。胴部、内面へラ  
削り。   

104  H－56－3  鉄製品 釘  ⑤11．1⑥（頭）2．2  ④ほぼ完形   錆化が進む。頭部は曲がっている。頸部から先はだん  〃  〃  
⑨（31．35）  だん細長くなる。   

105  H－57－1  須恵器  （∋（13．7）③（7．0）  ①細粒②良好（還元）  高台を付した底部より直線的に開き口緑部で緩やかに  〝  〃  

高台付塊  ④5．2   ③灰白④1／2弱   外反する。底部回転切り離し後貼付高台ヘラ調整。   

106  H－57－2  土師器  （参（9．4）④（3．5）  （∋細粒（多良好（酸化）  低い台部、裾は緩やかに湾曲し広がる。外面台部指頭  〝  〃  

小型台付賓  （勤鈍い赤褐④台部のみ  圧痕あり。内面横撫で、指頭圧痕あり。   

107  H－57カー1  羽釜   （∋（29．2）④（24．3）  ①細粒②良好（酸化）③鈍  胴部は直立気味で口緑部僅かに内傾して立つ。断面は  第53図  〃  
い橙④胴部～ロ緑1／5  三角形の貼付鍔、内外面は撫で整形。   

108  H－58－1  土師器 ゴ不  ①（11．3）②7．0  ①細粒②良好（酸化）③鈍  平底の底部より体部内湾気味に口綾部に至る。外面へ  〝  〃  

④3．1   い橙④口縁部一部欠損  ラ削り。底部へラ削り。内外面撫で。   

109  H－60－1  坪   ①（10．5）②6．5  （訪細粒（多良好（酸化）  平底の底部より体部内湾気味に開き口緑部に至る。底  〝  〝  

④2．7   ③灰白④口縁一部欠損  部右回転糸切り未調整。内外画帳撞整形。   

110  H－63－1  土師器 襲  （D22．6④（11．5）  ①細粒②良好（酸化）  胴部上位で膨らみをもち緩やかに湾曲して直線的に外  〃  〃  

③橙④口緑～胴部上部  反する口綾部。内外面口綾部横撫で。外面胴部へラ削  

り。内面胴部撫で、指頭圧痕あり。   

111  H－63－2  土師器ゴ不  ①（12．2）②7．2  ①細粒②良好（酸化）③鈍  丸味を残す底部から休部へ直線的に外傾する。外面横  〝  〃  

④4．2   い橙④口綾部1／2欠損  撫で。底部へラ削り。内面撫で整形。   
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Nq  出土位置  器 形  法   量  ①胎土②焼成③色④残存   成 ・ 整 形 方 法   実測図  図版   

112  H－64－1  土師器 プ不  ①（11．0）②（7．2）  ①細粒②良好（酸化）③鈍  丸味を残す平底から休部湾曲気味に開く。外面口綾部  第53図  27  

④2．9   い樟④底部～口緑1／3  横撫で。体部ヘラ撫で痕。内面横撫で整形。   

113  H－64カー1  土師器 杯  ①（11．2）②（7．0）  （∋細粒（多良好（酸化）  平底でやや丸味をもつ底部より体部湾曲し立ち上がり  〃  〃  

（参3．1   ③鈍い橙④1／2   口綾部で緩く外反する。内外面撫で調整。底部へラ削  

り。外面指頭圧痕あり。   

114  H－66－1  土師器 棄  ①（20．0）④（17．5）  ①細粒（多良好（酸化）  胴部上位に膨らみをもって内湾する。口縁部「コ」の字  〝  〃  

③橙④胴部～口縁部  状を呈す。内外面口緑部横撫で整形。胴部へラ削り。   

115  H－66－2  土師器 杯  （∋（12．0）（参（7．8）  （勤細粒②良好（酸化）  平底の底部から休部直線的に外傾し中位から口緑にか  〃  〃  

④3．4   （勤鈍い樫④1／3   けて緩やかに内湾し開く。外面口縁部撫で。休部指頭  

圧痕あり。底部へラ削り。内面撫で。   

116  H－66－3  土師器 ゴ不  （》12．2②8．0  ①細粒（多良好（酸化）  平底の底部、休部直線的に外傾し口緑部に至る。外面  〃  〝  

④3．2   ③橙④完形   底部へラ削り。体部内外面撫で、指頭圧痕あり。   

117  W－17－1  皇宋通賛  ④完形   皇宋通賛、北宋銭、初鋳年1039年。   第54図  〃   

古銭   

118  W－41－1  土錘   （診5．5⑥2．8  （∋細粒（多良好（酸化）  〃  28   

⑧0．8⑨33．43   ③黄灰（彰完形  

119  W－41－2  須恵器  ①（20．1）④（8．8）  （∋細粒②良好（還元）  口綾部は外反し口唇部は垂直に幅広い面をもつ。内外  〃  〃  

大要  ③青灰④口綾部1／2強  面韓埴整形。   

120  W－53－1  緑粕陶器  （∋（16．0）③（8．0）  （》細粒（塾長好（還元）  低い高台、体部緩やかに内湾し開き口縁部で外反する。  〃  〃  

高台付皿  ④2．3   ③浅黄④1／4   高台部削り出し。内外面接軽整形。施粕、内面に花文  

の絵柄あり。   

121  W－53－2  高台付璃  （∋（13．5）③（6．0）  ①細粒②良好（酸化）③鈍  低い高台を付した底部より体部直線的に外傾し口緑部  〃  〃  

（彰6．1   い黄橙④口綾部1／4欠損  に至る。底部回転糸切り後貼付高台。外面撫で。休部  

に指頭圧痕あり。内面横撫で。底部に僅かにヘラ撫で  

痕。   

122  W－53一括  高台付璃  （診6．1④（2．9）  ①中粒（多良好（酸化）（勤鈍  上底気味の底部から休部内湾し立ち上がる。底部回転  〃  〃  

い黄橙④底～体部1／2弱  糸切り未調整、高台剥脱。内外面接輯整形。   

123  W－53一括  高台付塊  （D（11．0）③（4．2）  （∋中粒②良好（酸化）  低い高台より内湾気味に立ち上がり口縁部で緩やかに  〃  〝  

（2）  ④4．3   （参鈍い橙④1／3強   外反する。底部貼付高台。内外面輯櫨整形。   

124  AM－12グー1  j不   （∋11．2（∋3．5  ①細粒（多良好（酸化）  平底の底部より体部直線的に外傾し口綾部に至る。底  〃  〃  

④5．7   ③鈍い橙④完形   部右回転糸切り未調整。内外面軽軽整形。   

125  AV－10グー1  高台付塊  ④（3．7）   ①中粒②良好（酸化）  外反する足高高台、休部外傾し立ち上がる。底部回転  〃  〃  

③鈍い橙④底部   糸切り後貼付高台撫で調整。外面横撫で。内面撫で。  

底部黒色処理。   

126  BK－6グー1  土師器  （D（15．5）④（4．2）  （D細粒②良好（酸化）  胴部上位に膨らみをもち口緑部は外傾し、稜線はやや  〃  〝  

台付襲  ③鈍い橙④口縁部1／2  丸昧を帯びているS字状。内外面口綾部横撫で。胴部  

上位斜めの刷毛目あり。内面撫で調整指頭圧痕。器肉  
は薄い。   

127  BK－6グー2  土師器  ④（4．4）   ①細粒②良好（酸化）  外面台郡上位に斜めに刷毛目痕。台部接合痕あり。内  〝  〃  

台付賓  ③鈍い褐④台部   面指撫で痕。   

128  DP－24グ  側面が丸く加工されている石の割れ片。   〃  〃   

一括   

129  EO－4グー1  須恵器  （∋（13．5）③（5．8）  （D細粒（多良好（還元）③鈍  低い高台から外傾し直線気味に口綾部に至る。底部回  〃  〃  

高台付皿  （彰（3．8）   い黄橙④口緑部2／3欠損。  転糸切り後貼付高台撫で調整。内外面輯櫨整形。   

註）表の記載は以下の基準で行った。  

1須恵器・土師器を記さないものについては、韓軽便用、酸化焔焼成などの軟質の土師質須恵器である。   

2 胎土は細粒（0．9m以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）とした。   

3 焼成は、極良、良好、不良の3段階。   

4 大きさの単位はcm、gであり、（）は推定値及び現存債を記載した。   

5 遺構の略称は、住居跡－H、カマドーカ、柱穴－P、土坑－D、溝rW、グリッドーグで表した。  
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図 解 考  古 学 辞 典  東  京  創  元  社  刊  

－ 29 －   



（宣〕  

H－1  

76.60m ・70n   
c →C・D・   →D  

r苧材 r J  
H－1土層注記（A～B断面）  
1．褐色砂質土層締まりあり、As－B軽石を10％以上含む  
2．暗褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石1～2mmを1％含み細砂も含む  
3．暗褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下と炭化物と遺物粒をわずかに含む  
4．暗褐色土層 粘性、締まりあり、黒色土を含み白色軽石粒を所々に含む  

5．異色土層 粘性、締まりあり、所々にAs－C軽石2mmを含む  
6．鈍い黄褐色砂質土層 粘性、締まりあり、白色軽石1mmを含む   

H－1D－1土層注記（C－C′断面）  
1．灰褐色土層 粘性、締まりあり、炭化物、焼土粒を所々含む  

2．鈍い赤褐色土層 粘性、締まりややあり、焼土粒を多く含む  

3．灰褐色土層 粘性、締まりややあり、灰と焼土粒を多く含む  

4．灰褐色土層 粘性、締まりあり、灰と焼土粒、黄褐色砂質土粒を含む  

76．50m  
E ＝＋  G ●－  －－● E，  

50m  
F  －F・  

1 、‾態撃才＼－  

H－1カマド土層注記（E～G断面）  
1．鈍い費褐色土層と灰、焼土の浪士層  

2．鈍い黄褐色土層 炭化物、焼土物、黄褐色砂質土粒を含む  

3．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、黄褐色砂質土を所々に含む  

4．黒褐色灰層  

5．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、わずかに炭化物を含む  

6．灰黄褐色土層 灰、炭化物、黄褐色砂質土粒を含む  

0  1；50  1m  
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B毒≠二日’  
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C≡誌≠C’  
0  1；60  2m  

く  

H－2 土層注記（A－A′断面）  

1．鈍い黄橙色砂質土層 小礫、石入る（盛土）  

2．鈍い費橙色砂質土層 小礫、石、ゴミ、鉄片、ビニール入る（盛土）  
3．鈍い黄褐色土層 粘性なく、締まりあり、白色軽石1～2mmを1％と細砂を含む  
4．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石1～2mⅢを1％含み、As－B軽石をブロック状に含む  
5．As－B軽石と6、8層をわずかに含む浪士層  
6．暗褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石1～2mⅢを1％以下含む  
7．褐色土層 粘性、締まりあり、粘土粒と炭化物、焼土粒をわずかに含む  

8．褐色土層 粘性、締まりあり、粘土粒と炭化物、焼土粒  

9．橙色土層 粘土、焼土の浪士層  

10．黒褐色土層 粘性、締まりあり、炭化物、焼土粒をわずかに含みAs－C軽石を所々に含む  

11．黒色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石2～3mmを1％以下含む  
12．暗褐色土層 灰、焼土粒、炭化物を含む泥土層  

13．褐色土層 粘性、締まりあり、わずかに焼土粒、炭化物を含む  

14．橙色粘土、焼土、灰の浪士層  

第5図 H－1・2号住居跡、カマド実測図  

－30 －  

0  1：30  

H－2カマド土層注記（B～C断面）  
1．褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石粒と  

わずかに焼土粒を含む  
2．褐色土層 粘性、締まりややあり、焼土粒5～10  
mを所々に含み、灰層を含む  

3．焼土と灰の浪士層  

4．焼土ブロック   



～＼＼  

76．70m  

H－3 土層注記（A～B断面）  
1．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－B軽石を1％含み白色軽石1～2m血  
を所々含む  

2．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－C軽石を1～3mmを1％以下含む  
3．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－C軽石を1～3mmを1％以下と所々  
に炭化物を含む  

4．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－C軽石粒をわずかに含む  
5．鈍い黄橙色土層ブロック  

血  

0  1；60   

76．70m  
C ＝＋  

－・－・・・・・・・一 C’  

1m  E  0  1：30  

H－3カマド土層注記（C～E断面）  
1．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石1～2mmを1％と炭化物を含む  
2．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、白色軽石2mmを1％以下と焼土粒を含む  
3．褐色土層 焼土粒、灰、炭化物を含む  

4．鈍い黄褐色土層 締まりあり、焼土粒と白色軽石を所々に含む  

5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mを1％以下と焼土粒を含む  
6．褐色土層 焼土粒を多く含み、わずかに白色軽石1～2mmを含む  
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H－4 土層注記（A～B断面）  
4  

1．鈍い黄橙色土層 軽石と細砂を含む（客土）  

2．黒褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石1～2m皿を1％とわずかに炭化物を含む  
3．黒褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石粒を所々に含み炭化物、遺物粒をわずかに含む  
4．黒褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石粒と炭化物をわずかに含む  
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H－4カマド土層注記（C～E断面）  
1．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石粒と焼土粒を所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、焼土粒、炭化物を多く含む  
3．明黄褐色粘土ブロック  
4．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりややあり、焼土粒を多く含み、炭化物、灰を含む  
5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、灰、焼土粒を含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、粘土粒、焼土粒、炭化物を含む  
7．灰黄褐色土層 粘性、締まりややあり、焼土粒、灰、粘土粒を含む  
8．灰黄褐色土層 焼土ブロックと灰を含む  
9．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、わずかに焼土粒、軽石粒を含む  

0  1；30  1m   

第6図 H－3・4号住居跡、カマド実測図  
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H－7  H－6  
D－2  H－6  

H－6・7 土層注記（A～C断面）  
1．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－B軽石を5％と白色軽石3～5mを所々含む  

F・ 2．暗褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石粒と明黄褐色砂質土ブロックをわずかに含む  
3．暗褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－B軽石を1％、白色軽石粒、炭化物をわずかに含む  
4．暗褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石2～3mを1％以下、焼土粒、炭化物を所々に含む  
5．明黄褐色砂質土ブロック  
6．暗褐色土層 粘性、締まりあり、わずかに白色軽石粒も含む  
7．黒褐色土層 わずかに灰を含む  

8．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、焼土粒、炭化粒が多く、わずかにAs－C軽石1～2mmを含む  
9．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－B軽石と明黄褐色砂質土がラミナ状に入る  
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H－6カマド土層注記  

1．灰褐色土層 焼土、炭化物を含む  

2．灰と焼土、炭化物を含む灰層  

3．灰褐色土層 軽石粒と焼土粒を含む  

4．黒色の灰層と焼土の浪士層   

H－7カマド土層注記  
1．灰褐色土層 締まりあり、白色軽石粒とわずかに炭化物を含む  

2．鈍い黄橙色粘土ブロック  

3．灰褐色土層と炭化物、焼土粒を含む混土層  

4．灰褐色土層と焼土、炭化物、粘土を含む混土層  

5．黒色灰層 粘土粒をわずかに含む  

6．黒色の灰と焼土、炭化物を含む灰層  
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第7図 H－5～7号住居跡、カマド、W－4実測図  
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H－6 P－1土層注記（F－F′断面）  
1．灰黄褐色土層 締まりあり、炭化物、焼土粒をわずかに含む  
2．灰黄褐色土層 締まりあり、炭化物と鈍い黄橙色粘土をわずかに含む   

H－6 D－1土層注記（D－D′断面）  
1．黒褐色灰層 焼土粒を含む  
2．灰褐色土層 灰、焼土、炭化物を含む  
3．鈍い橙色土層 灰、焼土、明黄褐色砂質土粒を含む  
4．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物、明黄褐色砂質土粒を多く含む   

H－6 D－2 土層注記（E－E′断面）  

1．褐灰色土層粘性、締まりなく、As－B軽石を全体に含む  
2．褐灰色土層粘性、締まりあり、As－B軽石1％と焼土粒、炭化物を所々に含む  
3．褐灰色土層粘性、締まりあり、白色軽石1～3mmを1％以下と明黄褐色砂質土粒を所々に含む  
4．灰黄褐色土層粘性、締まりあり、白色軽石1～3mm、遺物粒をわずかに含む  
5．鈍い黄褐色土層粘性、締まりあり、白色軽石1～3mmと明黄褐色砂質土粒3～10mを所々に含む  
6．鈍い黄褐色土層粘性、締まりあり、白色軽石5～10mmと明黄褐色砂質土、遺物粒を含む  

H－7 P－1土層注記（G－G′断面）  
1．暗褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石とわずかに焼土を含む  
2．明黄褐色砂質土層  

3．明黄褐色砂質土層1層を所々に含む   

H－7 P－2 土層注記（H－H′断面）  

1．暗褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石粒を含み炭化物と明黄褐色砂質土層粒を所々に含む  
2．明費褐色砂質土層1層わずかに含む   

H－7 P－3 土層注記（トⅠ′断面）  
1．暗褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石1～3mmを所々と炭化物、灰をわずかに含む  
2．明黄褐色砂質土層  

3．明黄褐色砂質土層 暗褐色土層を所々に含む  
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76．50m  
H－8 土層注記（A～B断面）  
1．灰黄褐色土層 白色軽石粒を含む（現耕作土）  

2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmとAs－B軽石をブロック状に含む  
3．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石2～3mと遺物粒を所々に含む  
4．褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを所々に含み遺物粒も含む  
5．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmとわずかに炭化物と遺物粒を含む  
6．褐色土層 締まりあり、Hr－FP3～10mⅢを所々と炭化物、遺物粒を含む  
7．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒1～2mmをわずかに含む  
8．鈍い貴褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒1～2mmを所々に含む  
9．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、わずかに白色軽石粒、炭化物粒を含む  
10．鈍い黄褐色土層 Hr－FP3～5皿を所々に含みわずかに灰を含む  
11．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、上層に灰を多く含みわずかに炭化物を含む  
12．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～5mⅢを所々に含みわずかに炭化物、焼土物を含む  
13．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを所々に含みわずかに焼土物を含む  
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√蘭  
H－8カマド土層注記  
1．褐灰色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石1～2mmを所々に含み、炭化物も含む  
2．褐灰色土層 粘性、締まりあり、白色軽石粒と焼土粒をわずかに含む  
3．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、焼土粒と炭化物を含み、明黄褐色砂質土をわずかに含む  
4．明黄褐色土層と1層を含む浪士ブロック  
5．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、焼土粒2～5mmを所々に含む  
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第8図 H－6～8号住居跡、カマド実測図  
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H－9 土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～3mmを1％以上含む  
3．黒褐色土層 締まりややあり、As－C軽石1～2mをわずかに含み2層も含む  
4・暗褐色土層 粘性、締まりややあり、As－C軽石1～2mmを1％以下とわずかに焼土、炭化物粒含む  
5・暗褐色土層 粘性、締まりややあり、As－C軽石2～3mmと炭化物、焼土粒をわずかに含む  
6．褐色土層 締まりややあり、焼土を含む  
7．焼土ブロック  

8．炭  

9．暗褐色土 炭化物を含む  

10・暗褐色土 締まりややあり、焼土粒、炭化物が多く、わずかにAs－C軽石1～2mを含む  
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H－10土層注記（A～B断面）  
1・灰褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石1～3mmを1％以下含み、焼土、炭化物を含む  
2．明黄褐色砂質土層 ブロック1層をわずかに含む  
3．灰褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下含む  
4・灰褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石2～3mを1％以下含み、As－B軽石ブロックを所々に含む  
5．鈍い黄橙色土層  

H－10西壁土層注記（C－C′断面）  

1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層（盛土）  

3．暗褐色土層1層、2層の混土層（カタラン）  
4．As－B軽石層  
5．As－B軽石の凝集層 酸化を帯びる  
6．As－B軽石の凝集層 わずかに9層が入る  
7．2層と4層の浪士層（カタラン）  
8．4、5、6、9層の浪士層（カタラン）  

9・灰褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石1～3mmを1％以上含み、上層にAs－B軽石をわずかに含む  
10・灰褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石1～3mを1％以下含み、焼土、炭化物を含む  
11．黒褐色土層 As－C軽石1～2mをわずかに含む  
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H－10カマド土層注記（D～F断面）  

1・灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％と明黄褐色砂質土をブロック状に含む  
2・灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下と明黄褐色砂質土を所々に含む  
3．灰黄褐色土層 締まりあり、焼土ブロック、白色軽石粒を含む  

4．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmと焼土、炭化物を1％以下含む  
5．褐色土層 締まりややあり、焼土と炭化物を多く含む  

6．褐色土層 焼土と灰をわずかに含む  

7．褐灰色灰層 焼土、炭化物を含む  

8．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mmをわずかに含む  

第9図 H－9・10号住居跡、カマド実測図  
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H－11土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石1～3mmを1％以下と、1cm以上のHr－FPを所々に含む  
2．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石1～2mmをわずかに含む   

H－11P－1・2 土層注記（C～D断面）  
1．鈍い黄褐色土層 細砂、Hr－FPを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層と明黄褐色砂質土層の浪士層  

3．鈍い黄褐色土層 わずかに明黄褐色砂質土粒含む  

0  1；60  

H－12土層注記（A～B断面）  
1．灰褐色砂質土層 締まりなし、暗黄褐色粘質土ブロックをわずかに含む  

2．灰黄褐色砂質土層 白色軽石1～2mを1％以上と細砂を含む  
3．暗褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石粒を所々に含む  

4．暗褐色土層と明黄褐色砂質土の浪士層  

5．灰黄褐色土層と明黄褐色土層の混土層   
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H－12 P－1～3 土層注記（E′～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを1％以下と細砂を含む  
2．鈍い黄褐色土層 焼土灰を含む  

H－12カマド土層注記（C～D断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりなく、白色軽石粒とわずか焼土粒を含む  

2．灰層 焼土粒を含む  

3．鈍い黄褐色土層 白色軽石1～5mを所々に含み、わずかに焼土粒を含む  
4．鈍い黄褐色土層と明黄褐色砂質土層の浪士層焼土ブロックを含む  

5．黄褐色砂質土層 白色軽石粒とわずかに焼土粒を含む  
0  1！30  

第10図 H－11・12号住居跡、カマド、W－32・37実測図  
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H－13土層注記（A～B断面）  

1．鈍い黄褐色砂質土層 締まりあり、白色軽石2～5mmを1％以下含む  
2．鈍い黄褐色砂質土層 締まりあり、白色軽石2～5mmを1％以下含み、焼土、炭化物粒を所々に含む  
3．鈍い黄褐色砂質土層 締まりあり、白色軽石1～5mmを1％以下含み、焼土粒、明黄褐色砂質土を所々に含む  
4．灰黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石を1％以下含む  

H－13D－2 土層注記（D－D，断面）  

1．鈍い費褐色土層 わずかに灰、焼土、炭化物を含む  

2．鈍い黄褐色土層 わずかに焼土粒と明黄褐色砂質土粒を含む  

H－13D－1土層注記（C－C′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややありHr－FP2～5mmと焼土、炭化物を所々にを含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土と炭化物を含む  

3．鈍い黄褐色土層 灰、焼土、炭化物を多く含む  H－13D－4 土層注記（F－F′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 わずかにHr－FPl～2mⅢ含む  
H－13Dr3 土層注記（E－E′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mを所々にを含み、わずかに焼土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを所々にを含み、わずかに明黄褐色砂質土ブロックを含む  

76．70m  
G ●－  →G・   60m  

H  →H・  

「し′ へ→  
76．70n t ＝‥ ‥‾  ＿．■・ 70爪  

J  
－・－・・・・・・・・・・・一 J■  

H－13カマド土層注記（G－J断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mを1％以下含み、わずかに焼土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mⅢを1％以下含み、わずかに焼土、炭化物粒を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～5mmを所々に含み、焼土0．5～1cmをブロック状に含む  
4．灰層 焼土、炭化物を含む  

5．鈍い黄褐色土層 焼土ブロックを多く含み、わずかに灰を含む  

6．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを所々に含み、わずかに小礫を含む  
7．明黄褐色砂質土ブロック  

8．鈍い黄褐色土層 わずかに焼土粒を含む  

A’  A  

76．60爪＿＿＿＿．J  5  2  

－・・・・・－・・－●8■  

HL14W－38土層注記（A～B断面）   
1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．褐灰色土層 細砂、小礫含む（客土）  

3．暗褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmを1％以下と細砂含む  
4．黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下と1cm程のHr－FPを所々に含む  
5．黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下と暗褐色土を所々に含む  
6．黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmを1％以下と焼土ブロック0．5～2cmを所々に含む  
7．黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～5mmを1％以下と炭化物粒を所々に含む  
8．黄褐色土層 締まりあり、暗褐色土、白色軽石1～2ⅠⅧを所々に含み、焼土粒をわずかに含む  
9．鈍い黄褐色土層 Hr－FP5～10mmをわずかに含む  
10．鈍い黄褐色微砂層 Hr－FPO．3～1cmをわずかに含む  
11．砂礫層 0．5～10mmの小砂礫を多く含む  

t：ロ  

0  1！60  2m  

第11図 H－13・14号住居跡、カマド、W－37・38実測図  
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E．．E・   FF・   
V  「コフ‾  

P－1  P－2  

＝享＝●  ＝葺●   

‾                H－14  

0  1；30  1m  

0  1；60  H－14 P－1～4 土層注記（C～F断面）  
1．灰層  

2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、焼土ブロックを多く含む  

3．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmと暗褐色ブロック5mm程を所々に含む  

G．竺二60m  60n  ＿G・ H  ＿H・  

‾鷲ヲ、‾‾ 一項‾  

H－14カマド土層注記（H～G断面）  
1．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmを1％以下含み、焼土、炭化物粒を所々に含む  
2．褐色土層 締まりあり、焼土ブロックを多く含み、わずかに炭化物、白色軽石1～2mⅢを含む  
3．焼土ブロック、灰、炭化物の浪士層  

4．灰層 廃土、炭化物粒を含む  

5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、わずかに焼土粒を含む  

A．ヱむ60m  
－－－－一一 A●  

5  P－1  p－2  

・ cc・DD・  3  

76．60m  
B ●－  ーーー・B■  ア   「汀  

H－15土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下と炭化物を所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒を1％以下とHr－FP3～5mⅢを所々に含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mと焼土、炭化物粒を所々に含む  
4．鈍い黄褐色土層 炭化物を多く含む  

5．黒褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒を1％以上とAs－C軽石わずかに含む   

H－15 P－1～2 土層注記（C～D断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、Hr－FPl～2mをわずかに含み、暗褐色土層ブロックを所々に含む  
2．暗褐色土層 締まりあり、明黄褐色砂質土層を含む   

50m  
G 

J生50m    ＿G・   H．ヱ竪    ＿H・  

【Ⅰ】  

0  1！60  2m  

60m  76.60m 
E  ＿E・   F  

H－15カマド土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下と焼土、炭化物粒を所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 焼土、灰、炭化物を多く含む  

3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1mmを所々に含み、わずかに炭化物粒を含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1mmをわずかに含む  
5．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを含み、わずかに焼土粒を含む  
6．黒褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石2～3mⅢを1％以下含む  

→A・ B一三む70m  ＿B  

‾∈≡三；］  

【D  

P－1  

・ cc・  
↓  

H－16土層注記（A～B断面）  
1．灰黄褐色土層（現耕作土）  
2．鈍い黄褐色土層 客土、カタランされ機械痕がある  
3．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、わずかに炭化物粒を含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、わずかに焼土、炭化物を含む  
5．褐色土層 締まりあり、黒褐色粘質土（As－C軽石粒を含む）と明黄褐色砂質土を含む  
6．鈍い黄褐色砂質土層 As－B軽石を多く含み、わずかに3層をブロック状に含む  
7．鈍い黄褐色土層 締まりあり、6層をわずかに含み、炭化物を含む  

H－16 P－1土層注記（C－C’断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、わずかに焼土、炭化物を含む  

第12図 H－14～16号住居跡、カマド実測図  
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OO爪  
D．  一D・  

5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、   
わずかに焼土、炭化物を含む  

6．褐色土層 締まりややあり 焼土、炭化物を全体に含む  

7．焼土と灰層の浪士層 ラミナ状に堆積している  
8．焼土層  

9．暗褐色土層  

H－16カマド土層注記（D－D′断面）  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．鈍い黄褐色土層 客土、カタランされ機械痕がある  

3．鈍い黄褐色砂質土層 As－B軽石を多く含み、わずかに3層をブロッ   
ク状に含む  

4．鈍い黄褐色土層 締まりあり、6層をわずかに含み、炭化物を含む  
P－1  

・ cc・  
‾‾⊂亡：r   

P－2  

・6 
D．．D・  

2＿京こ2  

A．ヱむ70m  
l  ＿A・  

H一頭 ≡≡ヲ 

8ヱむ70m l  

4  2   

H－17土層注記（A～B断面）  
1．褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、黒褐色粘質土（As－C軽石粒含む）ブロッ   
ク、炭化物粒、As－B軽石ブロック、白色軽石2～3皿を所々に含む  

2．褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、黒褐色粘質土を1層より多く含み、白色   
軽石1～2mmを1％以下と炭化物をわずかに含む  
3．褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石1～2mをわずかに含む  
4．褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、明黄褐色砂質土をブロック状に含み、白  
色軽石1～2mmをわずかに含む  
5．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりなし、現耕作土  

H－17 P－1～2 土層注記（C～D断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、わずかに焼土ブロック2～5mmと暗褐色土ブロック0．5～1cmを含む  
2．鈍い黄褐色土層 焼土と暗褐色土ブロックを1層より多く含む  

凸  H－18  

1；60  2m  

＝二三  

H－17カマド土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mを所々に含み、わずかに焼土粒を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土、炭化物粒を所々に含む  

4．焼土ブロックと灰の混土層  

5．灰層 わずかに焼土粒を含む  

6．鈍い黄褐色土層 わずかに灰と焼土ブロックを含む  

F ●－  

【n  

m  カ ク ラ ン  

ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー  

第13図 H－16～18号住居跡、カマド実測図  
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フ丁  
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H－18土層注記（A～B断面）  
1．灰黄褐色土層 締まりあり、  

2．灰黄褐色土層 粘性ややあり  

3．灰黄褐色土層 粘性ややあり  

4．灰黄褐色土層 粘性ややあり  

5．褐色土層 粘性、締まりあり  

6．褐色土層 粘性、締まりあり  

76．60巾  
C ●－  

白色軽石1～2mmを1％含み、炭化物粒をわずかに含む  
、締まりあり、白色軽石1～3mmを1％以下含み、焼土、炭化物粒をわかに含む  
、白色軽石1～3mmを1％と炭化物粒を所々に含む  
、白色軽石1～2mmと炭化物を所々に含み、As－C軽石2～3mmをわずかに含む  
、白色軽石1～2mmを1％以下と炭化物、焼土粒を所々に含む  
、炭化物と灰を含み、白色軽石粒、As－C軽石粒2～3mmをわずかに含む  

76．60爪              一・・・・・・－－● C －  D ●－  
一・・・・・・・・・・・・－・D，  

0  1；30  1m  

ーー・・・・－→ C －  

H－18カマド土層注記（C～D断面）  
1．褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを所々に含み、小礫3～5mⅢをわずかに含む  
2．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを所々に含み、わずかに炭化物粒を含む  
3．褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを1％含み、焼土、炭化物粒を含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土ブロック0．5～1cmを多く含み、所々に炭化物を含む  

5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、わずかに焼土粒を含む  

D－1   

C 

76・70爪  －C・ ≒轟戸  

76．80m  
β ＝＋  P－2   

76．40爪  
E・－・・・一一 E▼   

‾ヽ＿」  

P－1  

・ DD・   
「こ王7‾‾  

H－19土層注記（A～B断面）  
1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．鈍い黄橙色土層  

3．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mを1％含み、炭化物粒を含む  
4．褐色土層 締まりあり、黒色灰、炭化物、焼土粒をわずかに含む  

5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－B軽石を20％以上含み、3層も含む  
6．暗褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石1～2mmを所々と炭化物粒を含む  
7．暗褐色土層 粘性ややあり、灰を多く含み、炭化物もわずかに含む  

8．褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、自軽石粒1m、炭化物0．5～1cmを所々に含む   

H－19 P－1土層注記（D－D′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり わずかに炭化物を含む   

H－19D－1土層注記（C－C′断面）  
1．褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下と焼土、炭化物粒を所々に含む  
2．褐色土層と黒色灰層の混土層炭化物を含む  

3．褐色土層 締まりややあり、炭化物を所々に含む  

4．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、遺物片、炭化物をわずかに含む  

0  1‡60  2m  

76．70m  
F・－   －・・・・・・・・・－・・・－● F●  

Hヱむ70m  

H－19カマド土層注記（F・H断面）  

1．褐色土層 締まりあり、白色軽石粒を所々に含み、焼土、炭化物粒をわずかに含む  

2．褐色土層 締まりあり、白色軽石粒2～3mmを所々に含み、焼土、炭化物粒をわずかに含む  
3．黒色灰層  

4．灰白色灰層  

5．褐色土層白色軽石粒と灰、焼土粒をわずかに含む  

70爪  
G．  ＿．．．．．．．．．．．．．．．．＿G■  

0  1！50  

第14図 Ht18・19号住居跡、カマド実測図  
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0  1：60  2m  

H－20・21土層注記（A～B断面）  

1．鈍V）黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％含み、炭  
化物粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmを1％以上を含  
み、炭化物3～5m皿を所々に含む  

H－21  

焼土ブロック 3．暗褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mを1％以下含み、わ  

カクラン  

ずかに炭化物粒を含む  
4．鈍い費褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを所々に含み、   

細砂を含む（As－B軽石粒）  

5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石2～5mを1％以下含み、  
炭化物を所々に含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmを1％以下含む  
7．黒褐色土層 締まりあり、As－C軽石2～3mmを1％含む   

H－20 P－1土層注記（D－D′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 灰を多く含み、焼土、炭化物を含む  

2．鈍い黄褐色土層 焼土を多く含み、灰を含む  

60m  60m  
Eニ  →E・ F一  

こ－き妻戸  

Gヱ60m  
焼土プロ、yク  －G・  

tノ璧土ブ。ック  
H－20カマド土層注記（E～F断面）  
1．褐色土層 白色軽石1mm所々に含み、わずかに炭化物を含む  
2．褐色土層 灰を多く含み、焼土ブロックを多く含む  

3．褐色土層 焼土ブロックを多く含み、灰、炭化物を含む  

4．灰層 焼土、炭化物を所々に含む  

5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒をわずかに含み、焼土粒を所々に含む  

tコ】  

H－21土層注記（A～B断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3皿を1％含み、細砂を多く含む（As－B軽石）  
2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、焼土、炭化物粒を所々に含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、焼土、灰、炭化物粒を所々に含む  
4．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、焼土、炭化物、明黄褐色粘土0．5～1cmを所々に含む  
5．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、炭化物、焼土、灰を多く含み、所々に明黄褐色粘土粒と白色軽石1～2mmを含む  

第15図 H－20・21号住居跡、カマド実測図  
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く1－・β■  

H－22土層注記（A～B断面）  
1．灰黄褐色土層（客土）  

2．暗褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒を含む  

3．暗褐色土層 粘性ややあり、白色軽石1～3mⅢを1％とHr－FPO．5～1．5cm  
を所々に含み、炭化物粒をわずかに含む  

4．暗褐色土層 粘性ややあり、白色軽石粒を1％以下含み、焼土、炭化物粒  
を含む  

5．黒褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石2～3mmをわずかに含み、1層  
をブロック状に含む  

【D  

H－22 P－1土層注記（C－C′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物粒を含む  

P－1  

76．40m C ●一  一一一  C■   

「＝＝＝芦7‾  

D－1  D－2  
D D’E E■  

H－22D－1土層注記（D－D′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、焼土、炭化物を所々に含み、わずかに明黄褐色砂質土粒を含む   

H－22D－2 土層注記（E－E′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土ブロックを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土ブロックを1層より多く含む  

0  1！60  

H－22 右  

76．701れ  
H －  

70m  
l  ＿→■・  

J  
・・－●H●  

下．ケ  

J 

ヱむ60m     ＿J・ ＼）′  

76．60m  
K ●－  

H－22右カマド土層注記（F～G断面）  
1．灰黄褐色土層 カタラン土層  

2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土、炭化物粒をわずかに含み、土器片を含む  

3．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物、灰を含む浪士層  

4．灰層 焼土、炭化物を含む  

5．焼土ブロック層  

6．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを含む  

76．70m  
M ●－  

H－22左カマド土層注記（L～M断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmを1％以下含み、焼土、炭化物を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土ブロックを多く含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土、灰、炭化物を含む  
4．灰層 焼土、炭化物を多く含む  
5．灰黄褐色土層 締まりあり、焼土粒をわずかに含む  
6．褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを含み、焼土、炭化物を所々に含む  
7．褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを1％以下含み、焼土、炭化物をわずかに含む  
8．暗褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを所々に含み、わずかに焼土粒を含む  
9．鈍い黄褐色土層 白色軽石1～2mmを所々に含み、わずかに焼土粒を含む  

0  1；30  1m  

第16図 H－22号住居跡、声マド実測図  
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P－1  

76．30m  
C ●－ －・・・・→ C’  

で乙2  
一・・・・・一一 A■  

1m  0  1！50  

H－23土層注記（A～B断面）  
1．褐色土層 締まりややあり、白色軽石3mmを所々に含み、細砂を含む  
2．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mⅢを1％含み、明黄褐色砂質土を全体に含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、明黄褐色粘土をブロック状に含む  

2記 
zd－－－ト冒二㌫ニ姦褐色土と明黄褐色砂質土を所々に含む  

2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、暗褐色土と明黄褐色砂質土を1層より多く含む  

H－23カマド土層注記（D～E断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mmを1％以下含み、焼土、炭化物を所々含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、焼土粒と明黄褐色砂質土粒を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりあり、焼土、炭化物を所々に含み、明黄褐色砂質土粒を含む  
4．灰層 焼土、炭化物を含む  
5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土を全体に含む  
6．鈍い黄褐色土層 焼土ブロック1～2mを多く含む  

H－54  

P－5  

t⊃  

76．601¶  
B ●－  －・B，  p－1  p－2  

76．50m  ・ D－→D・EE・  
‾琶ア ‾覧宮  76．60m  

C ●－  ＿＿＿＿＿● C■   

P－3  

76．50m  
F・－ ・・・・・・・・・一 F●   

±㌻三  

H－54・24北壁土層注記（A－A′断面）  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  
2．明黄褐色砂質土層 As－B軽石を5％、灰黄褐色土層を含む  

0  1‡60  

3．As－B軽石と2層を含む浪士層  
4．As－B軽石層 紫色の灰層ブロックを含む  
5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％、細砂、炭化物を含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mを1％以下含み、炭化物を所々に含む  
7．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以と細砂を含む  
8．褐色土層 締まりあり、白色軽石1mmを1％以下含み、暗褐色土ブロックを所々に含む  

H－24土層注記（B～C断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～21Ⅷを1％含み、細砂、炭化物を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、炭化物を所々に含む  
3．鈍い黄褐色土層と明黄褐色砂質土の混土層  
4．鈍い黄褐色土層 白色軽石1～2mmと炭化物を所々に含む  

H－54P－1土層注記（D－D′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、暗褐色土ブロックと炭化物をわずかに含む  
2．鈍い黄褐色土層 炭化物とわずかに明黄褐色砂質土粒を含む  

H－54P－2・3 土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、As－C軽石1～3mmを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土粒とAs－C軽石2～3mmをわずかに含む  

G竺葺壷訂二 一－・－－一  

G■  
1  －－－・・－・H●  

H－24カマド土層注記（G～H断面）  
1．焼土ブロック  
2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、焼土、炭化物粒を含む  
3．鈍い黄褐色土層 わずかに焼土粒、炭化物を含む  
4．鈍い黄褐色土層 わずかに炭化物粒を含む  
5．鈍い貴褐色土層 締まりあり、明黄褐色砂質土粒と炭化物、焼土粒を含む  

0  1；50  

第17図 H－23・24・54号住居跡、カマド実測図  
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ー＝1車軒■■  
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H－54カマド土層注記（Ⅰ・J断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土粒と炭化物を所々に含む  

2．鈍い黄褐色土層 焼土ブロックと灰、炭化物を多く含む  

3．灰層 焼土を含む  
4．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物、灰をわずかに含む  

P－1  

60m   ・ 
B   －B・  。c・  

旦 コ  、∇7‾  
7  

H－25土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  
2．明褐色砂質土層 細砂を多く含み、わずかに小礫3～5mmを含む  
3．2層とAs－B軽石の混土層  
4．褐色土層 As－B軽石を10％含み、小礫3～5mmを所々に含む  
5．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを所々に含み、遺物粒も含む  
6．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを所々に含み、わずかに炭化物、焼土粒を含む  
7．暗褐色土層 明黄褐色砂質土をわずかに含み、As－C軽石2～3mを所々に含む地山  

H－25P－1土層注記（C－C′断面）  
A l．暗褐色土層 締まりあり、わずかにAs－C軽石1～2mと炭化物粒を含む  

A
 
 

ロコ   

N
斗
T
 
 

2m  A  0  1；60  
76．70m  

76．70m  
B ＝＋  

H－26土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  

2．明褐色砂質土層 As－B軽石を30％含む  
3．鈍い黄褐色土層 白色軽石2～3mmを所々に含み、細砂を含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを所々に含み、わずかに明黄褐色砂質土粒を含む  
5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％含み、所々に焼土、炭化物粒を含む  
6．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物をブロック状に含む  

【p  

76．50m  
A ●－  ～

 ♂
ハ
ナ
 
 

50m  
B．  

2  

P－2  

DJ竺・4吐．D・  

「∃召ここ2  

P－1  

76．40m C ●－ －－－－● C■ ‾で葬  
H－27土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、  
わずかに明黄褐色砂質土を含む  

2．鈍い黄褐色土層 締まりあり、明黄褐色砂質土をわずかに含み、焼土粒  
を所々に含む  

3．鈍い黄褐色土層 細砂と明黄褐色砂質土を含む  
4．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを多く含み、わずかに炭化物  
を含む   

H－27P－1・2 土層注記（C～D断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、軽石粒と明黄褐色砂質土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土粒を1層より多く含む  0  1；60  

第18図 H－25～27・54号住居跡、カマド実測図  
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H－27カマド土層注記（E′－F断面）  

1．鈍い黄褐色土層 細砂を多く含み、わずかに焼土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 細砂を含み、焼土ブロック0．5～1cmを多く含み、灰も含む  
3．鈍い黄褐色土層 細砂を含み、焼土粒とわずかに灰を含む  
4．鈍い黄褐色土層 細砂を含み、焼土粒をわずかに含む  
5．焼土ブロック  

6．鈍い黄褐色土層焼土粒をわずかに含む  

1；30  1m  

76．50m  
B ●－  －● B’   

…   

L w－41」  

H－28土層注記（A～B断面）  
1．灰黄褐色土層（現耕作土）  
2．明褐色砂質土層 As－B軽石を含む   
3．As－B軽石層  

4．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mⅢを1％以下含み、As－B軽石を所々に含む  
5．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1mを所々に含む  
6．褐色土層 白色軽石1～2mⅢを所々と細砂を含む  
7．褐色土層 Hr－FPO．5～1cmをわずかに含み、細砂を多く含む  
8．褐色微砂層 所々に炭化物0．5～1cmを含む  

A
 
 

B■  

H－29土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄橙色土層（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 細砂を含む（客土）  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを1％以下含み、所々に炭化物、遺物粒含む  
5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石粒とわずかに明黄褐色砂質土粒を含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりあり、Hr－FP2～3mmを所々に含み、わずかに炭化物を含む  
7．灰黄褐色砂質土層  

76．40m  
C ●－  1・－－－一一 C’  

H－29カマド土層注記（C－C′断面）  

1．焼土、灰の浪士層  

2．鈍い黄褐色土層 灰と焼土を含む  

3．W－51の覆土  
＋」  
W－51  

1；30  1m  

P－1 P－2 D－1  
50m  讐・モ℡ 竺・聖 

B．  →B・c c・D D・E．薫・3吐－．E・  

で蚕室⊆ 
「冒  訂 モ訂  

H－30土層注記（A′〉B断面）  

1．鈍い褐色土層（現耕作土）  
2．明褐色砂質土層 As－B軽石を1％以上含む  
3．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以上含み、炭化物と遺物粒を所々に含む  
4．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％とわずかに小礫、炭化物を含む  
5．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1mmと炭化物、焼土粒を所々に含む  
6．鈍い黄褐色土層 細砂を多く含み、白色軽石1～2mと炭化物をわずかに含む  
7．明黄褐色砂質土ブロック  

8．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土プロツタを多く含む  
9．褐色土層 締まりあり、白色軽石を含み、明黄褐色砂質ブロックを含む   

Hr30P－1・2 土層注記（C～D断面）  
1．鈍い黄褐色土層 細砂と明黄褐色砂質土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層1層より明黄褐色砂質土粒を多く含む   

H－30D－1土層注記（E－E′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石1～2mを所々に含み、わずかに炭化物を含む  
2．鈍い黄褐色土層1層より炭化物を多く含み、明黄褐色砂質土を全体に含む  

1  

76．60mA  

0  1！60  2m  
第19図 H－27～30号住居跡、カマド、W－41・50・51実測図  
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H－31土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  

2．鈍い黄褐色砂質土層 明黄褐色砂質土とAs－B軽石をブロック状に含む  
3．褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％含み、わずかに炭化物を含む  
4．褐色土層 白色軽石1～5mmを1％以下と焼土、炭化物を所々に含む  
5．暗褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mを1％含み、焼土、炭化物粒を多く含む  
6．暗褐色土層 白色軽石1～2mを1％以下含み、わずかに焼土粒を含む  
7．明黄褐色砂質土ブロック  

8．暗褐色土層 締まりあり、わずかに軽石粒1～3mmを含む   

H－31P－1土層注記（C－C′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土層を含む   

H－31D－1土層注記（D－D′断面）  
1．暗褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒を所々に含み、明黄褐色砂質土層を含む  

2．暗褐色土層 明黄褐色砂質土を多く含む  

3．鈍い黄褐色土層 わずかに明黄褐色砂質土を含む  P－1  D－1  

A．三至メOm  ・4  
＿A・c（用．＿空 ‾A’c’D 

t】】  

0  1；60  2m  

N
む
一
1
T
 
 

竺聖空夕 哲C毒家D■  

3  

Om  
A・B・  ・・・・・・・・・・－・B，  

0  1：60  2m  

H－32土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3m皿を所々に含み、焼土粒も含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mmを1％以下含み、焼土、炭化物粒を含む  
3．明黄褐色砂質土ブロック層 軽石を含む  

4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを1％以下含み、明黄褐色砂質土粒を含む   

H－32 P－1土層注記（C－C′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、Hr－FP2～3m皿をわずかに含み、明黄褐色砂質土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロック全体に含む   

H－32D－1土層注記（D－D′断面）  
1．暗褐色土層 焼土、炭化物、灰をわずかに含み、明黄褐色砂質土粒を含む  

2．鈍い費褐色土層 焼土、灰を多く含む  

3．灰層  
4．鈍い黄褐色土層 わずかに焼土粒を含む  

二  

【p  

N  

E・ヱ竺jO爪  一E・ 「≡≡クーー  

1；30  1m  

H－32カマド土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを所々に含み、  
わずかに焼土、炭化物、灰を含む  

2．鈍い黄褐色土層 わずかに焼土粒、灰を含み、軽石粒、細砂も含む  

A．ヱむ60m  

60m  
β．  l  

H－33土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mを1％含み、焼土粒を所々  
に含む  

2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～3mmを1％と焼土、炭化物粒  
を所々にを含む  

3．鈍い費褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下と焼土、炭化  
物粒と明黄褐色砂質土を含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～5mと明黄褐色砂質土を所々  
に含む  

5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、灰と焼土を含む  

6．焼土ブロック層 灰を含む  

7．暗褐色土層 締まりあり、As－C軽石3～5mmをわずかに含む  
8．褐色土層 締まりややあり、自軽石粒1′－2mmをわずかに含む  

ロ】  

0  1！60  2m  

第20図 H－31～33号住居跡、カマド実測図  
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H－33 P－1土層注記（C－C′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 As－C軽石1～2mmを1％以下含み、わずかに明黄褐色砂質土ブロックを含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土を所々に含み、As－C軽石1～2mmをわずかに含む   

H－33D－1土層注記（D－D′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 As－C軽石2～3mmを1％以下含み、灰、焼土、炭化物と明黄褐色砂質土ブロックを含む  
2．鈍い黄褐色土層 AsLC軽石1～2mmをわずかに含み、焼土、炭化物を含む  
3．鈍い黄褐色土層 灰、焼土を多く含む  

D－1  

76.40m 
D．一  ＿D・  
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モ 

P－1  
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H－33D－2 土層注記（E－E′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～5mmを1％以下含み、明黄褐色砂質土粒、細砂を含む  

Fヱ至二60m  →F・  60m  G．  

H－55 B，  H－54  

P－1  

76．40m   
D ●一 一一一 D■  
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1；60  2m  
l旦  廿づ5  l－H－34－l o  

H－34・55土層注記（A～C断面）  

1．鈍い褐色土層（現耕作土）  

2．鈍い費橙色砂質土層 As－B軽石を1％以上含む  
3．鈍い黄褐色砂質土層 As－B軽石を多く含む  
4．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石1～2mmを1％含み、所々にHr－FP2～3mmを含む  
5．暗褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを1％含み、小礫、炭化物をわずかに含む  
6．暗褐色土層 締まりなく、As－C軽石2～3mmを所に含む  
7．鈍い黄褐色土層 締まりなく、As－C軽石2～3mmを1％含み、細砂も含む  
8．鈍い黄褐色土層 締まりなく、As－C軽石2～3mmを1％以下含み、わずかに炭化物を含む  
9．鈍い黄褐色砂質土層 細砂と白色軽石1mⅢを多く含む  

10．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石1～2mを1％とAs－C軽石2～3mmを所々に含み、明黄褐色砂質土、  
焼土ブロックを含む  

11．明黄褐色土層 白色軽石1′－2ⅠⅧを所々に含む  

12．明黄褐色土層 暗褐色土層をわずかに含む  

13．明黄褐色砂質土ブロック   

H－55 P－1土層注記（D－D′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりなく Hr－FP3～5mmと明黄褐色砂質土層ブロック0．5～1cmを所々に含む  
76．60m  6  

C ●－  
－－・・－・－● C■  

Bヱむ60m  

H－58  H－36  

H－35・36土層注記（A～C断面）   

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、細砂とHr－FP3～5mmを所々に含む  

C 3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mを1％以下含み、  
所々に明費褐色砂質土ブロックを含む  

S 4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを1％以下含み、  
焼土、炭化物粒を所々に含む  
5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2皿mを所々に含む  
6．暗褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒を所々に含む  
7．暗褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2mmを所々に含む  
8．暗褐色土層 焼土ブロックと灰を含む  
9．暗褐色土層 灰ブロックと焼土ブロックを含む   
10．暗褐色土層と灰、焼土の混土層   
11．暗褐色土層 締まりややあり、焼土粒と明黄褐色砂質土ブロックを含み、  
As－C軽石2～3mmを所々に含む   

12．暗褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％含み、わずかに明黄     褐色砂質土粒を含む  

第21図 H－33～36・38・55号住居跡、カマド実測図  
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H－35P－1土層注記（D－D′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 わずかにAsrC軽石1～2mmを含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、黒色土層と明黄褐色砂質土を所々に含む  

H－35Drl・2 土層注記（E－E′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 細砂を含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックと焼土、炭化物を含む  
3．鈍い黄褐色土層 焼土粒と明黄褐色砂質土ブロックをわずかに含む  
4．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを多く含み、わずかに炭化物を含む  
5．鈍い黄褐色土層 細砂を含み、明黄褐色砂質土を所々に含む  
6．明黄褐色砂質土層   

H－36D－1土層注記（F－F′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりなく、Hr－FP2～3mを1％以下含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりなく、Hr－FP2～3mmを1％以下み焼土粒をわずかに含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりなく、明黄褐色砂質土粒を含む  
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H－36カマド土層注記（Ⅰ～J断面）  

1．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物をわずかに含む  
2．鈍い黄褐色土層 焼土ブロックを多く含む  
3．鈍い黄褐色土層 焼土ブロック3～5mmを所々に含む  
4．灰層 焼土、炭化物を含む  
5．鈍い黄褐色土層と灰、焼土合む浪士層  

H－35カマド土層注記（G～H断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％含み、わずかに炭化物を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mを所々に含み、わずか焼土、炭化物を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土、炭化物粒を所々に含む  
4．灰層 焼土、炭化物を含む  
5．焼土ブロック  

1  H－57  

Bヱむ60m  

P－1  P－2  

CC’ 
D一  

H－37土層注記（A～B断面）  
1．明黄褐色砂質土層  
2．鈍い黄褐色土層 わずかにAs－C軽石1～2mmを含む  
3．1、2層の浪士層   

H－37P－1土層注記（C－C′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 As－C軽石1～2mをわずかに含む  
2．明費褐色砂質土層   

Hr37Pr2 土層注記（D－D′断面）  
1．暗褐色土層 わずかに軽石粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土粒を含む  
3．明費褐色粘土ブロック 焼土、炭化物をわずかに含む  

60m  
F・  

76.60m E二  ＿E・  
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H－37カマド土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物、灰を含む  

2．灰層 焼土をわずかに含む  

3．明黄褐色粘土ブロック  

4．焼土ブロック  

5．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物を含む  
0  1：30  

第22図 H－35～37・51号住居跡、カマド実測図  
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H－38土層注記（A～B断面）  
1・鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～3mmを1％とわずかに明黄褐色砂質土粒   
を含み、炭化物も所々に含む  

2・鈍い黄褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土粒とAs－C軽石2～3mmを所々に含む  
3・鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを1％以下含み、明黄褐色砂質土粒  
をわずかに含む  
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76．50m  
D ＝＋   
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H－38カマド土層注記（C～D断面）  

1；30  1m  

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒、  
2．鈍い黄褐色土層 焼土2～5mmと灰を所々に含む  
3．鈍い黄褐色土層 わずかに焼土粒を含む  
4．灰層 炭化物を含む  

5．鈍い黄褐色土層 わずかに灰と炭化物を含む  
6．明黄褐色砂質土層  
7．鈍い黄褐色土層 焼土ブロックと炭化物を含む  
8．鈍い黄褐色土層 わずかに炭化物粒、灰を含む  

炭化物をわずかに含む  

p＿1   60m  
B  

－－一一● B■  

76．40m  
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D  

D－1－2  

H－39土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 焼土粒、軽石粒を所々に含む  

1；60  2m  
l】〕  

2・鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土粒とAs－C軽石2～3mmを所々に含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土ブロックを所々に含む  
4．鈍い黄褐色土層 灰、廃土ブロックを多く含む  
5・鈍い黄褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土ブロックを所々に含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土を多く含む  

H－39P－1土層注記（C－C′断面）  

1．黒褐色土層 As－C軽石1～2皿を所々に含む  
2・黒褐色土層 炭化物を所々に含み、明黄褐色砂質土ブロック0．5～1cmをわずかに含  
む  

3．明黄褐色砂質土層 軽石粒を含む   

H－39DLl土層注記（D－D′断面）  

1．暗褐色土層 焼土、炭化物、明黄褐色砂質土層を全体含む  
2・暗褐色土層 明黄褐色砂質土ブロック0．5～1cmを所々に含み、炭化物0．5～1。mを  
わずかに含む  

3・暗褐色土層 As－C軽石1～2mⅢと明黄褐色砂質土ブロック1～2cmを所々に含む  

H－39カマド土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物を所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 焼土を所々に含み、わずかに炭化物を含む  
3．鈍い黄褐色土層 焼土3～5mmを所々に含み、灰を含む  
4．鈍い黄褐色土層と焼土を多く含む浪士層灰を含む  
5．焼土ブロック層  

6．灰層 焼土ブロックを含む  

7．暗褐色土層 わずかに炭化物を含み、明黄褐色砂質粒を含む  
8．焼土ブロックと灰をわずかに含む浪士層  

76．60m  
F ●－  

1；30  1m  

第23図 H－35・36・38～40号住居跡、カマド実測図  
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C完宣言C■           2  

76．60m  
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H－40土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり  

土ブロックをわずかに含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり  

3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり  

をわずかに含み、細砂も含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり  

～3mⅢを含む  

H－40  

白色軽石2～3mを1％以下含み、細砂と明黄褐色砂質   

白色軽石2～3mを1％以下含み、炭化物、細砂を含む  
白色軽石1～2mmを1％以下と明黄褐色砂質土ブロック   

明黄褐色砂質土、焼土粒を含み、わずかにAs－C軽石2  

5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを所々に含み、焼土、炭化物も含む  
6．暗褐色土層 明黄褐色砂質土層を含む   

H－40 P－1土層注記（C－C′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりなく、明黄褐色砂質土粒とAs－C軽石1～2mⅢをわずかに含  
む  

2．鈍い費褐色土層 締まりややあり、軽石粒をわずかに含む  

匂   

0  1；60  2m  

76．60m  
・・・・・・・・・・・・・一一 D■    E ●－  

H－40カマド土層注記（D～E断面）  
1．鈍い黄褐色土層  

2．鈍い費褐色土層  

3．鈍い黄褐色土層  

4．焼土、灰の浪士層  

5．鈍い黄褐色土層  

6．鈍い黄褐色土層  

7．鈍い黄褐色土層  

8．鈍い黄褐色土層  

9．焼土ブロック  

細砂と白色軽石2′～3mを1％以下含む  
締まりややあり、As－C軽石1％以下と、焼土、炭化物をわずかに含む  

締まりややあり、As－C軽石2～3mmを所々に含み、焼土を含む   

細砂と軽石粒を含む  
明黄褐色砂質土ブロックを含む  
明黄褐色砂質土ブロックを多く含む  
As－C軽石2～3mmを1％以下含み、焼土、炭化物を含む  

0  1；30  1m  

70m  
A・  l  

H－42  

・70m  76.70m 
B  ＿B・c  

H－41・42土層注記（A～C断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、わずかに明  
黄褐色砂質土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下を含み、所々にAs  
－C軽石2mmとわずか浅黄色粘土を含む  

3．暗褐色土層 締まりややあり、わずかに軽石粒を含む  

4．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを含む  

5．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを多く含む  

6．鈍い黄褐色土層 焼土、灰、浅黄色粘土を含む  

7．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、焼土、灰を所々に含む  

8．灰層 焼土粒を含む  

9．暗褐色土層 締まりややあり、わずかに白色軽石粒を含む   

H－42 P－1土層注記（D－D′断面）  
1．鈍い褐色土層 締まりなく、明黄褐色砂質土粒をわずかに含む   

H－42 P－2 土層注記（E－E′断面）  

1．暗褐色土層 締まりあり、白色軽石粒を所々に含む  

2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土粒を含む   

H－42D－1土層注記（F－F′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりなく、明費褐色砂質土層を所々に含む  

2．暗褐色土層 締まりなく、Hr－FP2～3mを所々に含み、細砂も含む  
3．暗褐色土層 締まりなく、明黄褐色砂質土層ブロックを含む  

4．暗褐色土層 締まりなく、明黄褐色砂質土層ブロックを含み、炭化物を含む  

D－1  

76．50m F ●－  ・・・－－－一一  F■   

乙・■土工l三  

P－1   
76．40爪  
D ●－・一一 D’   

「テr  

P－2  

76．50m E・一 一－→  E■  

汽  
0  1王60  2m  

第24図 H－40～42号住居跡、カマド実測図  
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70m  ＿．l・  

巨；…夢「‾  

H－41カマド土層注記（G～H断面）  
1．灰と浅黄色粘土ブロック、焼土を含む混土層  

2．暗褐色土層 締まりなく、灰と浅黄色粘土ブロックを含む  

3．灰層  

4．暗黄色土層 わずかに灰と炭化物を含む  

H－42カマド住居土層注記3、6、7、8層参照  

0  1：30  1m  

5 4  

B－  
76・空LB・  

華  
4     6  

【p  

D－1  

76.40m 
D c- →D・  

4  

1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  

2．1層と褐色土層の浪士層 機械によるカタラン  
3．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、わずかに炭化物を含む  
4．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mを1％以下含み、わずかにAs－C軽石2～3mⅢを含む  
5．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土をブロック状に含む  

6．鈍い褐色土層 白色粘土ブロック、明黄褐色砂質土粒を含み、わずかに焼土、炭化物粒を含む  

7．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下含み、明黄褐色砂質土粒を含む   

P－1  

・ cc・   
‾’く窃  

H－43 P－1土層注記（C－C′断面）   

1．暗褐色土層 締まりややあり、炭化物4～5cmのかたまりを含む   
2．暗褐色土層 締まりややあり、わずかに炭化物粒を含む   

H－43D－1土層注記（D－D，断面）   

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2mを1％以下と明黄褐色砂質土とわずかに炭化物を含む   
2．暗褐色土層 As－C軽石2mmを所々に含む   
3．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土粒とわずかに焼土粒を含む   
4．暗褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを所々に含み、わずかに焼土粒を含む  

Eヱむ60m→E・ F．竺ゴOm  →F・  

0  1：60  2m  

野‾   H－43カマド土層注記（E～G断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、わずかに焼土、炭  

化物を含む  
2．鈍い黄褐色土層 浅黄色粘土と焼土粒を含む  

一－－－－一一G■ 3．鈍い黄褐色土層 焼土、灰、炭化物を全体に含む  76・60ml G ＝＋  

4．鈍い黄褐色土層 灰と焼土ブロックを含む  

5．鈍い黄褐色土層 焼土と浅黄色粘土を含む  

6．暗褐色土層 わずかに炭化物を含む  

7．灰層 わずかに焼土粒を含む  

8．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土、炭化物、浅   

黄色粘土ブロックを含み、Hr－FP5mmを所々に含む  
9．鈍い黄褐色土層 わずかに灰を含む  

P－†  

C2買C’  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一 A■  

－・・・・・・・→B’  p－2  

D Z旦・聖D・   

「こF  

A
 
 

H－44土層注記（A～B断面）  
1．褐色土層 締まりややあり、白色軽石2′－3粒を1％とわずかに   

As－C軽石2～3mmを所々に含む  
2．褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを所々に含み、明  
黄褐色砂質土を所々に含む  
3．褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを所々に含み、明   
黄褐色砂質土をブロック状に含む  
4．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土粒を全体に含み、わずかにAs  
－C軽石2～3mmを含む  
5．暗褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒を含む  

6．褐色土層 白色軽石粒とAs－C軽石3～5mを所々に含む  

ロ  

0  1：60  2m  

H－44 P－1・2 土層注記（C′－D断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりなく、わずかに明黄褐色砂質土を含む  
2．暗褐色土層 締まりややあり、わずかに明黄褐色砂質土粒を含む  

第25図 H－41～44号住居跡、カマド実測図  
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70m  
－→E・ F  l  － F・  

70m   
E．   

4  

H－44カマド土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土粒を含む  

2．鈍い黄褐色土層 焼土ブロック、灰、浅黄色粘土含む  

3．鈍い黄褐色土層 As－C軽石2～3mmを1％以下含み、焼土、炭化物粒を含む  
4．鈍い黄褐色土層 As－C軽石2～3mを1％以下含み、わずかに炭化物、焼土粒を含む  

A．ヱむ40m  

0  1：30  

N
」
札
「
T
 
 

76．40－¶  
C ●－  

P－1（H－45）   P－1（H－46）  D－1  

’琶  EE’ F諜F’  
D■・一 一一一 D E  

H－45  

H－45・46土層注記（A～C断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FPl～2mを1％以下含む  
2．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～5mを1％含む  
3．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを1％以下含み、わずかに炭化物  

粒を含む  
4．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～10mm程を1％以下含み、わずかに炭化  

物粒を含む  
5．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを1％と焼土粒、炭化物粒を所々  
に含む  

6．鈍い黄褐色土層 焼土ブロック灰を含む  

B’H－45P－1土層注記（DrD′断面）   

1．暗褐色土層 締まりあり、明黄褐色砂質土ブロック3～5mを所々に含む   
2．暗褐色土層 締まりあり、1層より明黄褐色砂質土を多く含む  

H－46 P－1土層注記（E－E′断面）  
1．暗褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土ブロックをわずかに含む  

H－46D－1土層注記（F－F′断面）  
1．灰層   
2．鈍い黄褐色土層 締まりなく、明黄褐色砂質土と焼土、炭化物を所々に含む  

↓
の
．
♪
○
ヨ
 
 

G
 
l
 
 

76．40m  
」・－  

H－45カマド土層注記（G～H断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FPl～3mmを1％以下含み、  
わずかに焼土粒を含む  

2．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物、灰を含む  

3．灰層 焼土粒を含む  

4．鈍い黄褐色土層 焼土粒と明黄褐色砂質土粒を含む  

5．鈍い黄褐色土層 焼土粒と鈍い黄橙色粘土ブロックを含む  

6．焼土プロツク層 わずかに鈍い黄褐色土層を含む  

H－46カマド土層注記（Ⅰ～J断面）  
1．鈍い黄褐色土層 焼土粒2～10mmを1％含み、鈍い黄穫色粘土粒を1％含む  
2．鈍い黄褐色土層 焼土ブロックを10％以上含む  

3．黒色灰層 焼土粒を含む  

4．灰層 焼土、鈍い費橙色粘粒を含む  

5．鈍い黄褐色土層 焼土、灰を含む  

6．鈍い黄褐色土層 わずかに焼土粒と鈍い黄橙色粘土粒を含む  

第26図 H－44～46号住居跡、カマド、W－61実測図  
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t：ロ  

＝宣∵≡・  
E  

C◎丁ノ  
P－1  H－47  

三  ニ←；ニー  

P－1  D－1  

AP  C竺・空でc・D・ヱむ50m →D・  
A こ＋  

‾てて   、ヽミ喜≡考；  
H－47P－1土層注記（C－C′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを所々に含む  

H－47D－1土層注記（D－D，断面）  
1．鈍い黄褐色土層 焼土粒と明黄褐色砂質土ブロックを含む  

2．鈍い黄褐色土層 焼土3～5mⅢを全体に含み、灰も含む  
3．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを多く含み、わずかに焼土、灰を含む  

H－47D－2 土層注記（E－E′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりなく、As－C軽石2～3mmを所々に含み、明黄褐色砂質土   
粒とわずかに炭化物を含む  
2．1層より炭化物を多く含む  

3．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを多く含む  

1：60  2m  

H－47土層注記（A～B断面）  
1．褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2爪mを1％以上含み、細砂を多く含む  
2．褐色土層 締まりあり、As－C軽石2～3mmを所々に含み、焼土、炭化物粒をわずかに含む  
3．褐色土層 締まりあり、As－C軽石2～3mと明黄褐色砂質土ブロックを所々に含む  
4．鈍い黄褐色土層 白色軽石1～2mmを所々に含み、わずかに明黄褐色砂質土を含む  
5．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土を多く含み、わずかに焼土、炭化物粒を含む  

Fヱむ60m  →F・  GJ旦二 76． 60m  －・・・・・・・・・・・・・・・・・一 G■  

H－47カマド土層注記（F・H断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石1～2mmを所々に含み、わずかに焼土、炭化物粒を含む  
2．暗褐色土層 As－C軽石1～2mmを所々に含み、わずかに焼土ブロック0．5～1cmを含む  
3．灰層 焼土プロツ0．5～1cmを多く含む  
4．暗褐色土層 わずかに焼土粒を含む  

1：50  1m  

P－1  

76．50m  
C・－ ・・・・・・・－・一 C’   

匝‾  

P－2  

D琴D■  

P－5   

76．50rn  
E●－ －－・E■  

て号  

B空 B’  

H－48土層注記（A～B断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％含み、  
細砂も含む  5  

H－48  ●   2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1mmを所々に含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを所々に含み、   
明黄褐色砂質土粒を含む  

4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1mmを所々に含み、わ   
ずかに炭化物、明黄褐色砂質土粒を含む  
5．明黄褐色砂質土と鈍い黄褐色土層の浪士層 わずかに焼土粒を含む  
6．暗褐色土層 As－C軽石粒と焼土粒をわずかに含む  

‾‾ニーj B′  

H－48P－1土層注記（CTC′断面）  Hr48P－2土層注記（D＋D′断面）  
1．鈍Vゝ黄褐色土層 締まりなく、明黄褐色砂質土 1．鈍い黄褐色土層 焼土ブロック3～5mmを多く含む   
ブロックを含む  2．鈍い黄褐色土層 わずか焼土ブロック3～5mを含む  

2．鈍い黄褐色土層と明黄褐色砂質土層の浪士層  3．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土と焼土をわずかに含む  

H－48 P－3 土層注記（E－E′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石粒1～2mmを含み、わずかに明黄褐色砂質土粒を含む  
2．1層より明黄褐色砂質土粒、焼土を多く含む  

70m  
G  

→G・  Fヱむ70m  →F・  

1  

■く  

1；60  2m  

記  

⊥麺撃転－一  

粘性、締まりなく、焼土ブロック0．5～1cmを所々に含む  
明黄褐色砂質土粒と焼土粒を含む  
焼土ブロック3～5mⅢと灰を所々に含む   

層  

焼土と灰、炭化物を所々に含む  
わずかに焼土粒を含む  

H－48カマド 土層注  

1．鈍い黄褐色土層  

2．鈍い黄褐色土層  

3．鈍い黄褐色土層  

4．灰と焼土の浪士  

5．鈍い黄褐色土層  

6．鈍い黄褐色土層  

7．焼土ブロック  

1；30  1m  

第27図 H－47・48号住居跡、カマド実測図  
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P－1  

76．50m C声C■  
P－2  

76．501¶  D・－ －－→  
D■  下≡7  

－●A’   H－49土層注記（A～B断面）  

1．暗褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを1％以下含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを1％以下含み、明黄褐色砂質土  
ブロックを所々に含む  

3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを所々に含み、細砂と炭化物をわ  
ずかに含む  

4．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを多く含み、Hr－FP2～3mmを含む   

H－49 P－1土層注記（C－C′断面）  
1．暗褐色土層 締まりなく、As－C軽石2～3mmと明黄褐色砂質土ブロック0．5～1cmを  
所々に含む  
2．暗褐色土層 As－C軽石2～3mmを所々に含む   

H－49 P－2 土層注記（D－D′断面）  

1．暗褐色土層 As－C軽石2～3mmを所々に含む  
2．暗褐色土層と明黄褐色砂質土層の混土層  

0  1！60  2m  

E E・  

。 

60m  
E  →E・  

H－49カマド 土層注記  

1．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～5mmと焼土ブロック5mm程を所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 わずかに灰を含む  

P－2  

76．50m   
D・一 一一一 D■   

砺‾こ  

P－3  

76．50m  
E・－  －・・・一 E■  

で才  

P－1  

C箪C’        1   

・・・・・・・・一一 B■  

76．60m  
A ＝＋  －－● A●  

60爪  
B  1  

N H－50土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを1％以下含み、細砂を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを1％以下含み、所々炭化物、細砂を含む  
3．褐色土層 締まりあり、わずかに明黄褐色砂質土を含む   

H－50 P－1土層注記（C－C′断面）  
1．暗褐色土層 粘性、締まりややあり、軽石粒と明黄褐色砂質土粒を含む   

H－50 P－2 土層注記（DLD′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、AsTC軽石1～3mmを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 As－C軽石1～3mmと明黄褐色砂質土粒を所々に含む   

H－50 P－3 土層注記（E－E′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを所々に含み、わずかに炭化物を含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロック0．5～1cmを多く含む  

Fヱむ60m  ＿．F・  

J  

ロ   

0  1！60  2m  

H－50カマド土層注記（F～G断面）  
1．暗褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmと焼土、炭化物粒を所々に含む  
2．暗褐色土層 焼土、灰、炭化物を多く含む  
3．灰層 焼土粒を含む  

4．黒褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石2～3mmを所々に含む  
5．褐色土層 締まりあり、わずかに焼土、炭化物粒を含む  
6．黒褐色土層 白色軽石粒を所々に含み、焼土、炭化物粒をわずかに含む  

第28図 H－49・50号住居跡、カマド実測図  
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H－51土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、細砂を多く含み、白色軽石2～3mmを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mⅢを1％以下と明黄褐色砂質土  
を所々含む  

3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mを1％以下と明黄褐色砂質土   
ブロックを含む  

4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、焼土、明黄褐色砂質土の混土層  
5．暗褐色土層 締まりややあり、微砂を含む  
6．暗褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土粒と軽石粒を含み、Hr－FP5mmをわず   
か含む  

c Jむ60m  
→C・  

て互奄≡㌻‾  0  1‡60  

76．60m  
D ＝＋  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一 D■  

76．60m  76．60m  
E ●－  ・・・・・－－一 E，F ●・二二二  

マド土層注記（C～D断面）  

70m  
A  

しH－5畑 」   
H－53・56土層注記（A～B断面）  

1．暗褐色土層 粘性、締まりなく、白色軽石1～2mmを1％以下とHr－FP3～5mmを含  
み、明黄褐色砂質土粒と細砂を含む  

2．暗褐色土層 Hr－FP3～5mmと炭化物を所々に含み、明黄褐色砂質土ブロックを全体に  
含む  

3．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックを全体に含み、Hr－FPO．5～1cmを所々とわ   
ずかに炭化物を含む  

4．暗褐色土層 締まりややあり、Hr－FPO．5～1cmを所々に含む  
5．暗褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～5mⅢを1％以下と遺物粒を含み、明黄褐色砂   
質土粒をわずかに含む  

6．暗褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒と明黄褐色砂質土ブロックをわずかに含む  

第29図 H－51～53・56号住居跡、カマド実測図  
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76．60m  
D ●－  －－－－－一一 D■  －● C■  

76．60m  
F ＝＋  

60爪  
E．＿  →E・  

t  
0  1！50  H－53カマド土層注記（C～D断面）  

1．鈍い貴褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒1～2mmを1％以下含み、焼土、炭化物粒をわずかに含む  
2．鈍い黄褐色土層 As－C軽石2～3mmを所々に含み、焼土、炭化物を含む  
3．鈍い黄褐色土層 焼土ブロック、灰、炭化物、鈍い黄橙色粘土ブロックを含む  

4．灰層 焼土、炭化物を含む  

5．鈍い黄褐色土層 焼土ブロックと黄橙色粘土ブロックを含む  

F． 

ヱむ50m   －F・ ＝∈蚕二  

H－56カマド 土層注記（F～G断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりなく、わずかに焼土粒と灰を含む  

2．鈍い費褐色土層 Hr－FP2～5mmを所々に含み、焼土、炭化物を含む  
3．鈍い黄褐色土層 焼土ブロック5mmを所々に含む  
4．鈍い黄褐色土層 焼土、灰、炭化物を含む  

5．灰層 焼土を含む  

6．暗褐色土層 わずかに焼土粒を含む  

0  1：30  1m  

A  ロ  
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P－1  

・ cc・   
＝マ‾‾‾  

P－2  

・ DD・  

‾芦  

50m  
B．  ＿B・  

t：ロ  

H－57土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄橙色土層（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層  
3．As－B軽石層と褐色土層の浪士層   

0  1‡60  2m  

4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mを1％以下含み、わずか小礫3～5mⅢを含む  
5．鈍い黄褐色土層 As－C軽石2～3mmを1％以下含み、白色軽石1～2mmを所々に含む  
6．暗褐色土層 粘性、締まりなく、As－C軽石2～3mを1％以下含み、明黄褐色砂質土ブロックを含む  
7．暗褐色土層 粘性、締まりなく、明黄褐色砂質土ブロックを含み、わずかに炭化物、焼土粒を含む   

H－57 P－1・2 土層注記（C～D断面）  
1．灰黄褐色土層 締まりなく、細砂を含む  

2．灰黄褐色土層 締まりなく、細砂と明黄褐色砂質土をわずかに含む  

76.40m 
G c- ＿．G・  

1ÅJ  

76 40m 
E c- －E・   

芋一二  
76．40m  

F ＝＋  ・－－・F●  

H－57カマド 土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを1％以下とわずかに焼土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 Hr－FPl～2mmを所々に含み、焼土、炭化物粒を含む  
3．鈍い黄褐色土層 焼土、灰、明黄褐色砂質土層を含む  

4．灰層 焼土粒を含む  

5．焼土ブロック  

6．鈍い黄褐色土層 焼土ブロックを含む   

第30図 H－53・56・57号住居跡、カマド実測図  
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76．70mA  

P－1  

＿→B・ Dヱ至・39ユ D・  

P－2  

E箪’  

76．50m  

H－58土層注記（A～B断面）  
1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．褐灰色土層 細砂、小礫を含む  

3．As－B軽石を含む砂層  

4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを1％以下含み、細砂も含む  
5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを1％以下と焼土、炭化物粒を所々に含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを所々に含み、焼土粒を含む  
7．灰黄褐色砂層 明黄褐色砂質土粒と焼土粒をわずかに含む  

8．灰黄褐色砂層 軽石粒と明黄褐色砂質土粒をわずかに含む   

H－58 P－1土層注記（D－D′断面）  

1．明黄褐色土層 締まりなく、わずかに焼土粒と黄樺色粘土0．5mmを所々に含む   

H－58 P－2 土層注記（E－E′断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりなく、わずかに白色軽石粒と焼土粒を含む  

2．鈍い黄褐色土層 わずかに明黄褐色砂質土粒を含む  

3．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土層を含む  

m  

0  1：60  2m  

G・  

76．40m  
G ＝＋  

H－58カマド土層注記（F～G断面）  
1．灰費褐色土層 締まりなく、焼土ブロック0．5～1cmを所々に含む  
2．灰、焼土、灰黄褐色土層の泥土層  

3．灰層 焼土を含む  
4．灰層 焼土ブロック0．5～1cmを多く含む  
5．焼土ブロック層  

P－1  P－2   Aヱむ50m  
－－一一 A■  76．30m  

C二彗C’   

－－● B’  

・ DD・  
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P－3  
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76．50m  
＝  

ヒ＿＿＿⊥ 」 ］  
W－50   W－51   0  1；60  2m  

H－59土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを1％含み、細砂と遺物粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを1％以下含み、わずかに明黄褐色砂質土粒を含む  
3．暗褐色土層 As－C軽石1～2mmを所々に含み、わずかに炭化物を含む  
4．暗褐色土層 軽石粒をわずかに含み、細砂も含む  

（W－50・51）  

5．灰黄褐色砂質土層 暗褐色土層ブロックを所々に含む  

6．砂層  

7．灰黄褐色砂質土層 暗褐色土層ブロックを多く含み、白色軽石粒を含む  

H－59 P－1～3 土層注記（C～E断面）  

1．暗褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを所々に含む  

2．暗褐色土層 締まりややあり、わずかに明黄褐色砂質土粒を含む  

3．暗褐色土層 締まりややあり、明黄褐色砂質土を多く含む  

76.40m 40m  
F c- －F・   G  

G G・  

第31図  

ー一頃「‾  

1m  0  1；50   

H－59カマド土層注記（F～G断面）  

1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり Hr－FP2～5mmを所々に含み、焼土ブロックを全体に含む  
2．鈍い黄褐色土層 As－C軽石2～3mmを所々に含み、灰、焼土ブロック3～5mmを含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりあり、As－C軽石2～3mmを所々に含み、わずかに焼土粒、炭化物粒を含む  

H－58・59号住居跡、カマド、W－49～51実測図  
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1メモ至㌻  

P－2  

D琶ご’  

ー● β’  

6  s  

H－60土層注記（A～B断面）  
1．灰費褐色土層（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 細砂を含む（客土）  

3．灰黄褐色土層 細砂を含み、酸化を帯びている  
4．鈍い黄褐色砂層 As－B軽石を全体に10％以上含む  
5．暗褐色土層 Hr－FP2～3mmを1％以下含み、細砂を含む  
6．暗褐色土層 白色軽石粒とAs－C軽石1～2mm、炭化物3～5mmを所々に含む   

H－60 P－1・2 土層注記（C～D断面）  
1．暗褐色土層 締まりややあり、明費褐色砂質土粒を含む  

2．暗褐色土層 締まりなく、明黄褐色砂質土ブロック0．5～1cmを所々に粒含む  

てp   

O  l；60  2m  

76．40m  

∈＝転義テニE’  
H－60カマド土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 軽石粒を含む  

2．鈍い黄褐色土層 焼土ブロックを含む  

3．暗褐色土層 わずかに焼土粒を含む  

4．暗褐色土層 焼土ブロック含む  

5．焼土ブロック層 わずかに鈍い黄褐色土層を含む  

6．鈍い黄褐色土層 焼土、灰を含む  

7．灰層 炭化物を含む  

8．暗褐色土層 わずかに焼土粒を含み、軽石2～3mmを所々に含む  
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H－61土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mを1％以下含み、明黄褐色砂質土ブロックと暗褐色土層を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mmを所々に含み、わずかに焼土、炭化物を含む   

H－61P－1・2 土層注記（C～D断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mmを所々に含み、細砂を含む  
2．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土粒と細砂を含む  

3．暗褐色土層 締まりなく、わずかに明黄褐色砂質土と細砂を含む  

4．明黄褐色砂質土層 鈍い黄褐色砂質土層ブロックを含む  

【p   

l！60  2m  

76．40m  
F ●－  

76.40m 
E  →E・  

‾モ≡≡「  

H－61カマド 土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 焼土、灰、明黄褐色粘土粒を含む  

2．鈍い費褐色土層 わずかに焼土粒を含む  

0  1：30  1m  

第32図 H－60・61号住居跡、カマド実測図  
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1  A■  76．50m  
B ＝＋  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一 B■  

6  6  

H－62土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄橙色土層  

2．灰黄褐色土層  

3．鈍い黄橙色土層  

4．鈍い黄褐色土層  

5．鈍い黄褐色土層  

6．鈍V）黄褐色土層  

（現耕作土）  

細砂を多く含む   
As－B軽石を5％含む   

締まりややあり、HrLFP3～5mnを所々に含み、As－B軽石をわずかに含む   
Hr－FP2～3mmを1％以下含む   
As－C軽石2～3mmを所々に含む  

7．2層に3、4層をわずかに含む  
8．鈍い黄褐色土層 As－C軽石2～3mmを1％以下含み、明黄褐色砂質土ブロック2～5mを所々に含む  

76．40m  

D二jD’  
76．40m  

C ●－  
1   ・・・・・・・・・・・・・・・・・－・C’  

H－62カマド土層注記（C～D断面）  
1．灰黄褐色土層 締まりなく、白色軽石粒を含む  

2．灰費褐色土層 締まりなく、焼土と炭化物粒、軽石粒を所々に含む  

3．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物3～5mm程を所々に含む  
4．鈍い黄褐色土層 灰、焼土粒を所々に含む  

5．灰層 焼土、炭化物を含む  

6．焼土ブロック  

76．40m  
B ●－  4  ・・－－－一 B’  

H－63土層注記（A～B断面）  
1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．As－B軽石層 酸化を帯びる  
3．暗褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを1％以下含み、わずか   
小礫5mm程を所々に含む  

4．暗褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを1％以下と小礫5～10   
mを所々に含み、明黄褐色砂質土粒を含む  

5．暗褐色土層 締まりなく、Hr－FP3～5mⅢを所々に含み、わずかに鈍い   
黄橙色粘土ブロック5～10mを含む  
6．焼土ブロック、灰、炭化物、鈍い黄橙色粘土を含む混土層（カマド）  

0  1；60  2m  
0  1；30  1m  

76.30m 
D  2   ，  →D・  

D ●－  

（つ  

H－63カマド土層注記（C～D断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、わずかに焼土粒を含む  

2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、わずかに焼土粒と明黄褐色砂質土粒を含む  

3．鈍い黄褐色土層 焼土、灰、炭化物を全体に含み、HrrFP2～3mmを所々に含む  
4．暗褐色土層 締まりあり、明黄褐色砂質土ブロック2～5mmを所々に含む  
5．暗褐色土層 わずかに焼土、炭化物粒を含む  

76.40m 
A．  

S l  
－・・・－－・・一 A’  

76．40m  
B ●－  

1  1  

・・・－・B●  

2 1  

H－64土層注記（A～B断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを1％と細砂を含み、炭化物を所々に含む  
3．黒褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを所々に含む  
4．灰黄褐色砂質土層 As－B軽石ブロックを含む（W－50・51）  1：60  2m  

第33図 H－62～64号住居跡、カマド、W－47・50・51実測図  

－58 －   



76．40m  
D ●－  c＿ 

ミニこ三妄  

三む40m   －C・   

E 

ヱむ40m     →E， －YL／か－  

ーーー・・一 D■  

H－64カマド土層注記（E～F断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mmと焼土ブロック0・5～1cmを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを所々に含み、焼土ブロック0．5～1cmを多く含む  
3．鈍い黄褐色土層 灰を含む  
4．灰層 焼土ブロック0．5～1cmを多く含む  
5．鈍い黄褐色土層 焼土、炭化物を含み、所々に灰を含む  
6．鈍い黄褐色土層 焼土粒と明黄褐色砂質土粒を含む  

0  1；30  

＼  

N
孔
卜
丁
 
 

／  

C，  

－・・・・・・・・・・・・・・・・一 C■  

C  

76．50m C ＝＋  

0  1；30  

H－65土層注記（A－A′断面）H－65カマド住居土層注記7、8層参照  
1．灰黄褐色土層（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 軽石1～2mⅢを1％と細砂を含む  
3．灰黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mmを所々に含み、細砂を含む  
4．灰黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mmと細砂、小礫0・5～1cmを所々に含む  
5．灰黄褐色土層 Hr－FP3～5mmを所々に含み、明黄褐色砂質土を全体に含む  
6．暗褐色土層 締まりあり、Hr－FPO．5～1cmを多く含み、細砂も含む  
7．暗褐色土層 締まりあり、Hr－FP2～5mmを所々に含み、焼土を含む  
8．灰層 焼土ブロックを含む  
H－65D－1土層注記（B－B′断面）  

0  1；60  

l・褐色土層締まりあり、”r‾Fを所々に  
A．旦40m P－2  B8’cc’  

5   4   

H－66土層注記（A－A′断面）  
1．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP3～5mmを1％以下を含み、細砂、焼土粒を含む  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FPl～3mmを1％以下と細砂、焼土粒を含む  
3．鈍V）黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～5mmを1％以下と細砂、焼土粒を含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりあり、Hr－FPO．5cm程と明黄褐色砂質土粒を所々に含む  
5．鈍い黄褐色土層 焼土、灰を多く含む  
Hr66P－1土層注記（BrB′断面）  
1．暗褐色土層 締まりあり、Hr－FP2～5mmを所々に含み、  
わずかに焼土粒を含む  

P－4  
76．10m  

E・－ －・一一 E●  

軍2  

P－5  
褐色砂質土粒をわずかに含む ・1 6層 。。・  

1．暗褐色土層 締まりややなあり、白色軽石粒を所々に含む  Ⅶ「  
H－66P－3 土層注記（D－D′断面）  
1．暗褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmと明黄褐色砂質土、焼土粒を所々に含む  
Hr66P－4 土層注記（E－E′断面）  
1．暗褐色土層 締まりややあり、As－C軽石1～2mmを所々に含み、わずかに明黄褐色砂質土粒を含む  
2．明費褐色砂質土ブロック  

3．暗褐色土層 締まりややあり、1層より明黄褐色砂質土を多く含む  
4．明黄褐色砂質土と3層の混土層軽石を含む  
40m  

F  →F・  

76．40m  
G ＝＋  

‾慢野‾′  
H－66カマド土層注記（E～G断面）  
1．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土を含む  

2．鈍い黄褐色土層 わずかに焼土粒を含む  

3．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土ブロックと焼土、炭化物を所々に含む  
4．灰層 焼土粒を含む  0  1‡30  1m  
5．焼土層 灰を含む  

6．鈍い黄褐色土層 明黄褐色砂質土と焼土をわずかに含む  
7．焼土ブロック 灰をわずかに含む  

8．鈍い黄褐色土層 焼土粒と灰、明黄褐色砂質土粒をわずかに含む   

第34図 H－64～66号住居跡、カマド、W－64・65実測図  
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W－1西 壁  W－2 南 壁  W－5－1西 壁  

1  

1  

一   － 76．60m  

24 言二≡≡董卓≡三：二：  

1：60  2m  14  

0  1！100  4m  

W－3－1西壁土層注記  
1．鈍い黄橙色土層 コンクリート、石が入る（客土）  

2．鈍い黄褐色土層 粘性なく、締まりややあり、白色軽石と細砂を含む  

3．鈍い黄褐色土層 As－B軽石をブロック状に入り、2、4層をブロック状  
に含む  

4．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmを1％含み、木片、ビニー  
ルが入る（客土）  

5．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石を1％とAs－B軽石をブロック状  
に入る  

6．褐灰色土層 締まりあり、所々に砂層ブロック、ビニールを含み、酸化  

を帯びている  
7．褐灰色土層 締まりあり、白色軽石1～2mを1％以下含み、暗褐色土  
をわずかに含む  

8．褐灰色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含む  
9．褐灰色土層 締まりあり、白色軽石1～2mを所々に含み、細砂を含む  
10．灰黄褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石1～3mを所々に含み、明   
黄褐色砂質土をわずかに含む  

W－1西壁土層注記  
1．鈍い黄褐色土層 石、小礫、鉄片が入る（客土）  
2．灰黄褐色土層 粘性なく、締まりあり、白色軽石粒1～2mmを1％含む  
3．鈍い黄褐色土層 粘性なく、締まりあり、白色軽石粒1～2mmを1％以上  
含む  
4．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石2～5mmを1％以   
下含み、As－B軽石と5層をブロック状に含む  
5．暗褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石を1％以下とAs－B軽  
石を含む  
6．灰黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石を1％含み、3、4  
層を含む  
7．黒色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石を1％以下含む  
8．灰黄褐色土層 粘性、締まりなし、微砂を含む   

W－2 両壁土層注記  

1．鈍い黄褐色土層 礫、小石が入る（盛土）  
2．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％と細砂を含む  
3．褐灰色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下と細砂を含む  
4．灰費褐色土層 As－B軽石30％含む  
5．灰黄褐色土層 As－B軽石を30％以上とわずかに黒土色、小礫を所々に含む  
6．灰黄褐色土層 As－B軽石10％とわずかに黒土色を含む  

W－5－1西 壁  

11．黒褐色土層  

12．灰黄褐色土層  

13．灰黄褐色土層  

14．灰黄褐色土層  

15．褐灰色土層  

16．灰黄褐色土層  

17．灰黄褐色土層  
かに含む  

粘性、締まりややあり、As－C軽石1～3mmを所々に含む   
締まりややあり、細砂を含む   
細砂をラミナ状に含み、石を含む   
わずかに細砂含む  
締まりややあり   
締まりあり、As－Bブロックを含まない   

白色軽石1～2mmを所々に含みAs－Bのブロックをわず  

W－5－2 北 壁  

W－5－1西壁土層注記  
1．灰黄褐色砂質土層 石、小礫、ビニールが入る（客土）  

2．黄褐色砂質土層 軽石粒が入る（客土）  

3．灰黄褐色土層 粘性なく、締まりあり、白色軽石粒1～3mmを   
1％以上と細砂を含む  

4．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石1～3  
mを1％含み、細砂を含む  
5．鈍い黄褐色土層 粘性なく、締まりあり、As－B軽石とHr－FP  
3～5mmを1％以下含む  

6．鈍い費褐色土層 粘性、締まりあり、As－B軽石を含み、HrLFP  
3～5mmを所々に含む  

7．黒褐色土層 粘性、締まりややあり、As－B軽石と白色軽石3  
所 

8．を含む  W－4西壁  

W－3－2 北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層 細砂、小礫、どこ－ルが入る（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 細砂を含み、ビニールが入る  
3．灰黄褐色土層 細砂を多く含み、小礫が入る  
4．灰黄褐色土層 細砂を含み、所々にオレンジ色の酸化土が入る（客土）  
5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FPO．5～1cmを所々に含み、細  
砂を多く含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～3mmを所々に含み、明  
黄褐色砂質土を多く含む  
7．鈍い黄褐色土層 締まりあり、オレンジ色の酸化土が入る  

W→6 西 壁  
9．As－B軽石ブロック 黒色砂層をわずかに含む  
10．As－B灰層 青灰色  
11．As－Bの灰層、紫灰層  
12．As－B軽石層  

13．As－B軽石と黒色砂層の混土層  

1！60  2m  76．60m  4  

0  1：80   2m  

W－6 西壁土層注記  
7  

W－4 西壁土層注記  

1．灰黄褐色砂質土層 小礫、石鉄が入る（現耕作土）  

2．黄褐色砂質土層 軽石粒入る（客土）  

1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmを1％含み、所々  
にAs－B軽石ブロックとビニールを含む（客土）  

3．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石含み、ビニールを所々に  
含む  

4．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒を含む  
5．灰黄褐色土層 締まりややあり、6、7層を含む  
6．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mを1％含む  
7．灰黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP5～10mmを所々に含  
み、細砂を含む  

8．灰黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP5～10mmを所々に含  
み、As－B軽石をブロック状に含む  

9．灰黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP5mmを所々に含み、As  
－B軽石を多く含む  

10．灰黄褐色土層 締まりややあり、As－B軽石を多く含み、白色軽  
石をわずかに含む  

11．灰費褐色土層 締まりあり、7層より小礫を多く含む  

3．灰黄褐色土層 粘性なく、締まりあり、白色軽石粒1～3mを1％以上  
含み、細砂を含む  
4．鈍い黄褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石1～3m皿を1％  
以下含み、細砂を含む  
5．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、As－B軽石とHr－FP3～5mmを  
所々に含む  

6．黒褐色土層 粘性、締まりややあり、As－B軽石と灰黄褐色土をブロック  
状に含む  

7．黒褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石1～2mJnをわずかに含む  
8．黒褐色土層 6層と灰黄褐色土層、10層の混土層  
9．黒褐色土層 粘性、締まりあり、細砂と明黄褐色砂質土をわずかに含む  
10．灰黄褐色土層 盛土、小礫、どこ－ルが入る（W－3）  
11．As－B軽石ブロック（W－4）  

第35図 W－1・2・4・6、W－3－1・3－2・5－1断面図  
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W－8－1西 壁  W－8－2 北 壁  W－7 西 壁  

0  1；80   2m  

0  1；60  

W－7 西壁土層注記  

1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  
2．鈍い黄褐色土層  
3．褐灰色土層 締まりあり、小礫、白色軽石1～3mmを入る  
4．明黄褐色土層 粘性なく、締まりあり、細砂と白色軽石1～3mmを所々  
に含み、全体にオレンジ色をしている  

5．灰褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石1～5mmを1％含  
み、細砂を含む  

6．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを所々に含み、細砂を  
含む  
7．灰貴褐色土層 締まりややあり、小礫2～3mmと軽石1～2mm所々に  
含み、細砂を全体に含む  

8．灰黄褐色土層と黒色土層の浪士層 全体に細砂を含む   

W－8－1西壁土層注記  
1．鈍い黄褐色土層 小礫、軽石粒を含む（現耕作土）  
2．灰費褐色土層 粘性なく、締まりあり、白色軽石1～3mmを1％と小  
礫を含む  
3．灰黄褐色土層 粘性なく、白色軽石と細砂を含む  
4．灰黄褐色土層 粘性なく、白色軽石と細砂、小礫を含む  
5．灰黄褐色土層 粘性なく、白色軽石と細砂、木片を含む  
6．灰黄褐色土層 粘性、締まりなく、細砂を多く含み、小礫をわずかに  
含む  
7．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～3mmと細砂、9層を含む  
8．褐灰色土層 締まりあり、白色軽石1～3mⅢを1％以上含み、わずか  
に小礫を含む  

9．黄褐色土層 締まりあり、As－B軽石と細砂を含む  
10．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを1％以下とAsrB  
軽石を含む  

11．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石2～5mmを所々に含みとAs  
－B軽石を含む  

12．10層と7層を含む浪士層  
13．灰黄褐色土層 締まりややあり、細砂を含む  
14．鈍い黄褐色土と9層の浪士層  

W－10－2．W－5－2 北 壁  

W－8－2 北壁土層注記  

1．灰褐色土層（現耕作土）  
2．灰褐色土層 細砂を多く含み、小礫0．5～1cmをわずかに含み、上  
層にビニールが入る  

灰褐色土層 微砂、細砂を含む  
灰褐色砂礫層 3～5mmの礫を多く含む  

0
 
 

3
4
5
6
7
8
9
1
 
 
鈍い黄褐色微砂層  
鈍い黄褐色微砂層  
灰褐色砂質土層  
灰褐色砂質土層  
鈍い黄褐色土層  
鈍い黄褐色土層   

小礫、細砂を含む  
酸化土が入る  
わずかに軽石2～3mⅢを含む  

細砂と軽石2～3mmを含む  
細砂を含み、わずかに明黄褐色砂質土粒を含む  

W－9 北 壁  

W－9 北壁土層注記  

1．褐色土層 小礫、小石が入る（現耕作土）  
2．褐色土層 コンクリート、礫入る  
3．灰褐色土層 締まりあり、白色軽石粒を1％含む  
4．鈍い褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、Hr－FP3～5mmを所々に含む  
5．灰褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを所々に含む  
6．褐色土層 締まりあり、軽石粒が全体に入る  
7．鈍い褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、全体に軽石粒が多く入り、Hr  
－FPと黄橙色粒がわずかに入る  

8．鈍い褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、黄褐色砂質土がブロック状に  
入り、全体に白色軽石粒が入り、わずかにAs－C軽石が入る  
9．褐色土層ブロック 粘性、締まりあり、わずかに軽石粒を含む  
10．鈍い褐色土砂層 As－B軽石（2次堆積）と黒色砂質土、黄褐色砂質土をブ  
ロック状に含む  

11．黒色土層 粘性、締まりなし、As－B軽石（2次堆積）をラミナ状に含む  
12．As－Bの灰層 青灰色  
13．As－Bの灰層 紫灰色  
14．As－B軽石層 灰黄褐色  
15．灰褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石粒を1％と所々にAs－C軽石2  
～3mmを含む  

16．黄褐色微砂層 明黄褐色砂質土とAs－C軽石3～5mを所々に含む（深掘  
り）  

17．黒色粘質土層  
18．鈍い黄褐色粘質土層 明黄褐色微砂ブロック入る、配管跡あり、黄橙色砂  
質土層が所々に入る  

19．異色粘質土層 配管跡あり  
20．鈍い黄色微砂層 灰層  
21．黒褐色粘質土層 配管跡あり、わずかにAs－C軽石2m程が見られる  
22．黄褐色微砂層 配管跡あり  
23．黄褐色微砂層 配管跡あり、淡黄粘度ブロックを所々に入る  
24．鈍い黄褐色粘質土層 細砂ブロックをわずかに含む  
25．鈍い黄褐色粘質土層 わずかに軽石粒が入る  

8－1・8－2・10－2断面図  

W－10－2  

1:100 4  

W－10－2、W－5－2 北壁土層注記   

（W－10－2）   

1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）   

2．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石2～3mmを1％と細砂を含む   
3．灰黄褐色土層 白色軽石粒含み、細砂を含む   

4．明黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mmを1％以下含み、  
細砂、小礫、Hr－FPO．5～1．500を所々に含む   

5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mmを1％以下と  

細砂を含む   
6．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、細砂を多く含み、Hr－FPO．5～1  

cmを所々に含む   

7．灰黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％含み、Hr  
－FPO．5～1cmを所々に含む   

8．灰黄褐色土層 細砂を多く含み、軽石を含む   

8礼 灰黄褐色土層 明黄褐色砂質土層ブロックを含む   

9．灰黄褐色土層 細砂とAs－B軽石（2次）を含む  
10．明赤褐色微砂層11層、黒褐色土層がラミナ状に入る  
11．黒褐色砂層 粘性、締まりややあり、As－B軽石をブロック状に入る  

12．AsrB軽石層 上層に灰が1～2cm堆積、中段に鈍い赤褐色土2  
～3cm堆積し、その下にAsrB軽石が10cm程堆積しているラミナ状  

の3層   

（W－5－2）   

13．黒色砂層 As－B軽石を含む  
14．鈍い黄橙色砂層 AsーB軽石と褐灰色のAsーB灰層をラミナ状に含  
む  

15．As－B軽石層 上層に紫色の灰層を含む  

第36図 W－7・9、W－5－2  
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W－13東壁土層注記  

1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  
2．鈍い黄褐色土層 白色軽石を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mmを1％以下含み、  
細砂を多く含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～3mmを1％以下含み、  
7層とAs－B軽石を所々に含む（ブロック状）  

5．鈍い黄褐色土層 締まりなし、細砂を多く含む  
6．黄褐色土層 As－B軽石を30％含み、酸化を帯びている  
7．黒褐色土層 締まりあり、白色軽石粒を1％以上含み、As－C軽石を含む  
8．黒褐色土層 締まりあり、わずかに白色軽石粒とAs－C軽石を含む  

W－15 東 壁  

W－11  w－12  

76．10m  76．10m  
「〒‾‾  －＝守一  

W－11・12中間壁土層注記  

1．鈍い黄褐色土層 締まりあり、As－B  
軽石を含む  

0  1：60  2m  

W－14．－15．－16 東 壁  

76．30m  

16   5  5  

W－15  W－14  

1－OO  

W－17，－18．－19 西 壁   

W－16   

W－14～16東壁土層注記  
1．灰黄褐色土層（現耕作土）   

2．灰黄褐色土層 白色軽石1～2mⅢを1％含む  
3．暗褐色土層 粘性、締まりややあり、As－C軽石1～3mmを1％以下  
含む  
4．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、わずかにAs－C軽石を含  
む  

5．黄褐色砂質土層（地山）  

6．鈍い黄褐色土層 白色軽石粒と細砂を含む  

7．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒と細砂をわずかに含  
む  

8．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒をわずかに含む  

9．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下とAs  
－B軽石をわずかに含む  

10．3層のカタラン層  

11．鈍い黄褐色土層 3層と黄褐色砂質土ブロックが入り、細砂を含む  

12．10、11層のカクラン層  

13．鈍い黄褐色土層11層と細砂を含む  
14．鈍い黄褐色土層 黒褐色ブロックと15層が入る  

15．灰黄褐色砂層  

16．鈍い黄褐色土層 細砂を多く含む  

17．鈍い黄褐色土層 5層を所々に含む  
18．鈍い黄褐色土層ブロック As－B軽石を含む  
19．褐色土層 締まりあり、細砂と白色軽石1～2mmを所々に含む  
20．褐色土層 締まりあり、黄褐色砂質土粒をわずかに含む  

21．褐色土層 締まりあり、黄褐色砂質土ブロックを多く含む  

W－21南 壁  

W－17～19西壁土層注記  
1．灰費褐色土層（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 白色軽石1～2mmを1％含む  
3．灰褐色土層 締まりあり、白色軽石1～5mmとAs－B軽石、黒  
褐色土を所々に含む（カクラン層）  

4．鈍い費褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以  
下含み、細砂を含む  
5．鈍い黄樺色土層 白色軽石1～2mmを1％以下とAsrB軽石を  
所々に含み、黄橙色砂質土粒を含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石2～3mmを1％含  
み、細砂を含む  

7．灰褐色砂層 As－B軽石を含む  
8．As－Bの灰層 暗紫灰  
9．As－B軽石層  
10．灰黄褐色土層 締まりややあり、細砂、ビニールを含む  

11．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを所々に含  
み、砂層をラミナ状に含む  

12．灰黄褐色土層 細砂を含まない  

13．灰黄褐色土層 下層に砂層を含む  

14．明黄褐色砂質土層  

15．灰黄褐色砂質土層 わずかに白色軽石を含む  

16．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石1～3mを1％と黒褐色土層、  
As－B軽石をブロック状に含む  

17．鈍い黄褐色砂層 わずかに小礫含む  

18．黒褐色土層ブロック As－C軽石をわずかに含む  

19．鈍い黄褐色砂層  

20．鈍い黄褐色砂層と明黄褐色砂質土と黒褐色土層の混土層  

21．鈍い黄褐色微砂層  

W－23 ■西 壁  

W－22 西 壁  

76・50m  l  

‾‾「専「＼  
10   0  1；60  2m  

W－21両壁土層注記  

1．灰黄褐色土層 小礫と5～10cmの小石が入る（客土）  
2．灰黄褐色土層 砂、礫を含む  

3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％含む  
4．黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～5mを1％以下とわず  
かに小礫を含む  

5．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～3Ⅲmを1％以下含み、  

4層を所々に含む  

6．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～5mmを1％含み、4  
層を所々に含む  
7．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～5mmを1％以下と1  
～2cmの小礫を所々に含む  

8．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石1～2m皿とAs－B軽石を含む  
9．As－B軽石層  
10．褐灰色土層 粘性、締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以下含む   

W－22西壁土層注記  

1．灰黄褐色土層（客土）  

2．鈍い黄褐色土層 わずかに白色軽石を含み、細砂を多く含む  

3．鈍い黄褐色土層 白色軽石粒をわずかに含み、As－B軽石を含む  
4．鈍い黄褐色土層 白色軽石粒をわずかに含み、As－B軽石と3層を  
ブロック状に含む  

0  1；60  

W－23西壁土層注記  

1．灰黄褐色土層と鈍い黄褐色土の浪士層（客土）  

2．灰黄褐色土層 白色軽石1～2mmを1％以下と  
As－B軽石をブロック状に含む  

3．灰黄褐色土層 白色軽石1～2mmを1％以下含む  
4．灰黄褐色土層 白色軽石1～3mmを1％以上含む  
4a．灰黄褐色土層 軽石粒を含む  

5．灰黄褐色土層 白色軽石1～3mmを1％含み、わ  
ずかに暗褐色土を含む  

6．鈍い黄褐色土層 粘性なく、締まりややあり白色   

軽石2mをわずかに含み、細砂を多く含む  

7．As－B軽石層  
8．As－B軽石、凝集層 酸化を帯びる  
9．暗褐色土層 粘性、締まりあ、As－C軽石1～2m皿  
を1％以下含む  

10．灰黄褐色砂質土層 小礫、細砂を含む  

第37図 W－11～19・21～23断面図  
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W－24 東 壁   

ノ、－－・・－・・・・・・－・・－－－、、  
1  

W－28，一29．－55 東 壁  

2  ＝＋  

ー妄三二  

W－29  
l  W－33  l  W－24東壁土層注記  

1．鈍い費褐色土層（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～3mを1％  
・ 以上と細砂を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1％以下と細砂を  
含む  

4．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1％以下と細砂多  
くを含む  

5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmをわずか  
に含み、As－B軽石をブロック状に含む  

6．鈍V）黄褐色土層 締まりあり、白色軽石粒を含み、5層よ  

りAs－B軽石を多く含む  

7．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－B軽石を多く含む  

W－25，－27．－54．－56 南 壁  

W－28  

0  1；60  2m  

W－28・29・33東壁土層注記  

1．暗灰黄色土層（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mを1％含む  
4．灰褐色土層 締まりややあり、As－B軽石と白色軽石を含む  
5．褐灰色砂層 As－B軽石、As－B灰をブロック状に含む  
6．灰褐色土層 白色軽石1～2mmを1％以下とAs－B軽石をブロック状に含む  
7．As－B軽石の灰層（鈍い褐色）  

8．As－B軽石層 ラミナ状に堆積している  
白色軽石1～2mmを1％含む  
、As－C軽石1～2mmをわずかに含む  
細砂を多く含み、白色軽石2～3mmをわず   

細砂を多く含み、白色軽石1～2mmを1％   

As－Bブロックを所々に含む  

細砂を含み、白色軽石2～3mを所々に含  

9．灰褐色土層 粘性、締まりあり、  

10．灰黄褐色土層 粘性、締まりあり  

11．灰黄褐色土層 締まりややあり、  

かに含む  
12．灰黄褐色土層 締まりややあり、  

以下と小礫5mmを所々に含む  

13．灰黄褐色土層 締まりややあり、  

14．灰黄褐色土層 締まりややあり、  
w－25 W－56 W－27   

0  1：60  2m  

む  
15．灰黄褐色土層 締まりあり、As－B軽石をブロック状に所々含み、明黄褐色砂  

質土層をわずかに含む  
16．灰黄褐色土層 締まりあり、所々に黒褐色土層、As－C軽石3～5mmを含む  
※W－28とW－33は東壁側で合流している  

W－25・27・34・36南壁土層注記  

1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  

2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下と  
細砂を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石をわずかに含み、As－B軽石  

と8層をブロック状に含む  

4．暗褐色土層 締まりあり、3層を含む  
5．鈍い黄褐色土層 3層よりも細砂を多く含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石と9層を含む  
7．鈍い黄褐色土層 6層とAs－B軽石をブロック状に含む  
8．暗褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－C軽石2～3mmを1％  
以下含む  
9．暗褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、As－C軽石を1％以下と黄  

褐色砂質土を所々に含む  
10．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mmを1％以上含み、  
細砂を含む  

11．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mⅢを1％以下含  
み、細砂を含む  

12．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mを1％以下含  
み、小石を含む  

13．鈍い黄褐色土層 白色軽石1～2mmを含む（カタランされている）  
14．As－B軽石層（部分的に検出）  

15．暗褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石1～2mを1％以下含む  
16．暗褐色土層 締まりあり、明黄褐色土粒を所々に含む  

17．暗褐色土層 締まりややあり、As－C軽石2～3mmを1％以下含む  
18．鈍い黄褐色土層 白色軽石粒を含む  

W－26 東 壁  

一－■一一一一一  

W－50．－31東 壁  

76．70m  
＝  

…蓉  
5  

0  1；60  2m  

W－51  
W－26東壁土層注記  

1．鈍い黄褐色土層（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～3mを1％以上と細砂を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石粒1％以下と細砂を含む  
4．鈍い黄褐色土層 白色軽石1％以下とAs－B軽石を含む  
5．鈍い黄褐色土層 As－B軽石を4層より多く含む  
6．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、As－B軽石を所々に含む  
7．As－B軽石層  

W－30・31東壁土層注記  

1．暗灰黄色土層（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mmを   
1％以下と細砂を多く含む  

3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、白色軽石1～2mを  
わずかに含み、細砂を含む  

4．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1′～2mmを1％  
以下とAs－B軽石を10％含む  
5．鈍い黄褐色土層 締まりあり、白色軽石1～2mを1％  
以下とAs－B軽石を5％含む  
6．黒褐色土層 As－C軽石1％以下と鈍い黄褐色土、白色  
軽石1mmを1％以下含む混土層  

W－32 北 壁  W－57 北 壁  

76．80m  l  

76．50m   「  

5 7闇‾  

0  1；60  2m  7．褐色砂質土層 細砂がラミナ状に入る  
8．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石1～2mを1％以下含む（W－30）  
9．灰黄褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石1～3mmを1％含む   

W－32北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．1層、2層、鈍い黄褐色土層を含むカタラン層  
3．灰黄褐色土層  
4．明黄褐色砂質土層 Hr－FP3～5mmを所々に含む  
5．黄褐色砂質土層 Hr－FP3～5mmを所々に含み、As－B軽石を含む  
6．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを所々に含み、明黄褐色砂質土と  
細砂を含む  
7．鈍い黄褐色砂質土層 Hr－FPを含む  
8．鈍い黄橙色砂層  

W－37北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層 細砂を含む（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 As－B軽石ブロックと暗褐色土ブロックが入る（カクラン  
層）  

3．灰黄褐色土層 細砂を多く含み、Hr－FP2～3mmを所々に含む  
4．灰黄褐色土層 Hr－FP2～3mmをわずかに含み、細砂、微砂を多く含む  
5．鈍い黄褐色土層 細砂を含み、酸化を帯びている  

6．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～5mmを所々に含み、細砂を含む  
7．暗褐色土層 Hr－FP2～5mmを所々に含み、細砂を含む  
8．鈍い黄褐色土層 締まりあり、Hr－FP2～10mmを所々に含み、細砂を含む  
9．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～10mmを所々に含み、細砂と明黄褐色砂質土粒  
を含む  

第38図 W－24～34・36・37断面図  
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W－38 北 壁  W－59 北 壁  W－40 北 壁  W－41北 壁  W－42 北 壁  
76．80m  

76．90m  76・90汀－  76．80m  1  ＝＋  

1 竺竃泰  

2 - 1  

1 2‾   

雫   2ち雷  
W－41北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  
2．明黄褐色砂質土層 As－B軽石をわずかに含み、酸化を帯びている  
3．灰黄褐色砂質土層 As－B軽石を含む  
4．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mⅢと小礫0．5～1cmを所々に含み、細砂  
を含む  

5．鈍い費褐色土層 細砂を多く含む  

6．鈍い黄褐色微砂層 わずかに炭化物を含む  

7．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～5mmを所々に含み、細砂、炭化物を含む  
8．鈍い黄褐色土層 締まりあり、Hr－FP2～3mmを所々に含み、細砂を含  
む（H－28）  

9．1、2、3層が入る浪士層   

W－42北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．明黄褐色砂質土層 As－B軽石をわずかに含む  
3．鈍い黄褐色土層 Hr－FP、As－Bブロックをわずかに含む  
4．黒褐色土層と明黄褐色土層を含む浪士層  

5．黒褐色土層 細砂を含み、3層ブロックと明黄褐色砂質土が入る  
6．鈍い黄褐色微砂層 軽石粒が入る  

7．1、2、3層を入る混土層  

W－38北壁土層注記  

①．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、Hr－FP2～5mmを所々と、微砂を含む  
②．鈍い黄褐色微砂層 Hr－FPO．3～1cmをわずかに含む  
③．砂、礫層 0．5～1cmの小石を多く含む  

※ 注記1～5、7はH－14にあり   

W－39・40北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層 細砂、小礫入る（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 細砂を含み、暗褐色土をブロック状に入る（カクラン層）  

3．灰黄褐色土層 細砂を含み、2層、暗褐色土ブロックをわずかに含む  
4．灰黄褐色砂層 Hr－FP2～5mmを所々に含み、白色軽石を含み、細砂を多  
く含む（1、2層入る）  

W－44 北 壁  

W－45 北 壁  
76．50m  

5 7⊥≡▽7  

W－47 北 壁  
W－45 北 壁  W－46 西 塵  

＝  

W－43北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層 細砂、小礫が入る（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 細砂、軽石粒を含む  

3．鈍い黄褐色土層 細砂、軽石粒を含む  

4．鈍い黄褐色土層 細砂、微砂、軽石粒を含む  

5．鈍い黄褐色微砂層 軽石粒を含む  

6．暗褐色土層 白色軽石粒を含む  

7．鈍い黄褐色土層 白色軽石粒を含む   

W－44北壁土層注記  

76．80m  76．80m  
1  ＝＋  

≡三三く  1 4密  
W－45北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 細砂を含む  

3．鈍い黄褐色土層 軽石粒を含む  

4．鈍い黄褐色微砂層 軽石粒を含む  

W－46西壁土層注記  

1．灰褐色土層（現耕作土）  

2．鈍い黄褐色土層 細砂を含む  

3．鈍い黄褐色土層 As－B軽石ブロックを含む  
4．As－B軽石層 酸化を帯びている  
5．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石粒を所々に含む  1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 細砂を含む  
3．鈍い黄褐色土層 細砂を含み、Hr－FP2～10mmを所々に含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、細砂を含み、Hr－FP3～5mmと0．   
5～1cm程の小礫を所々に含む  

5．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、細砂を多く含み、Hr－FPO．5～1cm  

を所々に含む  
6．暗褐色砂層 Hr－FP2～3mmを含み、As－Bブロックを所々に含む  
7．暗褐色砂層 As－B軽石と明黄褐色砂質土ブロックを含む  

W－47北壁土層注記  

1．浅黄橙色土層 細砂、石、小礫を含む  

2．灰黄褐色砂質土層 Hr－FP2～3mⅢ所々に含む  
3．鈍い黄褐色砂層 軽石粒と小礫2～3mmを所々に含む  
4．鈍い黄褐色砂層 軽石粒を含む  

5．鈍い黄褐色土層 細砂を含み、明黄褐色砂質土粒をわずかに含む  

6．暗褐色土層 締まりあり、HrrFP2～5mⅢ所々に含む   

W－48北壁土層注記  

1．浅黄橙色土層  

2．灰黄褐色砂質土層 Hr－FP2～3mを所々に含む  
3．灰黄褐色砂質土層 暗褐色土層ブロックが入る（カタラン層）  

4．鈍い黄褐色砂層 Hr－FP2～3mmを所々に含む  
5．鈍い黄褐色砂層 HrrFP2～3mmと暗褐色土層ブロック0．5～1cm  
を所々に含む  

6．暗褐色土層 Hr－FP2～5mmを所々に含み、細砂を含む   

W－52 北 壁  

W－49 北 壁  W－48 北 壁  

76．80m  
1   ＝＋  

76．80m  l  

3⊥弓声  

＝＝＝＝琴         5  
W－52北壁土層注記  

1．黄褐色砂礫層  

2．灰褐色砂質土層 小礫入る  

3．灰褐色砂層 軽石2～3mmを含む  
4．灰褐色砂層 軽石1～2mmを含む  

W－55 南 壁  

W－49北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．褐灰色土層 細砂、小礫を含む  

3．As－B軽石を含む砂層  

4．灰黄褐色砂層 白色軽石1～2mmを所々と明黄褐色砂質土粒を含む  
5．灰黄褐色砂層 白色軽石1mmを所々に含む  

W－50．－51北 壁  

‾‾ち≡妄7‾  

76．90m  
＝  

W－50  W－53南壁土層注記  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  
2．暗褐色土層 締まりあり、Hr－FP2～3mⅢを含む  
3．黄褐色微砂層  

4．黄褐色微砂層 細砂、小礫を含む  

5．砂、礫層  
6．暗褐色土層 Hr－FP2～5mmを所々に含む  
7．黒褐色土層 As－C軽石2～5mmを含む  
8．鈍い黄褐色土層 細砂を多く含む  

W－50・51北壁土層注記  

1．浅黄橙色土層 細砂、小礫、石が入る  

2．灰黄褐色砂質土層 締まりあり、Hr－FP2～3mmを所々に含む  
3．灰黄褐色砂質土層 暗褐色土層ブロックが入る（カタラン層）  

4．鈍い黄褐色砂層 Hr－FP2～3mmを所々に含む  
5．鈍い黄褐色砂層 白色軽石粒を含む  

6．鈍い黄褐色微砂層 軽石粒をわずかに含む  

7．暗褐色土層 細砂、軽石粒をわずかに含む  

8．暗褐色土層 締まりあり、Hr－FP2～3mmを所々に含む  
9．暗褐色土層 締まりあり、軽石粒をわずかに含む  

第39図 W－38～53断面図  
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W－54北壁土層注記  

1．浅黄橙色土層 細砂、石、小礫を含む  

W－55 南 壁   W－54 北 壁  
76．60m  

層  
Hr－FP2～3mm所々に含む  
軽石粒を含む   
層  
ま  

ま   

2．灰黄褐色砂質土  

3．鈍い黄褐色砂層  

4．鈍い黄褐色砂層  

5．灰黄褐色砂質土  

6．暗褐色土層 締  

7．黒褐色土層 締   

76．80爪  
1   ＝＋   

■±電＝＝7‾  
W－55   

W－56．－57．一58．一－59 北 壁  

5転  

76．60m  W－55両壁土層注記  

1．灰黄褐色土層 細砂、小礫2～3mを含む  
2．鈍い黄橙砂質土層 明黄褐色砂質土とAs－B軽石を含む  
3．鈍い黄褐色砂質土層 As－B軽石を含む  
4．暗褐色砂層 白色軽石1～2mmを1％以下を含む  
5．暗褐色土層 自軽石粒1％以下を含む  
6．暗褐色微砂層 白色軽石粒を所々に含む  
7．鈍い黄褐色砂層 白色軽石粒1～2mmを1％含む  

W－59  
W－58  

W－56～59北壁土層注記  
1．灰黄褐色土層 細砂を多く含む  
2．鈍い黄褐色土層 As－B軽石を10％以上含み、わずかにAs  
－C軽石2～3mmを所々に含む  

3．黒褐色土層 締まりあり、As－C軽石2～3mmを1％含む  
4．鈍い黄褐色砂層 As－B軽石を1％以上含む  
5．鈍い黄褐色砂層 As－B軽石を1％以下と細砂を多く含む  
6．鈍い黄橙色砂質土層 細砂を多く含み、白色軽石2～3m  
を所々に含む（1層と2層を含む）  

7．灰黄褐色砂質土層 細砂を多く含み、わずかに小礫3～5  
mを含む（1層に2層をわずかに含む）  
8．1～3層の混土層（耕作機械のカクラン層）  
9．鈍い黄褐色砂質層1～3層をブロック状に含む混土層  
10．鈍い黄褐砂色質土層 黒褐色土をブロック状に含む  

W－62，－63 北 壁  

76．70m  ＝   

W－60，－61北 壁  

76．70汀l  

蘭戸5  
W－65  W－62  

1：60  2m  

W－61  

W－64 北 壁  

76．70m  
＝  こ   

1   

5一年道フニ‾5  

W－60  

W－60・61北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層 軽石、細砂を含む（現耕作土）  
2．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、細砂と軽石粒を含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりなし、細砂を多く含み、軽石粒を含む  
4．5層と7層の混土層  
5．鈍い黄橙色砂質土層 As－B軽石を含む  
6．暗褐色土層 As－C軽石1～2mⅢを含む  
7．鈍い黄褐色砂質土層 わずかに5層を含む   

W－62・63北壁土層注記  

1．灰褐色土層（現耕作土）  
2．明黄褐色砂質土層 As－B軽石を含む  
3．暗褐色砂質土層 細砂を多く含み、Hr－FP2～5mmを所々に含む  
4．暗褐色砂質土層 わずかに軽石を含む  
5．鈍い黄褐色土層 Hr－FP2～3mnlを所々に含み、細砂を含む  

W－64・65北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層（現耕作土）  
2．鈍い黄褐色砂質土層 白色軽石粒を含む  
3．鈍い費褐色砂質土層 軽石粒を含む  
4．鈍い黄褐色砂質土層と暗褐色土層の浪士層  
5．明黄褐色砂質土層 As－B軽石を含む  

W－65 北 壁  

76．70m  

5脅5  
76．70m  

W－66北壁土層注記  

1．灰褐色土層（現耕作土）  

2．鈍い黄褐色砂質土層  

3．鈍い黄褐色砂質土と砂層の浪士層  

4．鈍い黄褐色砂質土層 軽石粒が入る  
5．鈍い黄褐色砂質土層 砂層ブロックと白色軽石2～3mmを  
わずかに含む  

W－66 北 壁  W－67 北 壁  
76．70m  

＝                     ＝  

「竜  4一；＝天童ヲ芦＝－4   

W－67北壁土層注記  

1．灰黄褐色土層 細砂、軽石粒を含む（現耕作土）   
2．灰黄褐色土層 As－B軽石を1％以上含む   
3．灰黄褐色土層 Hr－FP2～3mmを所々に含み、小礫を含む   
4．As－B軽石層  

W－68西壁土層注記  

1．鈍い黄褐色土層 小石、アスファルトが入る   

2．灰黄褐色土層 細砂、小礫が入る   

3．灰黄褐色土層と鈍い黄褐色土層、As－Bプロツタの浪士層（カクラン  
層）ビニール入る   

4．暗褐色砂質土層 白色軽石1～2mⅢを5％含む   
5．暗褐色砂質土層 白色軽石1～2mmを5％以上含む   
6．灰黄褐色粘質土層 細砂をラミナ状に含む   
7．褐灰色砂層   

8．褐灰色粘質土層 As－C軽石1～2mmを1％以下含む   
9．暗褐色土層 締まりあり、As－C軽石1～2mmを1％以下含み、細砂を  
含む  

W－70西壁土層注記  

1．灰褐色土層 細砂、小礫が入る（現耕作土）   
2．灰褐色土層1層と暗褐色土、ビニールが入る（カタラン層）   
3．鈍い黄褐色砂層 暗褐色土層ブロックを含む  

W－71南壁土層注記  

1．灰褐色土層（現耕作土）   

2．灰褐色土層 細砂と酸化土を含む   

3．灰褐色土層 微砂、小礫を所々に含み、酸化を帯びている   
4．灰褐色土層 Hr－FP2～5mmを所々に含む   
5．灰褐色土層 微砂、明黄褐色砂質土粒を全体に含み、Hr－FP2～5mm  
を所々に含む   

6．明黄褐色微砂層 軽石粒をわずかに含む   
7．砂礫層 0．3～1．5cmの礫が多く入る  

W－68 西 壁  

W－70 西 壁  

W－69 東 壁  76．80m  

W－71甫 壁  

77．00m  
＝  こ＋    76．60m  

5 1で畠＝ブ‾‾  
声r▲‾∵‾  

2m  0  1；60   

W－69東壁土層注記  

1．鈍い黄褐色土層 石、小礫が入る  
2．灰費褐色土層 細砂とHr－FP3～5mmを所々に含む  
3．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、細砂とAs－B軽石ブロックを含む  
4．鈍い黄褐色土層 締まりややあり、細砂と白色軽石1～2mmを含む  
5．4層とAs－B軽石を含む混土層  
6．As－B軽石を10％含み、4層をブロック状に含む浪士層  
7．鈍い黄褐色土層 白色軽石1mをわずかに含む  

第40図 W－54～71断面図  

－65 －   



Zてゴ」ト  

し′／  

カ ク ラ ン   

1  

5  

l  

l  

J′一」塑一  
／ 

‾、＼ ＼  

、  

／ 八  
＼  

iし、ノ  U  ／   

畦畔北壁土層注記（BL－16・17グリッド内）  

1．灰黄褐色土層 細砂、小礫を含む（現耕作土）  
2．灰黄褐色土層 細砂、小礫、どこ－ルが入る  

3．灰黄褐色土層 締まりややあり細砂、軽石粒を含む  
4．明黄褐色砂質土層 3層とAs－B軽石を含む  
5．明黄褐色砂質土層 4層とAs－B軽石を多く含む  
6．As－B軽石層 酸化を帯びている  
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畦畔西壁土層注記（DM・N－7グリッド内とDO－7グリッド内）  

1．灰黄褐色土層（現水田耕作土）  

2．灰黄褐色土層 細砂を含む  

3．As－B軽石層 酸化を帯びる  
4．暗褐色土層 粘性、締まりあり、Hr－FP粒をわずかに含む（B水田層）  

1；40  2m  
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D－1  D－2  
60m 76．10m A← → A・B．→B・  

闇、一瞥  

D－1土層注記（EC－6グリッド内）  
1．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりなく、細砂と小礫0．5～1cmを所々に含む  
2．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりなく、白色軽石1～2mと明黄褐色砂質土  
ブロックを所々に含む  

3．明黄褐色砂質土層 黒褐色土層ブロックをわずかに含む   

D－2 土層注記（BH－5・6グリッド内）  
1．鈍い黄褐色砂質土層 As－B軽石10％以上含む  
2．鈍い黄褐色砂質土層 As－B軽石5％以上含み、灰黄褐色粘質土ブロック  
を所々に含む  

3．灰黄褐色粘質土層 細砂を含む  

4．灰黄褐色粘質土層 わずかに明黄褐色砂質土ブロックを含む   

D－3（9層～11層）両壁土層注記（AM－23グリッド内）  
1．灰黄褐色土層（現耕作土）  

2．灰黄褐色土層 酸化を帯びている  

3．灰黄褐色土層 細砂、小礫を含み、ビニール入る  

4．鈍い黄褐色土層 細砂を含み、わずかに小礫3～5mmを含む  
5．鈍い黄褐色土層 細砂を多く含み、小礫2～3mmを所々に含む  
6．鈍V）黄褐色土層 締まりあり、細砂を含み、Hr－FP2～3mmを所々に含む  
7．鈍い黄褐色土層 締まりあり、細砂を含み、Hr－FP3～5mを所々に含む  
8．暗褐色土層 締まりあり、As－C軽石2～3mと炭化物をわずかに含む  
9．暗褐色土層 締まりややあり、As－C軽石3～5mmを所々に含む  
10．鈍い黄褐色土層 As－C軽石3～5mmを所々に含み、暗褐色土ブロック、明  
黄褐色砂質土、炭化物を所々に含む  

11．鈍い黄褐色土層 細砂と浅黄橙色砂礫土を含む  

12．明黄褐色砂質土層  
13．鈍い黄褐色砂屠 小礫を所々に含む  

P－1・2 土層注記（BJ－6グリッド内）  

1．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石と炭化物をわずかに含む  
2．褐色土層 粘性、締まりあり、白色軽石粒1mを所々に含む  
3．黒褐色土層 粘性ややあり、締まりあり、白色軽石粒をわずかに含む  

4．黒褐色土層 粘性ややあり、As－C軽石1～2mⅢをわずかに含む  
5．褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石粒とわずかに炭化物を含む  

6．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石1～2mmを1％以下含  
む  

7．褐色土層 As－C軽石1～2mmを1％以下含み、黒色土層を所々に含む  

P－3・4 土層注記（BK－6グリッド内）  

1．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石粒をわずかに含む  

2．鈍い黄褐色土層 粘性、締まりややあり、白色軽石粒と費褐色砂質土粒を  

わずかに含み、炭化物を所々に含む  
3．暗褐色土層 粘性、締まりあり、As－C軽石を所々に含み、黄褐色砂質土粒  
がわずかに入る  

D－5 甫 壁  

0  1：60  2m  

P－1．P－2  
D  D’  

一義「  
P－1  P－2  

76．60m  

E P－3，P－4  
爪              1  1  

E’   

＝  

76．60  

」画‾‾‾二夢二  
P－4  

P－3  

P－9  

Jヱ竺・5聖． J・   

－ァ‾‾  

P－10  

P－5  

F．空・5塑．F・   

‾ア  

P－6  

G．空・5聖． G・   K．竺・5竺竺 K・  

‾‾‾  ‾‾   P－5～12土層注記  
P－5・6（BO－22グリッド内）、P－7（BO－23グリッド内）、P－8（BP－23グリッ  

ド内）、P－9（BQ－22グリッド内）、P－10（BQ－22・23グリッド内）、P－11（BR  

－22グリッド内）、P－12（BR－22・23グリッド内）  

1．鈍い黄褐色砂層 As－B軽石層を含み、酸化を帯びる  
2．鈍い黄褐色砂層 As－B軽石層を含む  

P－7  P－11  
・ H＿H・   L讐＿・堅塑L・  
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7‾   

P－8   

76．50m l・－ 一一l■   
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調査期間  調査面積  調査原因  
所収遺跡名   所在■地                     市町村  遺跡番号  北 緯   東 経   

マエダロタイセキ  

前田ⅤⅠ遺跡  マエバシシナカウチマチ 前橋市中内町  10201  11G42  36020′17′′  139007′54〝  19991118 20000315  4，900m2   住宅団地拡  

張造成事業   

所収遺跡名   種別   主な時代   主な遺構   主  な  遺  物   

土師器坪・襲片  

須恵器杯、高台付塊・蓋片、嚢、羽釜  
住居跡  平 安 時 代  住居跡 66軒  

片緑粕、灰粕陶器片  

土錘、鉄製品、紡錘車、砥石  

水田跡  平 安 時 代  水田跡 2箇所  土師器杯片、須恵器片  

平 安 時 代  溝 跡 8条   土師器須恵器片  
前田ⅤⅠ遺跡  

平安～中世  溝 跡 9条   
土師器片、  

溝 跡  須恵器、高台付璃、土釜、緑葎由陶器片  

中 世 以 降  溝 跡18条   土師器、須恵器片、陶器片、古銭  

近世・近代以降  滞 跡 40条   土師器、須恵器片、陶器片  

土 坑  中・近世頃   土 坑 3基   大要片  

柱 穴  中 世 以 降  柱 穴12基   なし   

前田ⅤⅠ遺跡  

2000年3月9日 印 刷  
2000年3月15日 発 行   

発  行 前橋市埋蔵文化財発掘調査団  
前橋市三俣町二丁目10－2  

編  集 スナガ環境測設株式会社  
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